
令和６年度東京都献血推進協議会 次第 

 

  日時 令和７年３月２７日（木曜日）午後４時００分から 

方法 WEB 会議形式による開催 

 

１ 開   会 

２ 委 員 紹 介 

３ 令和６年度血液製剤適正使用部会活動報告 

４ 議   事 

（１） 都内の献血状況と献血者確保の取組について 

（２）令和７年度東京都献血推進計画（案）について 

５ 閉   会 

 

資 料 

１  東京都献血推進協議会委員名簿 

２  東京都献血推進協議会設置要綱 

３  東京都献血推進協議会 血液製剤適正使用部会設置に関する細則 

４  令和６年度血液製剤適正使用部会報告 

５  令和５年東京都輸血状況調査集計結果（概要） 

６  献血の現状と課題（東京都赤十字血液センター作成） 

７   令和６年度東京都の献血者確保対策 

８  令和６年度ＬＩＮＥアンケート調査結果 

９  令和７年度東京都献血推進計画（案） 

10  令和７年度東京都献血推進計画（案）新旧対照表 

 

 

参考資料 
１ 令和５年度資料年報(東京都赤十字血液センター） 
２ 令和７年度の献血の推進に関する計画の策定について 

（令和７年２月２８日医薬血発 0228 第２号） 
３ 「献血推進２０２５」の期間延長について 
  （令和７年１月２７日付事務連絡通知） 
４ 輸血療法の手引（第４版）（令和３年３月改訂） 
５ 小規模医療機関における輸血マニュアル（第２版）（令和６年１１月改訂） 
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所       属 氏名（敬称略）

東京都保健医療局技監 成田　友代

東京都医師会副会長 蓮沼　剛

東京大学大学院医学系研究科教授
（東京大学医学部附属病院輸血部長）

岡崎　仁

東京科学大学名誉教授 河原  和夫

慶應義塾大学輸血・細胞療法センター教授 田野﨑　隆二

東京科学大学病院輸血・細胞治療センター講師 梶原　道子

地方独立行政法人東京都立病院機構
東京都立東部地域病院　検査科技師長

前田　かおり

ＫＤＤＩ株式会社総務部ＣＳＲ推進グループ長 東島　正幸

東京都生活協同組合連合会会長理事 村上　次郎

報道機関 読売新聞東京本社常務取締役調査研究担当 南　　　砂

日本赤十字社東京都支部事務局長 矢部　信栄

東京都赤十字血液センター所長 牧野　茂義

公益財団法人献血供給事業団理事長 北田　靖則

特別区保健衛生主管部長会（練馬区保健所長） 石原　浩

東京都市福祉保健主管部長会（立川市福祉部長） 佐藤　岳之

東京都教育庁都立学校教育部長 村西　紀章

東京都保健所長会（南多摩保健所長） 舟木　素子

東京都保健医療局保健政策部長 小竹　桃子

所       属 氏  名

地方独立行政法人 東京都立病院機構
東京都立墨東病院輸血科部長
　（東京都輸血療法研究会世話人代表）

藤田
ふじた

　浩
ひろし

東京都赤十字血液センター　事業推進一部長 鹿野　千治

区   分

オブザーバー

東京都献血推進協議会　委員名簿

区   分

会 長

地域団体等

関係団体

区市町村
代表

行政機関

学識経験者

資料１

-2-



 

東京都献血推進協議会設置要綱 
昭和 40 年 2 月 15 日（40 衛薬衛発 第    30 号決定） 

改正 昭和 42 年８月 １日 （42 衛薬衛発 第   165 号決定） 
改正 昭和 59 年５月 29 日 （59 衛薬薬   第   193 号決定） 
改正 平成 ５年３月 31 日 （４ 衛薬薬   第  1536 号決定） 
改正 平成 ８年９月 10 日 （８ 衛薬薬   第   969 号決定） 
改正 平成 13 年４月 18 日 （13 衛薬薬   第   118 号決定） 
改正 平成 14 年４月 １日 （14 健サ疾   第     5 号決定） 
改正 平成 15 年４月 １日 （14 健サ疾   第  1661 号決定） 
改正 平成 16 年４月 26 日 （16 健サ疾   第     3 号決定） 
改正 令和 ５年３月 ８日（４ 福保保疾 第 2155 号決定） 
改正 令和 ５年６月 30 日（５ 福保保疾 第  587 号決定） 

 
（設 置） 

第１ 血液事業に関する施策の策定及び実施に当たって、公正の確保及び透明性の向上を図るために、東京都
献血推進協議会（以下「協議会」という。）を置く。 

（協議事項） 
第２ 協議会は、「安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律」第 10 条第４項に基づき国が示す当該年

度の献血による血液確保目標量を達成するため、次に掲げる事項を協議する。 
(1) 献血の普及啓発に関すること。 
(2) 献血協力組織の育成に関すること。 
(3) その他献血推進に関すること。 

（構 成） 
第３ 協議会は保健医療局長が委嘱又は任命する次に掲げる者をもって構成する。 

(1) 学識経験のある者並びに職域及び地域団体等の代表者          １５名以内 
(2) 関係行政機関の職員及び東京都職員                            ６名以内 

 ２ 前項(1)のうち、東京都赤十字血液センター所長の役職にある者については、委員として指定する。 
（会 長） 
 第４ 協議会に会長を置く。 
 ２ 会長は保健医療局技監とする。 
３ 会長は、会務を総理する。 

 ４ 会長に事故があるときは、あらかじめ会長が指名する委員が職務を代行する。 
（任 期） 

第５ 委員の任期は２年とし、再任を妨げない。 
２  委員は、その役割を退いたときに委員の資格を失い、後任の委員の任期は、その前任者の残任期間とする。 

（会 議） 
第６ 協議会の会議は、会長が招集し、主宰する。 
２ 協議会の会議は、必要の都度開催する。 

（部 会） 
 第７ 会長は、協議会の意見に基づき、必要に応じて、特定の事項ごとに部会を設けることができる。 
 ２  部会は、協議会の委員のうちから会長が指名する委員及び保健医療局長が別に委嘱又は任命する委員をも

って構成する。 
（会議の公開） 

第８ 会議及び会議に関する審議資料、議決事項、会議録等（以下「会議録」という。）は原則として公開す
る。 
２  会議及び会議録等を公開するときは、会長は必要な条件を付すことができる。 

（庶 務） 
第９ 協議会に関する庶務は、保健医療局保健政策部において行う。 

（その他） 
第 10 協議会の開催に当たっては、必要に応じ、第３に掲げる者以外の者を出席させて意見を聞くことができ
る。 

（施 行） 
第 11 この要綱は、昭和 40 年 2 月 15 日から施行する。 

附 則 
１ この要綱は、決定の日から施行する。 
２ この要綱施行の際発令中の委員の任期は、第５の規定にかかわらず、平成５年３月３１日までとする。 

  附 則 
この要綱は、決定の日から施行し、平成８年７月１６日から適用する。 

  附 則 
この要綱は、決定の日から施行し、平成１３年４月１日から適用する。 

  附 則 
この要綱は、決定の日から施行する。  

 附 則 
この要綱は、決定の日から施行し、平成１５年４月１日から適用する。 

資料２  
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 附 則 
この要綱は、平成１６年８月１日から施行する。 
  附 則 
この要綱は、決定の日から施行する。 

附 則 
この要綱は、令和５年７月１日から施行する。 
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東京都献血推進協議会 血液製剤適正使用部会設置に関する細則 

 

平成 15 年 10 月 24 日 15 健サ疾第 1262 号 医療サービス部長決定 

平成 16 年 4 月 26 日 16 健サ疾第    3 号 医療サービス部長決定

平成 18 年 12 月 12 日 18 福保保疾第 1405 号   保健政策部長決定 

令和 4 年 4 月 1 日 4 福保保疾第 954 号 保健政策調整担当部長決定

令和 5 年 6 月 30 日 5 福保保疾第 589 号        保健政策部長決定 

 

１ 目 的 

血液製剤の適正使用について協議し、輸血療法の安全性の向上を図るため、東京都献血推進協議会

設置要綱第７に基づき、東京都献血推進協議会（以下「協議会」という。）に血液製剤適正使用部会

（以下「部会」という。）を置く。 

 

２ 協議事項 

部会は、次の事項を協議し、協議会長に報告する。 

(1) 血液製剤の適正使用に関すること。 

(2) 輸血療法の安全性の向上に関すること。 

(3) その他血液事業に関する事項 

 

３ 委員及び専門委員 

(1) 部会の委員は、学識経験者等１０名以内、東京都職員３名以内とし、協議会委員のうちから

協議会長が指名する委員、及び協議会長が指名する者のうちから保健医療局長が別に委嘱又は

任命する委員をもって構成する。 

(2) 専門の事項を調査審議するため必要があるときは、部会に専門委員を置くことができる。 

(3) 専門委員は、２名以内とする。 

 

４ 部会長 

部会に、部会長を置く。 

(1) 部会長は、東京都保健医療局保健政策部長とする。 

(2) 部会長は、会務を総務する。 

(3) 部会長に事故があるときは、あらかじめ部会長が指名する委員がその職務を代行する。 

 

５ 会 議 

部会の会議は原則として年１回とし、また必要に応じて随時開催することとし、部会長が招集する。 

 

６ 会議等の公開 

(1) 会議及び会議録は、原則として公開する。 

(2) 会議又は会議録を公開するときは、部会長は必要な条件を付することができる。 

 

７ 庶 務 

部会に関する庶務は、保健医療局保健政策部において行う。 

 

８ その他 

会長は、部会の開催にあたって、必要に応じ、３に掲げる者以外の者を出席させて意見を聞くこと

ができる。 

 

附 則 

この細則は、決定の日から施行する。 

附 則 

この細則は、平成１６年８月１日から施行する。 

附 則 

資料３ 
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この細則は、平成１８年１２月１２日から施行する。 

 附 則 

この細則は、令和４年４月１日から施行する。 

 附 則 

この細則は、令和５年７月１日から施行する。 
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令和６年度 血液製剤適正使用部会報告 

 

 

１ 部会の設置目的 

      血液製剤の適正使用について協議し、輸血療法の安全性の向上を図るため、東京都献血推進協議会の下部組

織として設置 

 

 

２ 開催時期 

  令和６年１０月１６日（水曜日） 午後６時から午後７時まで（ＷＥＢ開催） 

 

 

３ 出席委員（敬称略） 

部会長  小竹 桃子 （保健医療局保健政策部長） 

委 員  田中 朝志 （東京医科大学八王子医療センター 臨床検査医学科教授） 

比留間 潔 （比留間医院院長） 

蓮沼  剛 （東京都医師会副会長） 

横山  孝 （河野臨牀医学研究所理事長） 

名倉  豊 （東京大学医学部附属病院 副臨床検査技師長） 

奥山 美樹 （東京都立駒込病院輸血・細胞治療科部長） 

藤田  浩 （東京都立墨東病院 輸血科部長） 

牧野 茂義 （東京都赤十字血液センター所長） 

渡辺 大介 （保健医療局健康安全部薬事監視担当課長） 

   オブザーバー 大橋 晃太 （トータス往診クリニック院長） 

  

 

４ 議事 

（１）令和６年度血液製剤適正使用推進事業の進捗状況について 

・ 東京都輸血療法研究会 

・ 血液製剤適正使用アドバイス事業 

 

（２）輸血状況調査について 

・ 令和５年輸血状況調査の結果（報告） 

・ 令和６年輸血状況調査の実施（内容変更箇所の検討） 

・ 令和６年診療所輸血状況調査の実施  

 

（３）「小規模医療機関における輸血マニュアル」の改訂について 

 

 

資 料 ４ 
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令和６年度血液製剤適正使用推進事業 実績 

１ 東京都輸血療法研究会 

（１）世話人会 令和６年７月１０日(水曜日) ＷＥＢ開催 

（１）第２３回東京都輸血療法研究会の開催に向け、実施方法、テーマ、演者等を協議 

（２）第２３回 東京都輸血療法研究会の開催 

         日   時 ： 令和６年１１月２９日（金曜日） 

         場   所 ： 都庁第一本庁舎 ５階 大会議場  

         プログラム ： 次ページのとおり 

[研究会参加者数の推移]                                           

 第２３回 

令和６年度 

第２２回 

令和５年度 

第２１回 

令和４年度 

第１８回 

令和１年度 

第１７回 

平成３０年度 

第１６回 

平成２９年度 

第１５回 

平成２８年度 

医    師 ７人 ４人 1 人 ９人 １1 人 １７人 １９人 

臨床検査技師 １００人 １０３人 １０５人 １９８人 ２５２人 ２３８人 ２８６人 

看 護 師 ９人 ４人 ２人 ３０人 ４３人 ２６人 ２８人 

薬 剤 師 ８人 １１人 ６人 １６人 １２人 １２人 ２１人 

事 務 等 ２１人 １６人 ２６人 ２８人 ２４人 ３９人 ３３人 

計 １４５人 １３８人 １４０人 ２８１人 ３４２人 ３３２人 ３８７人 

※第１９回～第２０回は、コロナの影響により、動画による配信のみ実施。 

２ 血液製剤適正使用アドバイス事業 

個々の医療機関における血液製剤適正使用への取組について、輸血学の専門家を派遣し、医療機関の状況

に応じた助言や最新の知見提供等を行う。令和６年度は、訪問またはweb会議方式の選択制により実施した。 

・実績：６病院（応募２１件より、新規病院、前回訪問から長期間経過している病院を優先として８病院を

選定した。うち２病院が辞退。実施病院は、病院すべて新規。４病院は訪問、２病院はweb会議方式にて実

施した。） 

３ 輸血状況調査 

都内の医療機関における血液製剤の使用状況を把握し、適正使用を推進するための資料とするため実施 

（１）令和５年輸血状況調査 結果の公表（概要：資料５） 

  対象医療機関：都内635病院、調査対象期間：令和５年１月～１２月 

  調査データに基づき病床規模別の血液製剤使用量の平均値を算出。各病院の実績との対比表を作成し、自

院の現状把握に役立てていただけるよう返送 

（２）令和６年輸血状況調査の実施  

令和６年中に新規販売された製剤の追加や、名称変更した製剤名の修正および販売が終了した製剤の削除 

等、調査票を修正の上、調査を実施。 

（３）令和６年診療所輸血状況調査の実施 

 平成２８年、令和２年に続き、小規模医療機関の実態把握のため、血液製剤供給実績がある２０床未満の 

医療機関を対象に実施。 

４ 小規模医療機関における輸血マニュアル 

小規模医療機関において輸血医療を安全に実施できるよう平成２７年９月に初版を発行。 

発行から１０年経過し、その間の状況変化や輸血関連の指針改訂等を踏まえ、改訂を行い、令和６年 

１１月に第２版を発行｡ 
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Ⅰ 令和6年度 献血功労者 厚生労働大臣表彰・感謝状伝達式
  東京都知事感謝状贈呈式

Ⅱ 献血セミナー ～ 献血の現状と課題 ～
  鹿野 千治  東京都赤十字血液センター 

Ⅰ  基調講演 : 災害医療 ー血液供給を含めてー
座長  藤田 浩 東京都立墨東病院 輸血科

演者  丸山 嘉一 日本赤十字社医療センター 国内医療救護部・国際医療救援部

Ⅱ 輸血療法Ｑ＆Ａ
座長  牧野 茂義  東京都赤十字血液センター 

 水村 真也   虎の門病院 輸血・細胞治療部

① 科学的根拠に基づいたアルブミン製剤の使用ガイドライン改訂版のポイント解説
演者 佐藤  智彦   東京慈恵会医科大学附属病院 輸血・細胞治療部

② 輸血用血液製剤保管管理ガイドについて
演者 奥田 誠   東邦大学医療センター大森病院 輸血部

Ⅲ 輸血療法シンポジウム ～東京都における災害時の輸血療法～
座長  奥山 美樹   東京都立駒込病院 輸血・細胞治療科

   田野﨑 隆二 慶應義塾大学医学部 輸血・細胞療法センター

   オーバービュー
     藤田 浩        東京都立墨東病院 輸血科

   ①  東京都（行政）の立場
     深井 園子     東京都保健医療局保健政策部

   ②  日赤の立場
     大城戸 秀樹  東京都赤十字血液センター

   ③  医療機関の立場
     城川 雅光     東京都立広尾病院 総合救急診療科

   ディスカッション（総合討論）

第 １ 部 

東京都医師会
日本輸血・細胞治療学会
東京都薬剤師会
東京都看護協会
東京都臨床検査技師会 

主催

共催

後援

日本医師会生涯教育制度 【合計単位1.5単位
(カリキュラムコード14（0.5単位）,14（1.0単位）】

日本輸血・細胞治療学会認定医制度
認定輸血検査技師制度
学会認定・臨床輸血看護師制度

資格審査用証明書発行

第 ２ 部 東 京 都 輸 血 療 法 研 究 会

参加費 無料：参加 申込票に 記載のう え、当日ご持参くださ い

東京都 保健医療局 保健政策部 疾病対策課  TEL : 03-5320-4506
東京都赤十字血液センター 学術情報・供給課       TEL : 03-5272-3519  お問合せ
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令和 5年 東 京 都 輸 血 状 況 調 査 集 計 結 果 （ 概 要 ） 

 

１ 調査対象・回答率  

(1) 目 的 

都内の医療機関における血液製剤の使用状況等を調査し、適切な血液製剤使用の推進をしていくための資

料とする。 

(2) 対 象 

都内にある病床数20床以上の医療機関：635箇所、令和5年1月～12月を調査対象期間とし、郵送にて実

施。回収方法は、郵便、電子メール、ファクシミリのいずれかとした。 

※令和5年調査より、精神科・神経科・心療内科単科医療機関も対象とした。 

(3) 結 果 

548機関（回答率86.3％）（前年：606機関中514機関 同84.8％）から回答が得られ、うち一般病床100

床以上の機関は201機関(同93.9％)であった。 

得られた回答は「令和5年輸血状況調査集計結果（概要）」としてまとめるとともに、100床以上の201機

関の回答を元に「評価指標」を作成した。 

(4) 報 告 

「令和5年輸血状況調査集計結果（概要）」「評価指標」を都ホームページにて掲載するとともに回答のあ

った全医療機関に送付する。また、100床以上の201機関については、「令和5年血液製剤適正使用推進に

向けた評価指標について」（個票）を作成し送付する。 

 

２ 集計結果の概要（項目別） 

(1) 輸血療法委員会の設置状況 

委員会を設置している医療機関は、429機関（78.3％）であった。 

（前年416機関 80.9％） 

一般病床 100 床以上の 201 機関でみると、委員会設置は 193 機関

(96.0％)であった。（前年193機関 96.0％） 

(2) 輸血管理料（Ⅰ・Ⅱ）の取得状況 

取得機関は219機関（40.0％）で、内訳はⅠ：62機関、Ⅱ：157機関

であった。（前年220機関42.8％ Ⅰ：58機関、Ⅱ：162機関） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

輸血管理料の取得状況の変化（前年対比） 

  

資 料 ５ 
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 - 2 - 

 

(3) 院内採血の状況 

院内採血はなく、前年と同様である。 

 

 

(4) 輸血用血液製剤の使用状況 

ア 赤血球製剤の使用量は683,713Ｕで、前年649,455Ｕより増加した。 

 

イ 血小板製剤の使用量は1,190,100Ｕで、前年1,141,056Ｕより増加した。 

    

ウ 血漿製剤の使用量は261,683Ｕで、前年244,525Ｕより増加した。 

 

   エ 全血製剤（日赤製）の使用はなく、前年と同様である。 

 

オ 白血球濃厚液の使用は5機関あり、使用対象は顆粒球輸血（5人）、ドナーリンパ球輸注（11人）であ

った。 

 

カ 同種クリオプレシピテート作製本数は、新鮮凍結血漿（FFP）LR240 から 125 本（7機関）、LR480 から

1,344本（8機関）であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) ＧＶＨＤ予防のための放射線照射血液の使用状況 

輸血用血液製剤使用病院417機関中の全てが照射血を使用しており、前年の100%と同様である。 

 

 

(6) 製剤別購入・廃棄量の状況 

   ア 全血製剤は、前年と同様、購入・廃棄ともになかった。 

   イ 赤血球製剤の廃棄率は0.8％(5,734.5Ｕ)で、前年1.4％(9,091Ｕ) より減少した。 

   ウ 血小板製剤の廃棄率は0.3％(3,222Ｕ)で、前年0.3％(3,245Ｕ) と横ばいである。 

    エ 血漿製剤の廃棄率は1.3％(3,529Ｕ)で、前年1.5％(3,675Ｕ) より減少した。 
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(7) 疾病別及び年代別輸血状況 

・疾病別では、悪性新生物の治療に全体の33.2％が使用されており、前年（35.1％）とほぼ同様である。 

※構成比は小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計は必ずしも100とはならない。 

 

・年代別では、50歳以上の患者への使用が全体人数の87.7％、60歳以上 78.2％、70歳以上 64.3％で、

いずれの区分でも前年（50歳以上86.8％、60歳以上 77.8％、70歳以上 64.2％）とほぼ同様である。 

※同一人について:30日間の複数回使用は１人としてカウント。70歳以上で10歳ごとに区分できない年代については「区分不可」として合計値で表記。 
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 - 5 - 

 

※構成比は小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計は必ずしも100とはならない。 

 

 

 

(8) 自己血輸血の状況 

  自己血の使用量(輸血量)は33,248.0Ｕで、前年（38,557.1Ｕ）より減少した。 
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 - 6 - 

 

(9) 血漿分画製剤の使用状況 

血漿分画製剤（組織接着剤を含まない。）の使用量は483,365 本で、前年（475,605 本）より増加した。 

グロブリン製剤全体（特殊グロブリンを除く。）の使用量における国内献血由来使用率の割合は 86.3％

（652,379.5ｇ）で、前年90.9％（644,996.0ｇ）より国内自給率は減少した。 

グロブリン製剤(静注用)の使用量における国内献血由来製剤の割合は 94.4％ (652,379.0g)で、前年

97.5％(644,989.0g) より国内自給率は減少した。 

また、アルブミン製剤（加熱人血漿蛋白を含む。）の使用量における国内献血由来製剤の割合は、 

76.0％(2,146,409.3g)で、前年74.5％(2,092,230.4g)より国内自給率は増加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
※平成30年から「静注用 規格20ｇ」（国内外由来あり）を追加、令和元年（平成31年）から「皮下注用 規格1ｇ・2ｇ・4ｇ」（全て国外由来）を追加。 
※令和5年から国内献血由来使用率の算出方法を、使用本数による算出から使用量による算出に変更した。 

 

 

※機能代替製剤、複合体製剤は除く。1単位＝250IU  

※ 

※ 

※ 
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令和６年度東京都の献血者確保対策 
 

 

 血液法に基づき、献血について都民の理解を深めること、日赤による献血受け入れが円滑に実施さ

れるよう支援することを目的に、以下のとおり実施した。 

 

１ 若年層への働きかけ 

（１）ＬＩＮＥリサーチを利用した「献血に対する意識」に関する調査 

   若年層への献血推進の取組の参考にするため、以下のとおりにアンケートを実施。 

   ①調査テーマ：「献血に対する意識」に関する調査 

   ②調査手法：ＬＩＮＥリサーチを利用したスマートフォンによるプッシュ通知型アンケート 

   ③調査地域：東京都 

   ④調査対象者：東京都在住の16歳～39歳の男女 500人 

   ⑤実査期間：令和6年9月11日（水）～ 9月13日（金） 

 

（２）ＳＮＳ広告の実施 

   若年層をターゲットとした広告用の動画を作成し、以下のとおりにＳＮＳ広告を実施。 

  （動画リンク先：https://tokyodouga.metro.tokyo.lg.jp/a6smikpdglq.html） 

   ①広告実施媒体：Ｘ（旧Twitter）、ＬＩＮＥ、Instagram 

   ②実施期間：令和7年1月15日（水）～2月28日（金） 

   【実施結果】 

    ・表示回数：10,595,142回 

    ・クリック数：120,237回 

  

（３）知事会見にて献血呼びかけの実施 

   令和7年１月10日（金）の知事会見にて、東京都知事より、若年層に向けて献血の呼びかけを

実施。 

 

（４）日本赤十字社東京都支部が実施する広報費への補助   

はたちの献血キャンペーンに合わせたプロモーション実施経費等の補助 

 

（５）学校を通じた普及啓発 

  ①都立学校長会において、献血セミナーの実施について協力依頼 

②献血セミナー・学校献血への協力依頼文書を、都内全高校、専門学校、短大、大学に送付 

資料７ 
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２ 献血キャンペーン 

特に献血者が減少する季節にあわせ、献血者確保のためのキャンペーンを展開 

（１）「愛の血液助け合い運動」（７月：全国展開）の実施 

①ポスター作成 

都内全高校、専門学校、短大、大学、美術館等施設、各区市町村へ掲出依頼 

②都広報誌、保健医療局広報誌（WEB）、都ホームページへの啓発記事掲載、東京都ＳＮＳ公式ア

カウント（ＬＩＮＥ、Facebook、Ｘ（旧Twitter））による情報発信 

③TOKYO MX及びTBSラジオによる広報 

④都庁内での出張献血実施（３日間 １７２人） 

  ⑤ワイドコラボ協定締結企業等との連携 

  ⑥献血手順・血液製剤製造所等の解説動画活用 

 

（２）「はたちの献血キャンペーン」（１月・２月：全国展開）の実施   

①ポスターの作成 

都内全高校、専門学校、短大、大学、美術館等施設、各区市町村へ掲出依頼 

②都広報誌、保健医療局広報誌（WEB）、都ホームページへの啓発記事掲載、東京都ＳＮＳ公式ア

カウント（ＬＩＮＥ、Facebook、（旧Twitter））による情報発信 

③リーフレットの作成 

通年配布可能な内容にして作成し、以下にて周知 

・はたちの日式典、区市町村が実施する若年層対象の行事等で配布 

・区市町村が設置する成人の日特設ホームページ内等でのデータ掲載 

・都ホームページにＰＤＦデータを掲載   

④TOKYO MX及びTBSラジオによる広報 

⑤都庁内での出張献血実施（３日間 １６７人） 

 

（３）春季キャンペーン（３月：都独自）の実施 

①ワイドコラボ協定締結企業等との連携 

②動画コンテンツを活用し、ポスターとともに以下にて周知（各３月上旬の７日間実施） 

・トレインチャンネルＣＭの放映 

     JR山手線、中央線快速、総武線快速で放映 

 ・電車中吊り広告 

中央線群、京浜東北線群、京王線・井の頭線、都営地下鉄全線 

  ・屋外街頭ビジョンＣＭ放映 

近隣に献血ルームがあり、若者が多い、繁華街の駅付近のビジョン７か所で放映 

（７か所：新宿・渋谷（２か所）・池袋・有楽町・秋葉原・立川） 

③都広報誌、都ホームページへの啓発記事掲載、東京都ＳＮＳ公式アカウント（ＬＩＮＥ、

Facebook、Ｘ（旧Twitter））による情報発信 
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３ 複数回献血の推進 

日本赤十字社東京都支部が実施する複数回献血推進の事業費への補助   

献血Web会員サービス「ラブラッド」の事業運営費を一部補助 

 

４ 献血推進協議会の実施 

都から区市町村へ、献血推進協議会の活用や、地域活動団体と連携した献血推進活動の実施等、

献血推進にかかる取組への協力を呼びかける文書を発出した。 

 

５ 献血功労者への表彰 

献血推進に積極的に協力、貢献した個人及び都内団体に表彰状、感謝状を贈呈 

・厚生労働大臣表彰状（２団体） 

・厚生労働大臣感謝状受賞者（２団体） 

・都知事感謝状（個人２名、５団体） 
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１　都内献血者数の推移

２　献血により確保した血液量

都内の献血状況

　
献血者数は、概ね目標の95％以上で推移しており、令和５年度は99.0％であった。

献血量は、目標の90％以上で推移しており、令和５年度は97.7％であった。

[資料：日本赤十字社 血液事業年度報、東京都献血推進計画]

目標

献血量

実績
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献血者数の目標と実績、達成率（都内）

目標献血者数 献血者実績 達成率（実績/目標）
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献血の目標量と確保量（都内）

目標量 献血量 達成率（実績/目標）

（万人）

（年度）

（万リットル）

（年度）

[資料：東京都赤十字血液センター資料年報、、東京都献血推進計画]
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３　若年層（16～39歳）の献血者数の推移

令和５年度は、平成26年度に比べ、各年代とも２割程度減少している。

0

2

4

6

8

10

12

14

平成26 平成27 平成28 平成29 平成30 令和元 令和2 令和3 令和4 令和5

若年層（10代、20代、30代）毎の献血者数の推移（都内）

16～19歳 20～29歳 30～39歳 （年度）

（万人）

[資料：東京都赤十字血液センター資料年報]

【参考】献血推進に係る新たな中期目標「献血推進2025」（厚生労働省）

若年層の献血率の推移（東京都）及び目標値

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度
R10年度
目標値

１０代 5.5% 6.6% 6.2% 6.4% 6.2% 3.7% 4.9% 5.7% 5.6% 6.6%

２０代 7.6% 7.4% 6.6% 6.2% 6.2% 5.5% 5.8% 5.9% 5.8% 6.8%

３０代 5.6% 5.6% 5.3% 5.1% 5.3% 5.3% 5.3% 5.1% 5.2% 6.6%

実績：日本赤十字社　血液事業年度報より
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若年層の献血率の推移（都内）

１０代 ２０代 ３０代
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１ 
 

令和７年度東京都献血推進計画 （案） 
 

 

第１ 目的 

   この計画は、安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律（ 昭和３１年法律第１６０ 

号 ）第１０条第５項の規定に基づき、東京都における献血の推進に関する計画を定めるもので 

ある。 

 

 

第２ 令和７年度に東京都が献血により確保すべき血液の目標量 

  今年度、国から示された都が確保すべき血液の目標量は、全血採血による 154,388 リットル

及び成分献血による125,080 リットルの計279,468 リットルである。 

（令和６年度確保目標量271,783 リットルより、7,685 リットル増加） 

（単位：Ｌ） 

 全  国 東 京 都 東京都の割合 

全血献血 1,358,258 154,388 11.4％ 

成分

献血 

 

血小板(*) 294,118 44,100 15.0％  

血漿 587,653 80,979 13.8％ 

計 881,771 125,080 14.2％ 

合計 2,240,029 279,468 12.5％ 

      （＊）東京都で製造する他県分（関東甲信越地域）の製剤等を含む。 

    ※表示単位未満四捨五入の処理をしているため、合計欄と一致しない。 

 

第３ 目標量を確保するために必要な献血者数 

  東京都赤十字血液センター（以下、「血液センター」という。）と協議の上、第２の確保

すべき血液の目標量を達成するために、目標献血者数を次のとおり設定する。 

                                   （単位：人） 

 区分 献血ルーム 献血バス 出張採血 合 計 

全

血 

200mL 6,316 3,053 774 10,143 

400mL 237,525 114,472 28,901 380,898 

計 243,841 117,525 29,675 391,041 

成

分 

血小板 82,453 0 0 82,453 

血漿 141,681 0 0 141,681 

計 224,134 0 0 224,134 

合  計 467,975 117,525 29,675 615,175 

 

 

 

資料９ 
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第４ 目標量を確保するために必要な措置 

必要血液量及び献血者を確保するため、以下の取組を行う。 

 

 １ 献血に関する普及啓発活動の実施 

  都、区市町村は、日本赤十字社東京都支部（以下、「日赤都支部」という。）及び血液セン

ター等の関係者の協力を得て、献血により得られた血液を原料とした血液製剤の安定供給を

確保するとともに、広く都民に対し献血に関する理解と協力を求めるため普及啓発を行う。 

都内には、全国の事業所の約１２％、従業者の約１６％が集中している1。また、大学・大

学院については、全国の約１８％が設置され、学生数は約２７％に及ぶ2。このように、事業

所や大学が多く、また、他県から都に通勤・通学する昼間人口が多いという都の特性を踏ま

えた啓発を実施する。 

 また、新型コロナウイルス感染症の影響下においても、感染症対策の実施状況などの情報

提供を適切に行うとともに、献血の意義、重要性の観点から、これまで同様に幅広く協力を

呼びかけ、様々な工夫、手段を講じて献血者確保に努める。 

 

(１) 献血推進キャンペーンの実施 

都は、特に必要性が高い400ミリリットル全血献血と成分献血の推進及び普及のため、

区市町村、日赤都支部及び血液センターとともに、国のキャンペーンと連動し、７月に

「愛の血液助け合い運動」を、１月から２月まで若年層を中心とする「はたちの献血キャ

ンペーン」（冬季キャンペーン）を、３月に東京都独自の「春季キャンペーン」を実施す

る。特に若年層に対しては、WEB、SNS 等のソーシャルメディアを有効に活用する。 

また、都が独自に作成した普及啓発動画を活用し、献血について関心を持つ機会が増え

るよう、以下のように情報発信等を行う。 

① キャンペーン周知用ポスターの作成、掲出依頼、都営地下鉄やＪＲ等での車内中吊

り広告 

② 東京都広報誌、都公式ホームページの活用 

③ WEB、SNS等を活用した若年層への献血協力の呼びかけ 

④ 動画を使った広報活動（街頭ビジョンやトレインチャンネルでの放映等）  

⑤ 東京都庁職員献血の実施 

 

さらに、献血者の裾野が広がるよう、区市町村や血液センターへ協力を求めながら、広

報を幅広く展開していく。 

 加えて、近年、需要が増大している免疫グロブリン製剤等の血漿分画製剤について、献

血から得られた血液を原料とすることや、多くの疾患の治療に欠かせないこともリーフ

レット等で周知する。 

   

 (２) 若年層対策 

①広報、ホームページ等での周知 

 
1 平成 26年経済センサス―基礎調査（財務省統計局） 
2 令和６年度学校基本調査（文部科学省） 
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都及び血液センターは、献血は１６歳からでき、また、１７歳男性から 400 ミリリ

ットル全血献血が可能であること、献血には年齢制限があるため、若い方に継続的に

協力いただくことが重要であること等について引き続き周知する。 

     

②新成人を中心とした若年層への啓発 

     都は区市町村の協力を得て、献血普及啓発用リーフレットを成人の日等の式典や、

区市町村が行う事業等を通じて若年層に配布・周知し、献血協力へのきっかけ作りに

取り組む。また、若年層が多く集まる場所での啓発動画の活用やリーフレットの配布

など、啓発の協力依頼を行い、献血の必要性が若年層の目にとまる機会を確保する。 

  都は、若年層が多く利用する SNS等を活用して情報発信を行うとともに、献血ルー

ム所在地かつ若者が多く通行するエリアでの街頭ビジョン放映を行う。さらに、近隣

県からの通勤通学者が多い東京の特性を踏まえ、他県からの流入路線を含めて車内中

吊り広告の掲出を行う。 

     日赤都支部及び血液センターは、献血キャンペーン時に、WEB メディア等を活用し

た広報を実施し、特に10代、20代の若年層を中心に 400ミリリットル全血献血及び成

分献血への協力を呼びかける。都はこれに対し、献血広報費を補助する。 

 

③学校における献血及び啓発活動の推進 

血液センターは、献血を身近に感じてもらえるよう、小・中・高・専門学校・大学生

を対象とした献血セミナーを実施する。献血セミナーの実施にあたっては、献血セミ

ナーの様子を映像化して希望者がいつでも閲覧できる環境を整備する。 

また、献血セミナーの機会等を活用し、主に献血可能年齢未満もしくは献血未経験

者である学生に対し、献血 Web 会員サービス「ラブラッド」のプレ会員としての登録

を推進する。 

都は、都立学校における献血の普及啓発を図るため、校長連絡会等を活用した教育

担当部局への献血セミナー受け入れ拡大に関する働きかけや、各学校への献血セミナ

ー実施の協力依頼を行う。 

     血液センターは、学校当局や学内組織・団体、東京都学生献血推進連盟との協働を

進め、私立を中心とした高等学校・大学・専門学校での献血者増加に積極的に取り組

む。専門学校は、東京都専修学校各種学校協会に対して協力依頼を行うなど献血者の

増加等を図る。都はこれを支援するため、各学校へ学校献血の紹介や協力依頼を行い、

実施拡大に努める。 

    

(３) 複数回献血の推進 

         血液センターは、継続的な献血協力を得るため、献血についての定期的な情報発信や継

続的な献血協力依頼を行い、効果的な依頼要請による応諾率の向上と年間献血回数の増加

を目指す。 

また、献血 Web 会員サービス「ラブラッド」会員になっていただくため、ラブラッドで

の献血予約や事前問診機能等のメリットを伝え、登録を促す。 

さらに、会員及び献血経験者に向けて、家族、友人、同僚などの身近な人とともに協力

することを促すなど、初回及び過去の献血から長期間経過している方が献血しやすいきっ
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かけを作り、かつ複数回協力につながるよう努める。 

なお、成分献血については、血小板や原料血漿を安定的に確保できるよう、同一献血者

に年間複数回の献血への協力を依頼する。 

都は、安全な献血者を安定的に確保するため、複数回献血の推進に係る経費の一部を補

助し、献血者確保を推進する。 

 

(４) 職場における献血の推進 

血液センターは、年間を通して輸血用血液製剤の安定供給を確保するため、献血者が減

少する時季、特に冬季には、定期的に協力を得ている官公庁や企業だけでなく、これまで

献血を実施していない企業等にも職場献血の協力を働きかけていく。また、企業に対して、

社員研修や社内広報等の機会に加え、オンラインを積極的に活用して献血セミナーや献血

に関する情報提供を実施する。 

また、テレワークの定着に対応するため、職場に出向いての献血実施に加え、リモート

ワークを利用する従業員等へも配慮し、従業員等の居住地近隣の会場での協力依頼など、

企業や従業員の事情に合わせた取組を強化する。継続して献血実施に協力いただいている

企業・団体に対しては、実施回数の増加等を依頼し、より協力を得るための方策を強化す

る。 

都は、包括連携協定「ワイドコラボ協定」締結企業等と連携し、職場献血実施の協力依

頼や社員向け普及啓発等を行う。 

  

 (５) 献血ルームの運営 

献血ルームにおいては、感染症対策を講ずるとともに、献血者の利便性を考慮した受け

入れ環境を整え、献血者が安心して入ることができる空間及び安全に配慮した環境を維持

する。 

また、献血者確保に資するよう、都内 13か所の献血ルームについて、地域特性を考慮し

た運営を行う。 
 

（６）献血予約の推進 

献血の予約は、計画的かつ安定的な献血協力につながり、また、献血会場の混雑を回避

し、献血者の利便性を向上させることから、都及び血液センターは、献血予約の重要性を

広く周知する。 

また、血液センターは、献血者に対して献血 Web 会員サービス「ラブラッド」への登録

を促進し、同サービスを活用した献血予約の推進につなげる。 

さらに、「ラブラッドアプリ」の利用により、簡易な献血予約や過去の血液検査記録の閲

覧、献血カード機能があるなど利便性が向上することを周知し、利用を促進する。献血未

経験者も利用登録できることから、献血者に限らず広く都民に利用を呼びかける。 

 

（７）輸血用血液製剤の在庫管理と不足時の的確な対応 

血液センターは、輸血用血液製剤（特に採血後の有効期間が短い血小板製剤及び赤血球

製剤）については、必要血液量の確保対策を講じて安定供給に努める。万一の在庫不足時

又は不足が予測される場合には、都や区市町村等の関係機関と連携し、必要血液量の確保

-38-



 

５ 
 

対策を実施する。 

都は、WEB、SNS や街頭ビジョンの活用など、広範囲かつ即時性がある方法により献血協

力を呼びかける。 

  

２ 献血推進協議会の開催 

   都は、採血事業者、学識経験者、地域の団体、報道機関等で構成される献血推進協議会を

開催し、東京都献血推進計画の策定や、献血に関する教育及び普及啓発、民間の献血組織育

成等について検討・協議する。 

都は、区市町村に対して、地方公共団体には献血について住民の理解を深めるとともに、

血液センターによる献血受け入れが円滑に進むよう必要な措置を講ずる責務があることにつ

いて周知し、区市町村献血推進協議会の活用や、地域活動団体と連携した献血推進活動の実

施について呼びかける。 

また、各区市町村のこれらの取組状況を情報収集し、その内容を都から全区市町村へ情報

提供することにより、より一層の実施を促す。 

 

３ 献血功労者表彰等 

都は、献血功労者表彰式を開催し、日頃から献血推進に積極的に協力し貢献した個人及び

団体に知事感謝状の贈呈を行う。 

また、その活動が顕著で、厚生労働大臣より表彰状及び感謝状が贈呈された個人及び団体

に対し、伝達を行う。 

 

 

第５ 血液製剤の適正使用推進について 

 

１ 血液製剤適正使用部会の開催 

献血推進協議会の部会である血液製剤適正使用部会において、医療機関への血液製剤適正

使用の周知及び普及啓発について検討・協議する。 

 

２ 輸血療法適正化支援事業の実施 

都は、各医療機関が適正な輸血療法を実施できるよう、血液製剤の適正使用や安全対策を

テーマとする講演会を血液センターと共催する。 

また、各医療機関に輸血医療の専門医師を派遣し助言を行う血液製剤アドバイス事業を実

施し、最新の知見を提供する。血液製剤アドバイス事業は、講義内容・実施方法ともに、医

療機関のニーズに合わせて実施する。 

都は、「輸血療法の手引（第４版）」（令和３年３月）について、都ホームページや講演会

など、機会を捉えて啓発を図る。 

都及び血液センターは、輸血専門医が不在の小規模医療機関においても適正使用・安全対

策が進むよう、「小規模医療機関における輸血マニュアル」や「輸血手帳」が活用されるよう

普及啓発を図る。  

 

３ 輸血状況調査の実施及び評価指標の策定 
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血液需要の実態把握のため、都は、昭和３９年から輸血状況調査を実施している。 

令和５年度末に実施した各医療機関への調査結果を基に「令和５年輸血状況調査集計結果」

を作成し（調査対象：病床数２０床以上の医療機関）、集計結果は、血液製剤適正使用部会

に報告するとともに、都ホームページに掲載する。 

また、結果を基に評価指標を策定し、一般病床１００床以上の医療機関に評価内容を通知

し、血液製剤適正使用への取組を支援する。（評価指標は、一般病床１００床以上３００床

未満と３００床以上の医療機関とに分けて作成する。） 

さらに、令和６年度末に別途実施した、血液製剤供給実績がある病床数２０床未満の医療

機関を対象とする調査についても、集計結果を作成し、同部会に報告後、都ホームページに

掲載する。 

 

 

第６ 日本赤十字社東京都支部への補助事業（再掲） 

  都は日赤都支部に対し、各種補助を行う。  

 

 １ 広報費補助 

  日赤都支部及び血液センターは献血キャンペーン時に、WEB メディア等を活用した広報を

実施し、特に 10代、20 代の若年層を中心に 400 ミリリットル全血献血及び成分献血への協

力を呼びかける。都はこれに対し、献血広報費の実費相当額を補助する。 

 

 ２ 複数回献血推進への補助 

  都は、日赤都支部及び血液センターが実施している複数回献血の推進に係る経費の一部を

補助し、献血者確保を推進する。 

 

 

第７ 災害時等における血液製剤の確保等 

 

１ 災害時 

都、日赤都支部、血液センター及び公益財団法人献血供給事業団は、都内で災害が発生し

た場合に「東京都地域防災計画」及び「災害時における血液製剤の供給業務に関する協定書」

に基づき、医療救護活動に必要となる血液製剤を確保する。 

併せて、防災行政無線等を利用し相互の被害状況の把握や血液製剤が円滑に供給されるた

めの供給体制の確認及び措置を速やかに講じる。 

平時においては、東日本大震災の教訓も踏まえ、日頃から大規模災害時等における対応の

シミュレーションやマニュアル等の見直しを行う。 

 

 ２ 新興・再興感染症発生時 

血液センターは、血液製剤は医療体制の維持に不可欠なものであることを踏まえ、新興・

再興感染症の感染拡大の状況下であっても、医療需要に応じた血液製剤の安定供給を図るた

め、安心・安全な献血環境の保持と献血者及び職員への感染防止を図るとともに、様々な広

報手段を用いて、献血への協力を呼びかける。その際、ワクチンの供給・接種の動向にも注
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視し、その影響を踏まえた呼びかけを行うなど、都と連携して対策を講じる。 

都は、献血協力を呼びかけるとともに、献血会場では感染症対策の実施状況等都民へ適切

な情報発信を行い、献血者の確保に努める。 

都及び区市町村は、広報や献血会場の確保など、血液センターの取組を支援する。 
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令和７年度東京都献血推進計画 新旧対照表 

令和７年度 東京都献血推進計画（案） 令和６年度 東京都献血推進計画（案） 変更理由 

第１ 目的 

（略） 

 

 

 

第１ 目的 

この計画は、安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律（昭

和３１年法律第１６０号）第１０条第５項の規定に基づき、東京都に

おける献血の推進に関する計画を定めるものである。 

 

 

第２ 令和７年度に献血により確保すべき血液の目標量 

今年度、国から示された都が確保すべき血液の目標量は、全血採血

による 154,388 リットル及び成分献血による 125,080 リットルの計

279,468 リットルである。 

（令和６年度確保目標量 271,783 リットルより、7,685 リットル増加） 

                                  

（単位：Ｌ） 

 全  国 東 京 都 東京都の割合 

全血献血 1,358,258 154,388 11.4％ 

成分献血 

血小板(*) 294,118 44,100 15.0％  

血漿 587,653 80,979 13.8％ 

計 881,771 125,080 14.2％ 

合計 2,240,029 279,468 12.5％ 

 （＊）東京都で製造する他県分（関東甲信越地域）の製剤等を含む。                               

   ※表示単位未満四捨五入の処理をしているため、合計欄と一致しない。 

 

第 2 令和 6 年度に献血により確保すべき血液の目標量 

今年度、国から示された都が確保すべき血液の目標量は、全血採血

による 147,185 リットル及び成分献血による 124,598 リットルの計

271,783 リットルである。 

（令和５年度確保目標量 267,898 リットルより、3,885 リットル増加） 

                                  

                            （単位：Ｌ） 

 全  国 東 京 都 東京都の割合 

全血献血 1,344,710 147,185 10.9％ 

成分献血 

血小板(*) 312,228 46,437 14.9％  

血漿 561,534 78,161 13.9％ 

計 873,763 124,598 14.3％ 

合計 2,218,472 271,783 12.3％ 

  （＊）東京都で製造する他県分（関東甲信越地域）の製剤等を含む。    

※表示単位未満四捨五入の処理をしているため、合計欄と一致しない。 

時点更新 
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2 
 

令和７年度 東京都献血推進計画（案） 令和６年度 東京都献血推進計画（案） 変更理由 

第３ 目標量を確保するために必要な献血者数  

（略） 

 

 

 

（単位：人）  

 

 区分 献血ルーム 献血バス 出張採血 合 計 

全

血 

200mL 6,316 3,053 774 10,143 

400mL 237,525 114,472 28,901 380,898 

計 243,841 117,525 29,675 391,041 

成

分 

血小板 82,453 0 0 82,453 

血漿 141,681 0 0 141,681 

計 224,134 0 0 224,134 

合  計 467,975 117,525 29,675 615,175 

第３ 目標量を確保するために必要な献血者数 

東京都赤十字血液センター（以下、「血液センター」という。）と協

議の上、第２の確保すべき血液の目標量を達成するために、目標献血

者数を次のとおり設定する。 

 

（単位：人）  

 区分 献血ルーム 献血バス 出張採血 合 計 

全

血 

200mL 3,748 4,673 1,215 9,636 

400mL 221,832 112,133 29,179 363,144 

計 225,580 116,806 30,394 372,780 

成

分 

血小板 85,527 0 0 85,527 

血漿 137,432 0 0 137,432 

計 222,959 0 0 222,959 

合  計 448,539 116,806 30,394 595,739 

 

 

 

 

 

 

時点更新 

第４ 目標量を確保するために必要な措置 

 必要血液量及び献血者を確保するため、以下の取組を行う。 

 

１ 献血に関する普及啓発活動の実施 

都、区市町村は、日本赤十字社東京都支部（以下、「日赤都支部」

という。）及び血液センター等の関係者の協力を得て、献血により得

られた血液を原料とした血液製剤の安定供給を確保するとともに、広

く都民に対し献血に関する理解と協力を求めるため普及啓発を行う。 

都内には、全国の事業所の約１２％、従業者の約１６％が集中して

いる 。また、大学・大学院については、全国の約１８％が設置され、

学生数は約２７％に及ぶ 。このように、事業所や大学が多く、また、

他県から都に通勤・通学する昼間人口が多いという都の特性を踏まえ

た啓発を実施する。 

第４ 目標量を確保するために必要な措置 

必要血液量及び献血者を確保するため、以下の取組を行う。 

 

１ 献血に関する普及啓発活動の実施 

 都、区市町村は、日本赤十字社東京都支部（以下、「日赤都支部」

という。）及び血液センター等の関係者の協力を得て、献血により得

られた血液を原料とした血液製剤の安定供給を確保するとともに、広

く都民に対し献血に関する理解と協力を求めるため普及啓発を行う。 

都内には、全国の事業所の約１２％、従業者の約１６％が集中して

いる 。また、大学・大学院については、全国の約１８％が設置され、

学生数は約２６％に及ぶ 。このように、事業所や大学が多く、また、

他県から都に通勤・通学する昼間人口が多いという都の特性を踏まえ

た啓発を実施する。 

 

 

 

時点更新 
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3 
 

令和７年度 東京都献血推進計画（案） 令和６年度 東京都献血推進計画（案） 変更理由 

 

 

 

 

 

 

(１) 献血推進キャンペーンの実施 

都は、特に必要性が高い 400 ミリリットル全血献血と成分献血の推

進及び普及のため、区市町村、日赤都支部及び血液センターとともに、

国のキャンペーンと連動し、７月に「愛の血液助け合い運動」を、１

月から２月まで若年層を中心とする「はたちの献血キャンペーン」（冬

季キャンペーン）を、３月に東京都独自の「春季キャンペーン」を実

施する。特に若年層に対しては、WEB、SNS 等のソーシャルメディアを

有効に活用する。 

また、都が独自に作成した普及啓発動画を活用し、献血について関

心を持つ機会が増えるよう、以下のように情報発信等を行う。 

①キャンペーン周知用ポスターの作成、掲出依頼、都営地下鉄やＪ

Ｒ等での車内中吊り広告 

②東京都広報誌、都公式ホームページの活用 

③WEB、SNS 等を活用した若年層への献血協力の呼びかけ 

④動画を使った広報活動（街頭ビジョンやトレインチャンネルでの

放映等）  

⑤東京都庁職員献血の実施 

 

さらに、献血者の裾野が広がるよう、区市町村や血液センターへ

協力を求めながら、広報を幅広く展開していく。 

加えて、近年、需要が増大している免疫グロブリン製剤等の血漿

分画製剤について、献血から得られた血液を原料とすることや、多

くの疾患の治療に欠かせないこともリーフレット等で周知する。 

 

 

(２) 若年層対策 

 ①広報、ホームページ等での周知 

 また、新型コロナウイルス感染症の影響下においても、感染症対策

の実施状況などの情報提供を適切に行うとともに、献血の意義、重要

性の観点から、これまで同様に幅広く協力を呼びかけ、様々な工夫、

手段を講じて献血者確保に努める。 

 

 

(１) 献血推進キャンペーンの実施 

都は、特に必要性が高い 400 ミリリットル全血献血と成分献血の推

進及び普及のため、区市町村、日赤都支部及び血液センターとともに、

国のキャンペーンと連動し、７月に「愛の血液助け合い運動」を、１

月から２月まで若年層を中心とする「はたちの献血キャンペーン」（冬

季キャンペーン）を、３月に東京都独自の「春季キャンペーン」を実

施する。特に若年層に対しては、WEB、SNS 等のソーシャルメディアを

有効に活用する。 

また、都が独自に作成した普及啓発動画を活用し、献血について関

心を持つ機会が増えるよう、以下のように情報発信等を行う。 

①キャンペーン周知用ポスターの作成、掲出依頼、都営地下鉄やＪ

Ｒ等での車内中吊り広告 

②東京都広報誌、都公式ホームページの活用 

③WEB、SNS 等を活用した若年層への献血協力の呼びかけ 

④動画を使った広報活動（街頭ビジョンやトレインチャンネルでの

放映等）  

⑤東京都庁職員献血の実施 

 

さらに、献血者の裾野が広がるよう、区市町村や血液センターへ

協力を求めながら、広報を幅広く展開していく。 

加えて、近年、需要が増大している血漿分画製剤について、献血

から得られた血液を原料とすることや、多くの疾患の治療に欠かせ

ないこともリーフレット等で周知する。 

 

 

(２) 若年層対策 

①広報、ホームページ等での周知 

状況変化による

整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

状況変化による

文言追加 
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4 
 

令和７年度 東京都献血推進計画（案） 令和６年度 東京都献血推進計画（案） 変更理由 

（略） 

 

 

 

 

②新成人を中心とした若年層への啓発 

都は区市町村の協力を得て、献血普及啓発用リーフレットを成

人の日等の式典や、区市町村が行う事業等を通じて若年層に配

布・周知し、献血協力へのきっかけ作りに取り組む。また、若年

層が多く集まる場所での啓発動画の活用やリーフレットの配布な

ど、啓発の協力依頼を行い、献血の必要性が若年層の目にとまる

機会を確保する。 

都は、若年層が多く利用する SNS 等を活用して情報発信を行う

とともに、献血ルーム所在地かつ若者が多く通行するエリアでの

街頭ビジョン放映を行う。さらに、近隣県からの通勤通学者が多

い東京の特性を踏まえ、他県からの流入路線を含めて車内中吊り

広告の掲出を行う。 

日赤都支部及び血液センターは、献血キャンペーン時に、ＷＥ

Ｂメディア等を活用した広報を実施し、特に 10 代、20 代の若年層

を中心に 400 ミリリットル全血献血及び成分献血への協力を呼び

かける。都はこれに対し、献血広報費を補助する。 

 

③学校における献血及び啓発活動の推進 

（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都及び血液センターは、献血は１６歳からでき、また、１７歳

男性から 400 ミリリットル全血献血が可能であること、献血には

年齢制限があるため、若い方に継続的に協力いただくことが重要

であること等について引き続き周知する。 

 

②新成人を中心とした若年層への啓発 

都は区市町村の協力を得て、献血普及啓発用リーフレットを成

人の日等の式典や、区市町村が行う事業等を通じて若年層に配

布・周知し、献血協力へのきっかけ作りに取り組む。また、若年

層が多く集まる場所での啓発動画の活用やリーフレットの配布な

ど、啓発の協力依頼を行い、献血の必要性が若年層の目にとまる

機会を確保する。 

都は、献血ルーム所在地かつ若者が多く通行するエリアでの街

頭ビジョン放映を行う。さらに、近隣県からの通勤通学者が多い

東京の特性を踏まえ、他県からの流入路線を含めて車内中吊り広

告の掲出を行う。 

日赤都支部及び血液センターは、献血キャンペーン時に、ＷＥ

Ｂメディア等を活用した広報を実施し、特に 10 代、20 代の若年層

を中心に 400 ミリリットル全血献血及び成分献血への協力を呼び

かける。都はこれに対し、献血広報費を補助する。 

 

 

③学校における献血及び啓発活動の推進 

血液センターは、献血を身近に感じてもらえるよう、小・中・

高・専門学校・大学生を対象とした献血セミナーを実施する。献

血セミナーの実施にあたっては、献血セミナーの様子を映像化し

て希望者がいつでも閲覧できる環境を整備する。 

また、献血セミナーの機会等を活用し、主に献血可能年齢未満

もしくは献血未経験者である学生に対し、献血 Web 会員サービス

「ラブラッド」のプレ会員としての登録を推進する。 

都は、都立学校における献血の普及啓発を図るため、校長連絡

会等を活用した教育担当部局への献血セミナー受け入れ拡大に関

する働きかけや、各学校への献血セミナー実施の協力依頼を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都の取組内容の

反映 
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5 
 

令和７年度 東京都献血推進計画（案） 令和６年度 東京都献血推進計画（案） 変更理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）複数回献血の推進 

（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）職場における献血の推進 

血液センターは、年間を通して輸血用血液製剤の安定供給を確保

するため、献血者が減少する時季、特に冬季には、定期的に協力を

得ている官公庁や企業だけでなく、これまで献血を実施していない

企業等にも職場献血の協力を働きかけていく。また、企業等に対し

て、社員研修や社内広報等の機会に加え、オンラインを積極的に活

用して献血セミナーや献血に関する情報提供を実施する。 

また、職場に出向いての献血実施に加え、リモートワークを利用

血液センターは、学校当局や学内組織・団体、東京都学生献血

推進連盟との協働を進め、私立を中心とした高等学校・大学・専

門学校での献血者増加に積極的に取り組む。専門学校は、東京都

専修学校各種学校協会に対して協力依頼を行うなど献血者の増加

等を図る。都はこれを支援するため、各学校へ学校献血の紹介や

協力依頼を行い、実施拡大に努める。 

 

 

（３）複数回献血の推進 

血液センターは、継続的な献血協力を得るため、献血についての

定期的な情報発信や継続的な献血協力依頼を行い、効果的な依頼要

請による応諾率の向上と年間献血回数の増加を目指す。 

また、献血 Web 会員サービス「ラブラッド」会員になっていただ

くため、ラブラッドでの献血予約や事前問診機能等のメリットを伝

え、登録を促す。 

さらに、会員及び献血経験者に向けて、家族、友人、同僚などの

身近な人とともに協力することを促すなど、初回及び過去の献血か

ら長期間経過している方が献血しやすいきっかけを作り、かつ複数

回協力につながるよう努める。 

なお、成分献血については、血小板や原料血漿を安定的に確保で

きるよう、同一献血者に年間複数回の献血への協力を依頼する。 

都は、安全な献血者を安定的に確保するため、複数回献血の推進

に係る経費の一部を補助し、献血者確保を推進する。 

 

 

（４）職場における献血の推進 

血液センターは、年間を通して輸血用血液製剤の安定供給を確保

するため、献血者が減少する時季、特に冬季には、定期的に協力を

得ている官公庁や企業だけでなく、これまで献血を実施していない

企業等にも職場献血の協力を働きかけていく。また、企業等に対し

て、社員研修や社内広報等の機会に加え、オンラインを積極的に活

用して献血セミナーや献血に関する情報提供を実施する。 

また、テレワークの定着に対応するため、職場に出向いての献血
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6 
 

令和７年度 東京都献血推進計画（案） 令和６年度 東京都献血推進計画（案） 変更理由 

する従業員等へも配慮し、従業員等の居住地近隣の会場での協力依

頼など、企業や従業員の事情に合わせた取組を強化する。継続して

献血実施に協力いただいている企業・団体に対しては、実施回数の

増加等を依頼し、より協力を得るための方策を強化する。 

都は、包括連携協定「ワイドコラボ協定」締結企業等と連携し、

職場献血実施の協力依頼や社員向け普及啓発等を行う。 

 

 

（５）献血ルームの運営 

（略） 

 

 

 

 

 

 

（６）献血予約の推進 

（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）輸血用血液製剤の在庫管理と不足時の的確な対応 

（略） 

 

 

実施に加え、従業員等の居住地近隣の会場での協力依頼など、企業

や従業員の事情に合わせた取組を強化する。継続して献血実施に協

力いただいている企業・団体に対しては、実施回数の増加等を依頼

し、より協力を得るための方策を強化する。 

都は、包括連携協定「ワイドコラボ協定」締結企業等と連携し、

職場献血実施の協力依頼や社員向け普及啓発等を行う。 

 

 

（５）献血ルームの運営 

献血ルームにおいては、感染症対策を講ずるとともに、献血者の

利便性を考慮した受け入れ環境を整え、献血者が安心して入ること

ができる空間及び安全に配慮した環境を維持する。 

また、献血者確保に資するよう、都内 13 か所の献血ルームについ

て、地域特性を考慮した運営を行う。 

 

 

（６）献血予約の推進 

献血の予約は、計画的かつ安定的な献血協力につながり、また、

献血会場の混雑を回避し、献血者の利便性を向上させることから、都

及び血液センターは、献血予約の重要性を広く周知する。 

また、血液センターは、献血者に対して献血 Web 会員サービス「ラ

ブラッド」への登録を促進し、同サービスを活用した献血予約の推進

につなげる。 

さらに、「ラブラッドアプリ」の利用より、簡易な献血予約や過去

の血液検査記録の閲覧、献血カード機能があるなど利便性が向上する

ことを周知し、利用を促進する。献血未経験者も利用登録できること

から、献血者に限らず広く都民に利用を呼びかける。 

 

 

（７）輸血用血液製剤の在庫管理と不足時の的確な対応 

血液センターは、輸血用血液製剤（特に採血後の有効期間が短い

血小板製剤及び赤血球製剤）については、必要血液量の確保対策を

講じて安定供給に努める。万一の在庫不足時又は不足が予測される
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7 
 

令和７年度 東京都献血推進計画（案） 令和６年度 東京都献血推進計画（案） 変更理由 

 

 

 

 

 

 

２ 献血推進協議会の開催 

 （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 献血功労者表彰等  

 （略） 

 

 

 

 

 

 

第５ 血液製剤の適正使用推進について 

 

１ 血液製剤適正使用部会の開催 

（略） 

場合には、都や区市町村等の関係機関と連携し、必要血液量の確保

対策を実施する。 

都は、WEB、SNS や街頭ビジョンの活用など、広範囲かつ即時性が

ある方法により献血協力を呼びかける。 

 

 

２ 献血推進協議会の開催 

 都は、採血事業者、学識経験者、地域の団体、報道機関等で構成

される献血推進協議会を開催し、東京都献血推進計画の策定や、献

血に関する教育及び普及啓発、民間の献血組織育成等について検

討・協議する。 

都は、区市町村に対して、地方公共団体には献血について住民の

理解を深めるとともに、血液センターによる献血受け入れが円滑に

進むよう必要な措置を講ずる責務があることについて周知し、区市

町村献血推進協議会の活用や、地域活動団体と連携した献血推進活

動の実施について呼びかける。 

また、各区市町村のこれらの取組状況を情報収集し、その内容を

都から全区市町村へ情報提供することにより、より一層の実施を促

す。 

 

 

３  献血功労者表彰等 

都は、献血功労者表彰式を開催し、日頃から献血推進に積極的に

協力し貢献した個人及び団体に知事感謝状の贈呈を行う。 

また、その活動が顕著で、厚生労働大臣より表彰状及び感謝状が

贈呈された個人及び団体に対し、伝達を行う。 

 

 

 

第５ 血液製剤の適正使用推進について 

 

１ 血液製剤適正使用部会の開催 

献血推進協議会の部会である血液製剤適正使用部会において、医療
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8 
 

令和７年度 東京都献血推進計画（案） 令和６年度 東京都献血推進計画（案） 変更理由 

 

 

 

 

２ 輸血療法適正化支援事業の実施 

（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 輸血状況調査の実施及び評価指標の策定 

血液需要の実態把握のため、都は、昭和３９年から輸血状況調査

を実施している。 

令和６年度末に実施した各医療機関への調査結果を基に「令和６

年輸血状況調査集計結果」を作成し（調査対象：病床数２０床以上

の医療機関）、集計結果は、血液製剤適正使用部会に報告するととも

に、都ホームページに掲載する。 

また、結果を基に評価指標を策定し、一般病床１００床以上の医

療機関に評価内容を通知し、血液製剤適正使用への取組を支援する。

（評価指標は、一般病床１００床以上３００床未満と３００床以上

の医療機関とに分けて作成する。） 

さらに、令和６年度末に別途実施した、血液製剤供給実績がある

病床数２０床未満の医療機関を対象とする調査についても、集計結

果を作成し、同部会に報告後、都ホームページに掲載する。 

機関への血液製剤適正使用の周知及び普及啓発について検討・協議す

る。 

 

 

２ 輸血療法適正化支援事業の実施 

都は、各医療機関が適正な輸血療法を実施できるよう、血液製剤

の適正使用や安全対策をテーマとする講演会を血液センターと共催

する。 

また、各医療機関に輸血医療の専門医師を派遣し助言を行う血液

製剤アドバイス事業を実施し、最新の知見を提供する。血液製剤ア

ドバイス事業は、講義内容・実施方法ともに、医療機関のニーズに

合わせて実施する。 

都は、「輸血療法の手引（第４版）」（令和３年３月）について、都

ホームページや講演会など、機会を捉えて啓発を図る。 

都及び血液センターは、輸血専門医が不在の小規模医療機関にお

いても適正使用・安全対策が進むよう、「小規模医療機関における輸

血マニュアル」や「輸血手帳」が活用されるよう普及啓発を図る。 

 

 

３ 輸血状況調査の実施及び評価指標の策定 

血液需要の実態把握のため、都は、昭和３９年から輸血状況調査

を実施している。 

令和５年度末に実施した各医療機関への調査結果を基に「令和５

年輸血状況調査集計結果」を作成し（調査対象：病床数２０床以上の

医療機関）、集計結果は、血液製剤適正使用部会に報告するとともに、

都ホームページに掲載する。 

また、結果を基に評価指標を策定し、一般病床１００床以上の医

療機関に評価内容を通知し、血液製剤適正使用への取組を支援する。

（評価指標は、一般病床１００床以上３００床未満と３００床以上の

医療機関とに分けて作成する。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都の取組内容の

反映 
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9 
 

令和７年度 東京都献血推進計画（案） 令和６年度 東京都献血推進計画（案） 変更理由 

 

 

第６ 日本赤十字社東京都支部への補助事業（再掲） 

都は日赤都支部に対し、各種補助を行う。 

 

１ 広報費補助 

（略） 

 

 

 

 

 

２ 複数回献血推進への補助 

（略） 

 

 

 

第７ 災害時等における血液製剤の確保等 

１ 災害時 

 （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 新興・再興感染症発生時 

（略） 

 

 

第６ 日本赤十字社東京都支部への補助事業（再掲） 

 都は日赤都支部に対し、各種補助を行う。 

 

１ 広報費補助 

 日赤都支部及び血液センターは献血キャンペーン時に、WEB メディ

ア等を活用した広報を実施し、特に 10 代、20 代の若年層を中心に

400 ミリリットル全血献血及び成分献血への協力を呼びかける。都は

これに対し、献血広報費の実費相当額を補助する。 

 

 

２ 複数回献血推進への補助 

 都は、日赤都支部及び血液センターが実施している複数回献血の

推進に係る経費の一部を補助し、献血者確保を推進する。 

 

 

第７ 災害時等における血液製剤の確保等 

１ 災害時 

都、日赤都支部、血液センター及び公益財団法人献血供給事業団

は、都内で災害が発生した場合に「東京都地域防災計画」及び「災

害時における血液製剤の供給業務に関する協定書」に基づき、医療

救護活動に必要となる血液製剤を確保する。 

併せて、防災行政無線等を利用し相互の被害状況の把握や血液製

剤が円滑に供給されるための供給体制の確認及び措置を速やかに講

じる。 

平時においては、東日本大震災の教訓も踏まえ、日頃から大規模

災害時等における対応のシミュレーションやマニュアル等の見直し

を行う。 

 

２ 新興・再興感染症発生時 

血液センターは、血液製剤は医療体制の維持に不可欠なものである

ことを踏まえ、新興・再興感染症の感染拡大の状況下であっても、医
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10 
 

令和７年度 東京都献血推進計画（案） 令和６年度 東京都献血推進計画（案） 変更理由 

療需要に応じた血液製剤の安定供給を図るため、安心・安全な献血環

境の保持と献血者及び職員への感染防止を図るとともに、様々な広報

手段を用いて、献血への協力を呼びかける。その際、ワクチンの供給・

接種の動向にも注視し、その影響を踏まえた呼びかけを行うなど、都

と連携して対策を講じる。 

都は、献血協力を呼びかけるとともに、献血会場では感染症対策の

実施状況等都民へ適切な情報発信を行い、献血者の確保に努める。 

都及び区市町村は、広報や献血会場の確保など、血液センターの取

組を支援する。 
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東京都の献血者数と 輸血用血液製剤の供給数

令和5年度資料年報

写真: 東京八重洲献血ルーム 都内初の血漿献血専用の完全予約制献血ルーム（ 令和５ 年５ 月開所）

[参考資料１ ]

-52-



１  献血種類別およ び月別献血者数

 ●採血種類別献血者数

5 ,0 0 9 ,2 8 1 人 5 8 3 ,0 5 4 人

 ●月別献血者数

200ｍL献血 400ｍL献血 血漿成分献血 血小板成分献血 合計

東京都 20,973 359 ,179 131 ,244 71,658 583,054

全国 126 ,755 3,322,234 1,014 ,533 545,759 5,009,281

割合

(東京都/全国)
16 .5% 10.8% 12.9% 13.1% 11.6%

2 0 0ｍL献血

20,973  人

4%

400ｍL献血

359 ,1 79  人

6 2%

血漿成分献血

131 ,2 44 人

22%

血小板成分献血

71,65 8  人

12%

11.6%

全国の献血者数 東京都の献血者数

（ 人）

（ 人）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

200m L献血 1,990 1,874 3,439 1 ,398 1 ,370 1 ,655 1 ,7 19 1 ,649 1,743 1 ,399 1 ,2 88 1 ,449

400m L献血 28,872 29 ,474 28,282 29,307 29,297 28,435 29,142 28,984 33 ,760 33,553 28,735 31 ,338

血漿成分献血 9,309 11 ,118 10,377 11,211 11,580 10,758 10,998 11,575 10 ,965 11,331 10,533 11 ,489

血小板成分献血 6,076 5 ,904 5,114 5 ,755 6 ,074 6 ,027 6 ,3 42 6 ,025 6,309 5 ,974 5 ,8 09 6 ,249

合計 46,247 48 ,370 47,212 47,671 48,321 46,875 48,201 48,233 52 ,777 52,257 46,365 50 ,525

40 ,00 0

42 ,00 0

44 ,00 0

46 ,00 0

48 ,00 0

50 ,00 0

52 ,00 0

54 ,00 0

献
血
者
数
（

人

）

1
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２  年代別献血者数

３  職業別献血者数

 ● 全国の年代別献血者数

   ● 全国の職業別献血者数

公務員

709 ,961人

14 .2％

会社員

2,956 ,5 28 人

59 .0 %

学生

374 ,260人

7 .5％

その他

968 ,5 32人

19 .3%

公務員

60 ,008人

10 .3 %

会社員

362 ,5 61人

62 .2%

学生

56 ,552人

9.7%

その他

103 ,933人

17 .8%

16～19歳

211 ,3 22人

4.2%

20～29歳

674 ,3 24人

13.5%

30～39歳

731 ,1 36人

14 .6 %

40～49歳

1 ,152 ,0 56人

23％

50～59歳

1 ,546 ,205人

30 .9%

60～69歳

694 ,2 38人

13 .9 %

16～19歳

24 ,4 50人

4 .2 %

20～29歳

102 ,0 70人

17 .5%

30～39歳

97 ,0 80人

16 .7%

40～49歳

127 ,4 85人

21 .9 %

50～59歳

167 ,0 42人

28 .6％

60～69歳

64 ,9 27人

11 .1%

女性

51%

男性

49%

女性

46%

男性

54%

女性

37%

男性

63%

女性

29%
男性

71%

女性

28%男性

72%

女性

24%
男性

76%

女性

19%

男性

81%

女性

28%
男性

72%

女性

46%
男性

54%

女性

55%

男性

45%

2
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４  受入施設別献血者数

 ● 受入施設別献血者割合

 ● 献血ルームにおける 献血者数の内訳

母体 5.3%

母体 0.007％

1.5%

6 .2%

38 .8％

17 .3%

5 4.5%

7 6.5%

全国

東京

献血ルーム

献血ルーム

出張採血

出張採血

献血バス

献血バス

※ 母 体 : 東京都赤十字血液セン タ ー２ 階採血室にて実施し た献血

※ 出張採血: 会議室等に採血ベッ ド や機材を 持ち込み実施し た献血

232 ,9 19人

92,911人

33,308人

400m L献血 41人

10,143人

8 ,020人

2,809人

200ｍＬ 献血 1人

131 ,244  人

血漿成分献血 0人

71 ,6 58人

献血

ル ーム

献血

バ ス

出張

採血

母体
40 0ｍＬ 献血 200ｍＬ 献血

血漿成分献血 血小板成分献血

新宿東口

献血ルーム

都庁

献血ルーム

新宿西口

献血ルーム

有楽町

献血ルーム

東京八重洲

献血ルーム

akiba :F

献血ルーム

献血ルーム

fee l

ハチ公前

献血ルーム

献血ルーム

池袋

ぶら っと

献血ルーム

池袋

い～すと

献血ルーム

吉祥寺

タ キオン

立川

献血ルーム

ま ちだ

献血ルーム

com fy

200ｍL献血 1,692 46 797 720 0 657 337 813 1,692 699 928 1,084 678

400ｍL献血 33,804 1,637 14,671 34,886 0 29,247 12,997 18,492 22,881 13,531 15,883 19,902 14,988

血漿成分献血 19,602 2,626 0 14,812 19,979 12,627 6,032 12,431 9,221 7,083 8,710 10,960 7,161

血小板成分献血 11,288 5 0 11,366 0 10,355 4,366 7,616 6,344 5,359 4,397 6,692 3,870

合計 66,386 4,314 15,468 61,784 19,979 52,886 23,732 39,352 40,138 26,672 29,918 38,638 26,697

（ 人）

3
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 ●医療機関を 診療し た事例

５  献血でき なかった方（ 人数と 主な理由）

　 　 　 　 ※献血時の採血によ り 健康被害が生じ 、 医療機関に受診し た場合は、 医療費・ 医療手当を

　 　 　 　 　 補償する 献血者健康被害救済制度が適用さ れま す。

６  健康被害発生状況

軽症VVR

3 ,541件

53 .5%

重症VVR

660件

10 .0%

皮下出血

2,0 38件

30 .8 %

穿刺部痛

161件

2 .4%

ク エン酸反応

71件

1 .1%

神経障害

5件

0 .1 %

神経損傷

46件

0.7 %
その他

96件

1 .5 %

15件

0件

10件

1件

0件

4件

8件

36件

その他

動脈穿刺

神経損傷

神経障害

ク エン酸反応

穿刺部痛

皮下出血

VVR

● 健康被害発生頻度

（ 全献血者数に占める 割合）

42 ,424人

34,368人

8,056人

2 ,109人

737人

1 ,372人

3,796人

1,549人

2 ,24 7人

29,27 6人

15,616人

13,660人

合計

女性

男性

血色素量不足 血圧 服薬 その他

軽症VVR……0.6%

重症VVR……0.1%

皮下出血 ……0.3%

穿刺部痛 ……0.03%

クエン酸 ……0.01%

神経障害 ……0.001%

神経損傷 ……0.007%

その他 ……0.02%

※VVR = 血管迷走神経反応

4
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７  過去５ 年間（ 令和元年～令和5 年度） の

  献血者数の推移

 ● 献血種類別献血者数の推移

 ●年代別献血者数の推移

567 ,0 57  

545 ,189  

568 ,258  565 ,405  

583 ,054  

4 ,926 ,488

5 ,037 ,920 5 ,053 ,198
5 ,008 ,741 5 ,009 ,281

3,900 ,00 0

4,100 ,00 0

4,300 ,00 0

4,500 ,00 0

4,700 ,00 0

4,900 ,00 0

5,100 ,00 0

5,300 ,00 0

5,500 ,00 0

500 ,00 0

550 ,00 0

600 ,00 0

650 ,00 0

700 ,00 0

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

東京都 献血者数 全国 献血者数

（ 人）
（ 人）

28 ,0 29

16 ,947

21 ,481 24 ,4 93
24 ,450

106 ,5 06

95 ,864
100 ,9 55

101,7 93 102 ,070

105 ,1 87

104 ,149
102 ,9 81

97 ,3 59 97 ,0 80

148,7 95
142 ,513

139 ,139

128 ,651
127 ,4 85

135 ,7 75
139 ,474

150 ,9 66
155 ,3 64

167 ,0 42

42 ,765

46 ,2 42
52 ,736 57 ,745 64 ,9 27

0

50 ,0 00

100 ,000

150 ,000

200 ,000

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

16～19歳 20～29歳 30～39歳

40～49歳 50～59歳 60～69歳

（ 人）

17 ,677
14 ,4 82 16 ,210 17 ,2 01

20 ,973

360,8 62
329,4 79

346 ,4 09 352 ,1 20
359 ,1 79

112 ,5 93  

13 1 ,2 9 0  13 3 ,1 3 3  
12 0 ,1 9 9  

1 3 1 ,244  

75 ,92 5
69 ,9 38 72 ,506 75 ,8 85

71 ,658

0

50 ,000

10 0 ,000

15 0 ,000

20 0 ,000

25 0 ,000

30 0 ,000

35 0 ,000

40 0 ,000

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

200m L献血 400m L献血 血漿成分献血 血小板成分献血

（ 人）

5
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８  輸血用血液製剤の医療機関への供給数（ 管内供給数）

 ● 過去５ 年間の供給数（ 管内供給数）

400m L献血

200m L献血

400m L献血

200m L献血

400m L献血

200m L献血

400m L献血

200m L献血

400m L献血

200m L献血

400m L献血

200m L献血

400m L献血

200m L献血

400m L献血

200m L献血

成分献血480m L

400m L献血

200m L献血

成分献血

成分献血1単位

成分献血2単位

成分献血5単位

成分献血10単位

成分献血15単位

成分献血20単位

成分献血HLA10単位

成分献血HLA15単位

成分献血HLA20単位

成分献血

400m L献血

200m L献血

成分献血

※上記の供給数は、 未照射製剤と 放射線照射済製剤の合算です。

　 なお、 照射洗浄血小板およ び照射洗浄血小板HLAは、 照射製剤のみの製剤と なり ま す。

総     合     計

血小板減少症を 伴う 疾患に適応する 。

濃厚血小板HLA-Ｌ Ｒ 「 日赤」

（ 人血小板濃厚液）

血小板減少症を 伴う 疾患で、 抗HLA抗体を 有する た

め通常の血小板製剤では効果がみら れない場合に適

応する 。

照射洗浄血小板HLA-Ｌ Ｒ

「 日赤」

（ 人血小板濃厚液）

成分献血HLA10単位
血小板減少症を 伴う 疾患で、 抗HLA抗体を 有する ため通常の

血小板製剤では効果がみら れない場合に適応する 。

血

液

成

分

製

剤

血

小

板

製

剤

照射洗浄血小板-Ｌ Ｒ 「 日赤」

（ 人血小板濃厚液）
成分献血10単位

小計

赤

血

球

製

剤

赤血球液-LR「 日赤」

（ 人赤血球液）
血中赤血球不足又はその機能廃絶に適する 。

全

血

製

剤

人全血液-LR「 日赤」

（ 人全血液）
一般の輸血適応症に用いる 。

小計

0

0

0

0

洗浄赤血球液-Ｌ Ｒ 「 日赤」

（ 洗浄人赤血球液）

貧血症又は血漿成分など によ る 副作用を 避ける 場合

の輸血に用いる 。

合成血液-Ｌ Ｒ 「 日赤」
ABO血液型不適合によ る 新生児溶血性疾患に用い

る 。

364 ,396

26,368

187

11

1

0

濃厚血小板-Ｌ Ｒ 「 日赤」

（ 人血小板濃厚液）
血小板減少症を 伴う 疾患に適応する 。

小計

0

0

4 ,271

95,011

2 ,353

11,066

1 ,244

2 ,000

60

342

合計

品名 由来・ 規格
供給数（ 単位:本）

効能又は効果
実本数

血

漿

製

剤

新鮮凍結血漿-Ｌ Ｒ 「 日赤」

（ 新鮮凍結人血漿）

血液凝固因子の補充

①複合性凝固障害で、 出血、 出血傾向のあ る 患者又は手術を 行う 患者

②血液凝固因子の減少症又は欠乏症におけ る 出血時で、 特定の血液凝固因

子製剤がないか又は血液凝固因子が特定でき ない場合

小計

貧血又は赤血球の機能低下に用いる 。
4

364 ,588

0

26,379

84,998

4 ,721

28,301

84,998

4 ,721

28,301

解凍赤血球液-Ｌ Ｒ 「 日赤」

（ 解凍人赤血球液）

625 ,462

128

116 ,475

449 ,586

31,100

144 ,776

（ 本）

625 ,462

606 ,153

602 ,911

588 ,14 9

614 ,620

550 ,00 0 570,00 0 5 90,00 0 6 10 ,00 0 6 30,0 0 0

令和５ 年度

令和４ 年度

令和３ 年度

令和２ 年度

令和元年度

6
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※1 0 .1 1 は東京都保健医療局「 令和４ 年輸血状況調査結果」 に基づく

1 0  輸血患者の年齢分布

９  製剤別供給本数（ 管内供給数） （ 実本数）

6 2 5 ,4 6 2 本

1 1  疾病別輸血状況

全血製剤

0

0%

赤血球製剤

390 ,9 67

6 2 .5%

血漿製剤

118 ,0 20

1 8.9 %

血小板製剤

116 ,4 75

18 .6%

（ 本）

0～9歳

2.6%

1 0～19歳

1.0%

20～29歳

1 .4 %

3 0～39歳

3.2%

40～49歳

5.0 %

5 0～59歳

9 .0%

6 0～69歳

13 .7%70歳以上

64.2%

悪性新生物

30.3 %

血液及び造血器

16.4%
循環器系

12.6%

消化器系

6.0%

筋骨格系及び結合組織

1.3%

腎尿路生殖器系

1.6%

妊娠・ 分娩

0.6 %

損傷、 中毒及びそ

の他の外因

2.1%

その他の疾患

15.3%

不詳

13.7%

（ 本）

7
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医薬血発 0228 第２号 

令和７年２月 28 日 

 
 
 
各都道府県衛生主管部（局）長  殿 
 
 
 

厚生労働省医薬局血液対策課長 
（ 公 印 省 略 ） 

 
 

令和７年度の献血の推進に関する計画の策定について 
 

 

血液事業の推進につきましては、日頃より格別の御配慮を賜り、厚く御礼申し上げ

ます。 

安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律（昭和31年法律第160号。以下「血

液法」という。）第10条第１項の規定に基づき、令和７年度の献血の推進に関する計

画（令和７年厚生労働省告示第43号）を別添のとおり定めましたので、送付いたしま

す。 

各都道府県におかれましては、貴管内市区町村及び都道府県赤十字血液センターと

の連携を更に深め、血液事業の推進に特段の御配慮をお願いいたします。 

 

【照会先】 

厚生労働省 医薬局 

血液対策課 献血推進係  

電話： 03-5253-1111（内線2908） 

        03-3595-2395（直通） 

[参考資料２ ]
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令和７年度の献血の推進に 

関する計画 
 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ７ 年 ２ 月 2 8 日 

厚生労働省告示第 43 号 
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令和７年度の献血の推進に関する計画 

 

前 文  

 

・  本 計 画 は 、 安 全 な 血 液 製 剤 の 安 定 供 給 の 確 保 等 に 関 す る 法 律 （ 昭 和

31 年法 律第 160 号） 第 10 条第 １項 の規 定に 基づ き 定 める 令和 ７ 年度 の

献 血 の 推 進 に 関 す る 計 画 で あ り 、 血 液 製 剤 の 安 全 性 の 向 上 及 び 安 定 供

給 の 確 保 を 図 る た め の 基 本 的 な 方 針 （ 平 成 31 年 厚 生 労 働 省 告 示 第 49

号） に基 づく もの であ る。  
 

第 １  令 和７ 年度 に 献血 によ り確保 すべ き血液 の目 標 量  

 
・  令 和 ７ 年 度 に 必 要 と 見 込 ま れ る 輸 血 用 血 液 製 剤 の 量 は 、 赤 血 球 製 剤

53 万リ ット ル、 血 漿
しょう

製剤 26 万リ ット ル、 血小 板製 剤 17 万 リッ トル で

あ り 、 そ れ ぞ れ 必 要 と 見 込 ま れ る 量 と 同 量 が 製 造 さ れ る 見 込 み で あ る 。  
・  さ ら に 、 確 保 さ れ る べ き 原 料 血 漿

しょう

の 量 の 目 標 を 勘 案 す る と 、 令 和 ７

年度 には 、全 血採 血に よる 136 万 リッ トル 及び 成分 採血 によ る 88 万 リ

ット ル（ 血 漿
しょう

成分 採 血 59 万リ ット ル 及び 血小 板成分 採 血 29 万 リット

ル） の計 224 万リ ット ルの血 液を 献 血に より 確保す る 必 要があ る。  

 
第 ２  献 血 に 関 す る 普 及 啓 発 そ の 他 の 第 １ の 目 標 量 を 確 保 す る た め に 必 要

な 措置 に関 する 事 項  

 
令 和 ５ 年 度 ま で の 献 血 の 実 施 状 況 と そ の 評 価 を 踏 ま え 、 令 和 ７ 年 度

の 献血 推進 計画 に お ける 具体 的な 措 置 を以 下の よう に 定め る。  

 
１  献 血推 進の実 施体 制と 役割  

・  国 は 、 都 道 府 県 、 市 町 村 （ 特 別 区 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） 、 採 血 事

業 者 等 の 関 係 者 の 協 力 を 得 て 、 献 血 に よ り 得 ら れ た 血 液 を 原 料 と し

た 輸 血 用 血 液 製 剤 及 び 血 漿
しょう

分 画 製 剤 （ 以 下 「 血 液 製 剤 」 と い う 。 ）

の 安 定 供 給 を 確 保 し 、 そ の 国 内 自 給 を 推 進 す る 。 そ の た め 、 広 く 国

民 に 対 し 、 治 療 に 必 要 な 血 液 製 剤 の 確 保 が 相 互 扶 助 と 博 愛 精 神 に よ

る 自 発 的 な 献 血 に よ っ て 支 え ら れ て い る こ と や 、 血 液 製 剤 の 適 正 使

用 が 求 め ら れ て い る こ と な ど を 含 め 、 献 血 や 血 液 製 剤 に つ い て 国 民

に 正 確 な 情 報 を 伝 え 、 そ の 理 解 と 献 血 へ の 協 力 を 求 め る た め 、 教 育

及び 啓発 を行 う。  
・  都 道 府 県 及 び 市 町 村 は 、 国 、 採 血 事 業 者 等 の 関 係 者 の 協 力 を 得 て 、

地 域 の 実 情 に 応 じ た 取 組 を 通 じ て 、 住 民 の 献 血 へ の 関 心 を 高 め 、 献

血 へ の 参 加 を 促 進 す る 。 都 道 府 県 は 、 採 血 事 業 者 、 医 療 関 係 者 、 商
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工 会 議 所 、 教 育 機 関 、 報 道 機 関 、 ボ ラ ン テ ィ ア 組 織 等 か ら 幅 広 く 参

加 者 を 募 っ て 、 献 血 推 進 協 議 会 を 設 置 し 、 採 血 事 業 者 、 血 液 事 業 に

関 わ る 民 間 組 織 等 と 連 携 し て 、 都 道 府 県 献 血 推 進 計 画 を 策 定 す る 。

こ の ほ か 、 献 血 や 血 液 製 剤 に 関 す る 教 育 及 び 啓 発 を 検 討 す る と と も

に 、 民 間 の 献 血 推 進 組 織 の 育 成 等 を 行 う こ と が 望 ま し い 。 ま た 、 市

町 村 に お い て も 、 同 様 の 協 議 会 を 設 置 し 、 献 血 推 進 に 取 り 組 む こ と

が望 まし い。  
・  採 血 事 業 者 は 、 国 、 都 道 府 県 、 市 町 村 等 の 関 係 者 の 協 力 を 得 て 、

献 血 者 の 安 全 に 配 慮 す る と と も に 、 献 血 者 に 心 の 充 足 感 を も た ら し 、

継 続 し て 献 血 に 協 力 で き る 環 境 の 整 備 を 行 う こ と が 重 要 で あ る 。 こ

の た め 、 国 、 都 道 府 県 、 市 町 村 等 の 関 係 者 と 協 力 し て 効 果 的 な キ ャ

ン ペ ー ン を 実 施 す る こ と な ど に よ り 、 献 血 や 血 液 製 剤 に 関 す る 一 層

の 理 解 を 促 す と と も に 、 献 血 へ の 協 力 を 呼 び か け る こ と が 求 め ら れ

る。  

 
２  献 血推 進のた めの 施策  

(1) 普及 啓発 活動 の実 施  

ア   国民 全般 を対 象 とし た普 及啓発  

(ｱ) 全国的 なキ ャンペ ーン 等の実 施  

・  国 、 都 道 府 県 及 び 採 血 事 業 者 は 、 ７ 月 に 「 愛 の 血 液 助 け

合 い 運 動 」 を 、 翌 年 の １ 月 及 び ２ 月 に 「 は た ち の 献 血 」 キ

ャ ン ペ ー ン を 実 施 す る 。 ま た 、 「 愛 の 血 液 助 け 合 い 運 動 」

の 主 た る 行 事 と し て 、 宮 城 県 に お い て 献 血 運 動 推 進 全 国 大

会 を 開 催 し 、 献 血 運 動 の 推 進 に 積 極 的 に 協 力 し て 模 範 と な

る実 績を 示し た団 体又 は個 人を 表彰 する 。  
・  国 、 都 道 府 県 、 市 町 村 及 び 採 血 事 業 者 は 、 テ レ ビ 、 Ｓ Ｎ

Ｓ を 含 む イ ン タ ー ネ ッ ト 、 ポ ス タ ー 等 の 各 広 報 媒 体 を 効 果

的 に 活 用 し 、 献 血 や 血 液 製 剤 に 関 す る 理 解 と 協 力 を 呼 び か

け る 。 そ の 際 、 ポ ス タ ー 等 に お い て は イ ン タ ー ネ ッ ト 上 の

情報 にア クセ スし やす い工 夫を する 。  
・  国 及 び 採 血 事 業 者 は 、 都 道 府 県 、 市 町 村 、 製 造 販 売 業 者

等 の 協 力 を 得 て 、 普 及 啓 発 資 材 等 を 活 用 し 、 近 年 需 要 が 増

大 し て い る 免 疫 グ ロ ブ リ ン 製 剤 等 の 血 漿
しょう

分 画 製 剤 に つ い て 、

献 血 か ら 得 ら れ た 血 液 を 原 料 と す る こ と や 、 多 く の 疾 患 の

治 療 に 欠 か す こ と が で き な い こ と な ど を 周 知 す る と と も に 、

安 定 供 給 が 確 保 さ れ る よ う 、 成 分 採 血 へ の 協 力 を 呼 び か け

る。  
(ｲ)  企 業等 にお ける 献血 への 取組 の推 進  

・  国 及 び 採 血 事 業 者 は 、 都 道 府 県 及 び 市 町 村 の 協 力 を 得 て 、

献 血 に 協 賛 す る 企 業 や 団 体 を 募 り 、 企 業 等 の 社 会 貢 献 活 動 の
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一 つ と し て 、 集 団 献 血 を 含 め た 企 業 等 に お け る 献 血 の 推 進 を

促す 。  
・  採 血 事 業 者 は 、 血 液 セ ン タ ー 等 に お け る 献 血 推 進 活 動 の 展

開 に 際 し 、 地 域 の 実 情 に 即 し た 方 法 で 企 業 等 と の 連 携 強 化 を

図 り 、 企 業 等 に お け る 献 血 の 推 進 を 図 る た め の 呼 び か け を 行

う 。 特 に 若 年 層 の 労 働 者 の 献 血 促 進 に つ い て 企 業 等 に 協 力 を

求 め る 。 ま た 、 献 血 や 血 液 製 剤 に つ い て 企 業 等 に 分 か り や す

く説 明す る ため の 「献 血セ ミナ ー」 を実 施 する 。  

・  企 業 等 は 、 従 業 員 等 に 対 し 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 一 環 と し

て 献 血 に 協 力 す る よ う 呼 び か け る と と も に 、 献 血 の た め の 休

暇 取 得 を 容 易 に 行 え る よ う 配 慮 す る な ど 、 進 ん で 献 血 し や す

い環 境 づく りを 推 進す るこ とが 望ま し い。  

(ｳ)  複 数回 献血 の推 進  

・  国 及 び 採 血 事 業 者 は 、 都 道 府 県 及 び 市 町 村 の 協 力 を 得 て 、

複数 回献 血 の重 要 性や 安全 性に つい て広 く国 民に 周知 する 。  
・  採 血 事 業 者 は 、 献 血 者 か ら 継 続 的 な 献 血 へ の 協 力 を 得 ら れ

るよ う、 献 血 Web 会 員サ ービ ス「 ラブ ラッ ド」 へ の 登録 を働

き か け る 等 に よ り 献 血 者 へ の サ ー ビ ス の 向 上 を 図 る と と も に 、

平 素 か ら 献 血 者 に 対 し 、 複 数 回 献 血 へ の 協 力 を 呼 び か け る 。

特 に 若 年 層 に 対 し て は 、 「 イ  若 年 層 を 対 象 と し た 普 及 啓 発

」等 に定 め る取 組 を通 じて 、複 数回 献血 の推 進を 図る 。  
イ  若年 層を 対象 と した 普及啓 発  

(ｱ) 普及 啓発 資 材の 作成  

・  国 は 、 若 年 層 向 け の 普 及 啓 発 資 材 と し て 、 大 学 、 短 期 大 学 、

専 門 学 校 等 の 入 学 生 を 対 象 と し た 啓 発 ポ ス タ ー 、 中 学 生 や 高

校 生 を 対 象 と し た 、 献 血 や 血 液 製 剤 に つ い て 解 説 し た 資 材 や

献 血 へ の 理 解 を 促 す ポ ス タ ー を 作 成 す る 。 な お 、 作 成 に あ た

っ て は 、 学 校 等 で の パ ソ コ ン 、 タ ブ レ ッ ド 等 に よ る 利 用 に も

留 意 す る 。 ま た 、 関 係 省 庁 間 で 連 携 し な が ら 、 都 道 府 県 、 市

町 村 及 び 採 血 事 業 者 の 協 力 を 得 て 、 こ れ ら の 資 材 等 の 活 用 を

通 じ 、 献 血 や 血 液 製 剤 に 関 す る 理 解 を 深 め る た め の 普 及 啓 発

を行 う。  
(ｲ)  効 果的 な広 報手 段等 を活 用し た取 組  

・  国 、 都 道 府 県 及 び 採 血 事 業 者 は 、 Ｓ Ｎ Ｓ を 含 む イ ン タ ー ネ

ッ ト 等 を 主 体 と し た 情 報 発 信 に よ り 、 目 に 触 れ る 機 会 を 増 や

す と と も に 、 実 際 に 献 血 し て も ら え る よ う 、 学 生 献 血 推 進 ボ

ラ ン テ ィ ア 等 の 同 世 代 か ら の 働 き か け や 、 献 血 に つ い て の 普

及 啓 発 資 材 に 国 が 作 成 し た 献 血 推 進 キ ャ ラ ク タ ー を 活 用 す る

など 、実 効 性の あ る取 組を 行う 。  
(ｳ)  献 血セ ミナ ー等 の実 施  
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・  採 血 事 業 者 は 、 「 献 血 セ ミ ナ ー 」 を 開 催 す る と と も に 、 血

液 セ ン タ ー 等 で の 体 験 学 習 の 機 会 を 積 極 的 に 設 け 、 献 血 や 血

液 製 剤 に つ い て 正 確 な 情 報 を 伝 え 、 協 力 の 確 保 を 図 る 。 そ の

推 進 に 当 た っ て は 、 国 と 連 携 す る と と も に 、 都 道 府 県 、 市 町

村 、 献 血 推 進 活 動 を 行 う ボ ラ ン テ ィ ア 組 織 等 の 協 力 を 得 る 。

ま た 、 「 献 血 セ ミ ナ ー 」 等 を き っ か け と し て 献 血 に 関 心 を 持

った 献血 未 経験 者 等に 、採 血事 業者 が提 供す る献 血 Web 会 員

サー ビス 「 ラブ ラ ッド 」へ の登 録を 働き かけ る。  
・  都 道 府 県 及 び 市 町 村 は 、 採 血 事 業 者 が 実 施 す る 「 献 血 セ ミ

ナ ー 」 や 血 液 セ ン タ ー 等 で の 体 験 学 習 の 機 会 を 学 校 等 に お い

て 積 極 的 に 活 用 し て も ら え る よ う 情 報 提 供 を 行 う と と も に 、

献 血 推 進 活 動 を 行 う ボ ラ ン テ ィ ア 組 織 と の 有 機 的 な 連 携 を 確

保す る。  
(ｴ)  学 校等 にお ける 献血 の普 及啓 発  

・  国 は 、 小 中 学 校 段 階 で の 献 血 推 進 活 動 等 の 献 血 へ の 理 解 を

深め て もら うた め の 取組 を行 う。  
・  採 血 事 業 者 は 、 国 及 び 都 道 府 県 の 協 力 を 得 て 、 学 生 献 血 推

進 ボ ラ ン テ ィ ア と の 更 な る 連 携 を 図 り 、 学 校 等 に お け る 献 血

の 推 進 を 促 す 。 ま た 、 将 来 医 療 従 事 者 に な ろ う と す る 者 に 、

多 く の 国 民 の 献 血 に よ っ て 医 療 が 支 え ら れ て い る 事 実 や 血 液

製 剤 の 適 正 使 用 の 重 要 性 へ の 理 解 を 深 め て も ら う た め の 取 組

を行 う。  
ウ  幼少 期の 子供 と その 親を対 象と した普 及啓 発  

・  次 世 代 の 献 血 者 を 育 て て い く た め 、 親 か ら 子 へ 献 血 や 血 液 製

剤 に つ い て 伝 え る こ と が 重 要 で あ る 。 こ の た め 、 国 、 都 道 府 県 、

市 町 村 及 び 採 血 事 業 者 は 、 親 子 で 一 緒 に 献 血 に 触 れ 合 え る よ う 、

血 液セ ンタ ー等 を 活 用し た啓 発を 行 う 。  
(2) 採 血所 の環 境 整備 等  

ア  献血 者が 安心 し て献 血でき る環 境の整 備  

・  採 血 事 業 者 は 、 献 血 の 受 入 れ に 際 し て 献 血 申 込 者 に 不 快 の 念

を 与 え な い よ う 、 丁 寧 な 処 遇 を す る こ と に 特 に 留 意 す る 。 そ の

際 、 献 血 が で き な か っ た 者 に 対 し て は 、 そ の 理 由 に つ い て 分 か

り や す く 説 明 す る な ど 、 そ の 後 の 献 血 推 進 へ の 協 力 に 繋 が る よ

う 配慮 する 。  
・  採 血 事 業 者 は 、 献 血 者 の 要 望 を 把 握 し 、 採 血 後 の 休 憩 ス ペ ー

ス を 十 分 に 確 保 す る な ど 、 献 血 受 入 体 制 の 改 善 に 努 め る 。 ま た 、

献 血 者 の 個 人 情 報 を 保 護 す る と と も に 、 国 の 適 切 な 関 与 の 下 で

献 血 に よ る 健 康 被 害 に 対 す る 補 償 の た め の 措 置 を 実 施 す る な ど 、

献 血者 が安 心し て 献 血で きる 環境 整 備 を行 う。  
・  採 血 事 業 者 は 、 特 に 初 回 献 血 者 が 抱 い て い る 不 安 等 を 軽 減 す
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る こ と は も と よ り 、 献 血 者 の 安 全 確 保 を 図 る こ と が 必 要 で あ る 。

こ の た め 、 採 血 の 手 順 や 採 血 後 に 十 分 な 休 憩 を と る 必 要 性 、 気

分 が 悪 く な っ た 場 合 の 対 処 方 法 等 に つ い て 、 映 像 や リ ー フ レ ッ

ト 等を 活用 した 事 前 説明 を 採血の 度 ご とに 十 分に行 う 。  
・  採 血 事 業 者 は 、 地 域 の 特 性 に 合 わ せ て 、 献 血 者 に 安 心 、 や す

ら ぎ を 与 え る 採 血 所 の 環 境 づ く り 等 を 行 い 、 よ り 一 層 の イ メ ー

ジ アッ プを 図る 。  

・  採 血 事 業 者 は 、 新 興 ・ 再 興 感 染 症 の ま ん 延 下 の 状 況 で あ っ て

も 、 献 血 者 が 安 心 し て 献 血 で き る よ う 感 染 症 対 策 を 十 分 に 行 う

と とも に、 献血 者 へ 対策 に つい ての 情報発 信を 適切に 行う 。  
・  国 及 び 都 道 府 県 は 、 採 血 事 業 者 に よ る こ れ ら の 取 組 を 支 援 す

る 。  
イ  献血 者の 利便 性 の向 上  

・  採 血 事 業 者 は 、 献 血 者 の 利 便 性 に 配 慮 し つ つ 、 安 全 で 安 心 か

つ 効 率 的 に 採 血 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ の た め 、 ラ イ フ ス タ イ ル

の 多 様 化 に 対 応 す る た め の 取 組 と し て 、 立 地 条 件 等 を 考 慮 し た

採 血 所 の 設 置 、 地 域 の 実 情 に 応 じ た 献 血 受 入 時 間 帯 の 設 定 及 び

移 動 採 血 車 に よ る 計 画 的 採 血 、 企 業 や 団 体 等 の 意 向 を 踏 ま え た

集 団 献 血 の 実 施 、 子 育 て 世 代 に 対 応 し た 託 児 ス ペ ー ス の 整 備 、

IC T を 活用 した W EB 予約 の推進 等 に 積極的 に取 り組 む 。  
 

第 ３  そ の他献 血 の 推進に 関す る重 要 事項  

 

１  献 血の 推進に 際し 、考 慮すべ き 事 項  

(1)  血液 検査 によ る健 康管 理サ ー ビス の充 実  

・  採 血 事 業 者 は 、 献 血 制 度 の 健 全 な 発 展 を 図 る た め 、 採 血 に 際 し

て 献 血 者 の 健 康 管 理 に 資 す る 検 査 を 行 い 、 献 血 者 の 希 望 を 確 認 し

て そ の 結 果 を 通 知 す る 。 ま た 、 低 血 色 素 に よ り 献 血 が で き な か っ

た 者に 対し て 、栄 養 士等 によ る健 康 相 談を 実施 する 。  

・  献 血 申 込 者 の 健 康 管 理 に 資 す る 検 査 の 充 実 は 献 血 の 推 進 に 有 効

で あ る こ と か ら 、 国 は 、 採 血 事 業 者 に よ る こ れ ら の 取 組 を 支 援 す

る 。  
(2)  血液 製剤 の安 全性 を向 上さ せ るた めの 対 策の 推 進  

・  国 は 、 採 血 事 業 者 と 連 携 し 、 献 血 者 の 本 人 確 認 及 び 問 診 の 徹 底 、

Ｈ Ｉ Ｖ 等 の 感 染 症 の 検 査 を 目 的 と し た 献 血 を 防 止 す る た め の 措 置

等 、 善 意 の 献 血 者 の 協 力 を 得 て 、 血 液 製 剤 の 安 全 性 を 向 上 さ せ る

た めの 対策 を 推進 す る。  

(3) 採血 基準 の在 り方 の検 討  

・  国 は 、 献 血 者 の 健 康 保 護 を 第 一 に 考 慮 し つ つ 、 献 血 の 推 進 及   

び 血液 の有 効 利用 の 観点 から 、採 血 基 準の 見直 しを 検 討 する 。  
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(4) ま れな 血液 型 の血 液の 確保  

・  採 血 事 業 者 は 、 ま れ な 血 液 型 を 持 つ 患 者 に 対 す る 血 液 製 剤 の 供

給 を 確 保 す る た め 、 ま れ な 血 液 型 を 持 つ 者 に 対 し 、 そ の 者 の 意 向

を 踏ま え、 登 録を 依 頼す る。  
・  国 は、 まれな 血液 型の血 液の 供 給状 況に つい て調 査 する 。  

(5)  献血 者の 意思 を尊 重し た採 血 の実 施  

・  採 血 事 業 者 は 、 初 回 献 血 者 や 献 血 に 不 安 が あ る 方 に 対 し て は 、

採 血区 分（ 200 ミ リリ ット ル全 血採 血、 400 ミ リリッ トル 全血採 血

又 は 成 分 採 血 ） や 採 血 基 準 を 満 た し て い れ ば 、 い ず れ の 採 血 も 安

全 で あ る こ と に つ い て 十 分 な 説 明 を 行 い 、 献 血 者 の 意 思 を 可 能 な

限 り 尊 重 し た 上 で 、 採 血 区 分 を 決 定 す る 。 （ な お 、 採 血 事 業 者 が

献 血 者 に 対 し 、 医 療 需 要 に 応 じ た 採 血 区 分 の 採 血 へ の 協 力 を 求 め

る こと は可 能で あ る 。 ）  

 
２  輸 血用 血液製 剤の 在庫 水準の 常 時 把握と 不足 時の 的 確な 対応  

・  国 、 都 道 府 県 及 び 採 血 事 業 者 は 、 製 造 販 売 業 者 等 の 保 有 す る 輸 血

用 血 液 製 剤 （ 特 に 有 効 期 間 の 短 い 血 小 板 製 剤 と 赤 血 球 製 剤 ） の 在 庫

水 準 を 常 時 把 握 し 、 在 庫 が 不 足 す る 場 合 又 は 不 足 が 予 測 さ れ る 場 合

に は 、 そ の 供 給 に 支 障 を 来 す 危 険 性 を 勘 案 し 、 国 の 献 血 推 進 本 部 設

置要 綱（ 平成 17 年 ４月 １日 決定 ） 及び 採血 事業 者が 策 定し た対応 マ

ニュ アル に基 づき 、早 急に 所要 の対 策を 講ず る。  

 
３  災 害時 等にお ける 献血 の確保  

・  国 、 都 道 府 県 、 市 町 村 及 び 採 血 事 業 者 は 、 災 害 時 等 に お い て 医 療

需 要 に 応 じ た 必 要 な 血 液 量 を 確 保 で き る よ う 、 様 々 な 広 報 手 段 を 用

い て 、 献 血 へ の 協 力 を 呼 び か け る 。 そ の 際 、 採 血 事 業 者 は 、 被 害 状

況 等 の 情 報 収 集 を 行 っ た う え で 、 献 血 の 受 入 れ の 可 否 に つ い て 判 断

する など 、献 血者 の安 全に 十分 に配 慮す る。  
・  採 血 事 業 者 は 、 あ ら か じ め 災 害 時 等 に 備 え て 、 関 係 者 と の 通 信 手

段 の 確 保 、 広 域 的 な 需 給 調 整 の 対 応 を 含 む 事 業 継 続 計 画 を 定 め る 。

国 、 都 道 府 県 及 び 市 町 村 は 、 広 域 的 な 需 給 調 整 を 行 う 際 な ど 、 採 血

事業 者の 取組 を支 援す る。  
・  採 血 事 業 は 、 医 療 体 制 の 維 持 に 不 可 欠 な も の で あ る こ と を 踏 ま え 、

採 血 事 業 者 は 、 新 興 ・ 再 興 感 染 症 の ま ん 延 下 の 状 況 で あ っ て も 、 医

療 需 要 に 応 じ た 血 液 製 剤 の 安 定 供 給 を 図 る た め 、 安 心 ・ 安 全 な 献 血

環 境 の 保 持 と 献 血 者 へ の 感 染 防 止 を 図 る と と も に 、 様 々 な 広 報 手 段

を 用 い て 、 献 血 へ の 協 力 を 呼 び か け る 。 ま た 、 国 、 都 道 府 県 及 び 市

町村 は、 採血 事業 者の 取組 を支 援す る。  
 

４  献 血推 進施策 の進 捗状 況等に 関 す る確認 と評 価  
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・  国 、 都 道 府 県 及 び 市 町 村 は 、 献 血 推 進 の た め の 施 策 の 短 期 的 及 び

長 期 的 な 効 果 並 び に 進 捗 状 況 並 び に 採 血 事 業 者 に よ る 献 血 の 受 入 れ

の 実 績 を 確 認 し 、 そ の 評 価 を 令 和 ８ 年 度 の 献 血 推 進 計 画 等 の 作 成 に

当 た り 参 考 と す る 。 ま た 、 必 要 に 応 じ 、 献 血 推 進 の た め の 施 策 を 見

直す こと が必 要で ある 。  
・  国 は 、 献 血 の 推 進 及 び 受 入 れ に 関 し 関 係 者 の 協 力 を 求 め る 必 要 性

に つ い て 、 献 血 推 進 活 動 を 行 う ボ ラ ン テ ィ ア 組 織 と 認 識 を 共 有 し 、

必要 な措 置を 講ず る。  
・  採 血 事 業 者 は 、 国 の 協 力 を 得 て 、 献 血 者 や 献 血 未 経 験 者 へ の ア ン

ケ ー ト 等 を 継 続 的 に 実 施 し 、 そ れ ら の 意 見 等 を 踏 ま え 、 効 果 的 な 普

及 啓 発 や 献 血 者 の 利 便 性 の 向 上 に 資 す る 取 組 を 実 施 す る 。 併 せ て 、

献 血 の 受 入 れ に 関 す る 実 績 、 体 制 等 の 評 価 を 行 い 、 献 血 の 推 進 に 活

用す る。  
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令和７年度の献血の推進に関する計画 新旧対照表 

（傍線部分は変更部分） 

令和７年度献血推進計画 令和６年度献血推進計画 

 

 ・ 本計画は、安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法

律（昭和31年法律第160号）第10条第１項の規定に基づき定

める令和７年度の献血の推進に関する計画であり、血液製剤

の安全性の向上及び安定供給の確保を図るための基本的な方

針（平成31年厚生労働省告示第49号）に基づくものである。 

 

第１ 令和７年度に献血により確保すべき血液の目標量 

 

・ 令和７年度に必要と見込まれる輸血用血液製剤の量は、赤

血球製剤 53 万リットル、血漿
しょう

製剤 26 万リットル、血小板製

剤 17 万リットルであり、それぞれ必要と見込まれる量と同量

が製造される見込みである。 

・ さらに、確保されるべき原料血 漿
しょう

の量の目標を勘案する

と、令和７年度には、全血採血による136万リットル及び成分

採血による 88 万リットル（血 漿
しょう

成分採血 59 万リットル及び

血小板成分採血 29 万リットル）の計 224 万リットルの血液を

献血により確保する必要がある。 

 

 

 

・ 本計画は、安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律

（昭和 31 年法律第 160 号）第 10 条第１項の規定に基づき定め

る令和６年度の献血の推進に関する計画であり、血液製剤の安

全性の向上及び安定供給の確保を図るための基本的な方針（平

成 31 年厚生労働省告示第 49号）に基づくものである。 
 

第１ 令和６年度に献血により確保すべき血液の目標量 

 
・ 令和６年度に必要と見込まれる輸血用血液製剤の量は、赤血

球製剤 52 万リットル、血 漿
しょう

製剤 25 万リットル、血小板製剤

17 万リットルであり、それぞれ必要と見込まれる量と同量が

製造される見込みである。 
・ さらに、確保されるべき原料血 漿

しょう

の量の目標を勘案する

と、令和６年度には、全血採血による 135 万リットル及び成分

採血による 87 万リットル（血 漿
しょう

成分採血 56 万リットル及び

血小板成分採血 31 万リットル）の計 222 万リットルの血液を

献血により確保する必要がある。 
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令和７年度献血推進計画 令和６年度献血推進計画 

第２ 献血に関する普及啓発その他の第１の目標量を確保するた

めに必要な措置に関する事項 

 

令和５年度までの献血の実施状況とその評価を踏まえ、令

和７年度の献血推進計画における具体的な措置を以下のよう

に定める。 
 

２ 献血推進のための施策 

(1) 普及啓発活動の実施 

ア  国民全般を対象とした普及啓発 

(ｱ) 全国的なキャンペーン等の実施 

・ 国、都道府県及び採血事業者は、７月に「愛の血

液助け合い運動」を、翌年の１月及び２月に「はた

ちの献血」キャンペーンを実施する。また、「愛の

血液助け合い運動」の主たる行事として、宮城県に

おいて献血運動推進全国大会を開催し、献血運動の

推進に積極的に協力して模範となる実績を示した団

体又は個人を表彰する。 

（略） 

・ 国及び採血事業者は、都道府県、市町村、製造販

売業者等の協力を得て、普及啓発資材等を活用し、

近年需要が増大している免疫グロブリン製剤等の血

漿
しょう

分画製剤について、献血から得られた血液を原

料とすることや、多くの疾患の治療に欠かすことが

できないことなどを周知するとともに、安定供給が

第２ 献血に関する普及啓発その他の第１の目標量を確保するた

めに必要な措置に関する事項 

 
令和４年度までの献血の実施状況とその評価を踏まえ、令

和６年度の献血推進計画における具体的な措置を以下のよう

に定める。 

  
２ 献血推進のための施策 

(1) 普及啓発活動の実施 

ア  国民全般を対象とした普及啓発 

(ｱ) 全国的なキャンペーン等の実施 

・ 国、都道府県及び採血事業者は、７月に「愛の血

液助け合い運動」を、翌年の１月及び２月に「はた

ちの献血」キャンペーンを実施する。また、「愛の

血液助け合い運動」の主たる行事として、岐阜県に

おいて献血運動推進全国大会を開催し、献血運動の

推進に積極的に協力して模範となる実績を示した団

体又は個人を表彰する。 

（略） 

・ 国及び採血事業者は、都道府県、市町村、製造販

売業者等の協力を得て、普及啓発資材等を活用し、

近年需要が増大している血 漿
しょう

分画製剤について、

献血から得られた血液を原料とすることや、多くの

疾患の治療に欠かすことができないことなどを周知

するとともに、安定供給が確保されるよう、成分採
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令和７年度献血推進計画 令和６年度献血推進計画 

確保されるよう、成分採血への協力を呼びかける。 

 

(ｳ)  複数回献血の推進 

（略） 

・ 採血事業者は、献血者から継続的な献血への協力

を得られるよう、献血 Web 会員サービス「ラブラ

ッド」への登録を働きかける等により献血者へのサ

ービスの向上を図るとともに、平素から献血者に対

し、複数回献血への協力を呼びかける。特に若年層

に対しては、「イ 若年層を対象とした普及啓発」

等に定める取組を通じて、複数回献血の推進を図

る。 

 
イ 若年層を対象とした普及啓発 

(ｴ)  学校等における献血の普及啓発 

・ 国は、小中学校段階での献血推進活動等の献血へ

の理解を深めてもらうための取組を行う。 
 

(2) 採血所の環境整備等 

イ  献血者の利便性の向上 

・ 採血事業者は、献血者の利便性に配慮しつつ、安

全で安心かつ効率的に採血を行う必要がある。この

ため、ライフスタイルの多様化に対応するための取

組として、立地条件等を考慮した採血所の設置、地

域の実情に応じた献血受入時間帯の設定及び移動採

血車による計画的採血、企業や団体等の意向を踏ま

血への協力を呼びかける。 
 

(ｳ)  複数回献血の推進 

（略） 

・ 採血事業者は、献血者から継続的な献血への協力

を得られるよう、献血者へのサービスの向上を図る

とともに、平素から献血者に対し、複数回献血への

協力を呼びかける。特に若年層に対しては、「イ 

若年層を対象とした普及啓発」等に定める取組を通

じて、複数回献血の推進を図る。 

 
 
 

イ 若年層を対象とした普及啓発 

(ｴ)  学校等における献血の普及啓発 

・ 国は、小中学校現場での献血推進活動を含め、献 

血への理解を深めてもらうための取組を行う。 

 

(2) 採血所の環境整備等 

イ  献血者の利便性の向上 

・ 採血事業者は、献血者の利便性に配慮しつつ、安

全で安心かつ効率的に採血を行う必要がある。この

ため、立地条件等を考慮した採血所の設置、地域の

実情に応じた献血受入時間帯の設定及び移動採血車

による計画的採血、企業や団体等の意向を踏まえた

集団献血の実施、子育て世代に対応した託児スペー
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令和７年度献血推進計画 令和６年度献血推進計画 

えた集団献血の実施、子育て世代に対応した託児ス

ペースの整備、ＩＣＴを活用したＷＥＢ予約の推進

等に積極的に取り組む。 

 

第３ その他献血の推進に関する重要事項 

 
  ４ 献血推進施策の進捗状況等に関する確認と評価 

・ 国、都道府県及び市町村は、献血推進のための施策の短

期的及び長期的な効果並びに進捗状況並びに採血事業者に

よる献血の受入れの実績を確認し、その評価を令和８年度

の献血推進計画等の作成に当たり参考とする。また、必要

に応じ、献血推進のための施策を見直すことが必要であ

る。 

 

スの整備、ＩＣＴを活用したＷＥＢ予約の推進等に

積極的に取り組む。 

 

 

第３ その他献血の推進に関する重要事項 

 

４ 献血推進施策の進捗状況等に関する確認と評価 

・ 国、都道府県及び市町村は、献血推進のための施策の短

期的及び長期的な効果並びに進捗状況並びに採血事業者に

よる献血の受入れの実績を確認し、その評価を令和７年度

の献血推進計画等の作成に当たり参考とする。また、必要

に応じ、献血推進のための施策を見直すことが必要であ

る。 
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事 務 連 絡

令和５年３月１日

各都道府県薬務主管課 御中

厚生労働省医薬・生活衛生局血液対策課

都道府県献血推進計画について

血液事業の推進につきましては、日頃より格別の御配慮を賜り、厚く御礼申し上げます。

令和３年の地方分権改革に関する提案募集において都道府県献血推進計画（安全な血液

製剤の安定供給の確保等に関する法律（昭和31年法律第160号。以下「法」という。）第10

条第５項）に係る提案があり、別紙１のとおり閣議決定されたことを受け、令和４年度の

薬事・食品衛生審議会薬事分科会血液事業部会献血推進調査会において、同計画の策定義

務の廃止や都道府県がその地域の実情に応じて同計画の期間を判断することを可能とする

こと等について検討を進めてきました。

その結果、同計画の策定については、引き続き義務付けを存置することとする一方、都

道府県の事務負担の軽減に資する観点から、下記のとおり見直しを行うこととしましたの

でお知らせいたします。

記

（１）都道府県献血推進計画の計画期間について

都道府県献血推進計画の記載事項については、別紙２の第２－１－（１）のとおり、「都

道府県献血推進計画において、おおむね、当該年度に献血により確保すべき血液の目標

量、献血に関する普及啓発その他の血液目標量を確保するために必要な措置に関する事

項、その他献血の推進に関する重要事項を定めるものとしていただきたい」としており、

同計画の計画期間については、法第 10 条第５項において、「毎年度」策定することとさ

れているところ、今後は以下のとおりといたします。
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・記載事項のうち、「当該年度に献血により確保すべき血液の目標量」については、引

き続き毎年度策定することとする。

・一方で、その他の記載事項である「献血に関する普及啓発その他の血液目標量を確

保するために必要な措置に関する事項」、「その他献血の推進に関する重要事項」に

ついては、変更の必要が生じたときのみ変更することで差し支えないこととする。

（２）その他の策定に伴う手続について

・都道府県献血推進計画の策定時期については、従来は国計画の告示後の２月末～３

月末の期間で策定していたところ、今後は、都道府県と採血事業者の協議によって

各都道府県別の血液目標量が実質的に確定し、血液事業部会の審議をもって厚生労

働大臣に答申される11月末～３月末を策定に充てる時期とすることで差し支えない

こととする。

・同計画の策定に伴う手続（協議会開催等）については、各都道府県の判断に基づい

て実施することで差し支えないこととする。

【照会先】

厚生労働省医薬・生活衛生局

血液対策課献血推進係 針谷

電話：03-5253-1111（内2908）
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令和３年の地方からの提案等に関する対応方針（抄） 

 

令和３年１２月２１日 

閣 議 決 定 

 

 

５ 義務付け・枠付けの見直し等 

 

【厚生労働省】 

（30）安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律（昭 31 法 160） 

都道府県献血推進計画（10 条５項）については、薬事・食品衛生審議会に

おける今後の血液事業の在り方の検討の中で、計画の策定義務の廃止や都道府

県がその地域の実情に応じて計画の期間を判断することを可能とすること等

について検討し、令和４年度中に結論を得る。その結果に基づいて必要な措置

を講ずる。また、当面の措置として、政策的に関連の深い他の計画等と一体の

ものとして策定することが可能であること等を明確化し、都道府県に令和３年

度中に通知する。 

 

別紙１  
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薬生 発 0827 第２ 号 

令和２年８月 27 日 

 

 

各都道府県知事 殿 

 

 

厚生労働省医薬・生活衛生局長 

                                   （ 公 印 省 略 ） 

 

 

安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律の一部改正について（抄） 

 

 

 第 200 回国会で成立した医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等

に関する法律等の一部を改正する法律（令和元年法律第 63 号。以下「改正法」と

いう。）により、安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律（昭和 31 年法

律第 160 号。以下「法」という。）の一部が改正されました。 

 また、医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律等の

一部を改正する法律の施行に伴う関係省令の整備等に関する省令（令和２年厚生

労働省令第 155 号）により、安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律施行

規則（昭和 31 年厚生省令第 22 号。以下「規則」という。）等の一部が改正され、

改正法の一部の施行と併せて、令和２年９月１日から施行することとされたとこ

ろです。 

これらの改正の趣旨、内容等は下記のとおりであるので、御了知の上、貴管内市

町村、関係機関等にその周知徹底を図るとともに、その実施に遺漏のないようお願

いいたします。 

 

記 

 

第１ 法第１章 総則関係 

 （略） 

 

第２ 第２章 基本方針等 

１ 法第 10 条並びに規則第３条及び第３条の２関係 

（１）献血推進計画の記載事項 

（略） 

（中略）都道府県献血推進計画において、おおむね、当該年度に献血によ

別紙２ 
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り確保すべき血液の目標量、献血に関する普及啓発その他の血液目標量を確

保するために必要な措置に関する事項、その他献血の推進に関する重要事項

を定めるものとしていただきたいこと。 

 

（以下、略） 
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事 務 連 絡 

令和７年１月 27 日 

 

各都道府県衛生主管部（局）薬務主管課 御中 

 

厚生労働省医薬局血液対策課 

 

 

「献血推進 2025」の期間延長について 

 

 

 血液事業の推進につきましては、日頃より格別の御配慮を賜り、厚く御礼申し

上げます。 

 標記について、薬事審議会血液事業部会献血推進調査会において審議し、中期

目標「献血推進 2025」について下記のとおり決定いたしましたので、お知らせ

いたします。 

 各都道府県におかれましては、貴管内市区町村及び都道府県赤十字血液セン

ターと十分に連携を取り、献血事業の更なる推進に特段の御配慮を御願い申し

上げます。 

 

記 

 

１ 中期目標期間について 

「血液製剤の安全性の向上及び安定供給の確保を図るための基本的な方針

（基本方針）」（令和６年３月 29 日厚生労働省告示第 153 号。以下「基本方

針」という。）の対象期間（令和６（2024）年度から令和 10（2028）年度）

と、献血の中期目標期間を合わせることにより、基本方針に基づき、国、日本

赤十字社、都道府県、市町村等が一体となって献血を推進することができるよ

うにするため、「献血推進 2025」の目標期間（令和３（2021）年度から令和７

（2025）年度）を、令和 10（2028）年度まで延長する。 

 

２ 達成目標について 

当面の間は、各目標についてポストコロナの人口動態の経過をみながら、引

き続き、それぞれの達成状況を確認しつつ献血推進の取組を行っていく。 

 今後、免疫グロブリン製剤の需要動向の変化など、目標献血率に大きな影響

を及ぼすような変化が起こり得る可能性も踏まえ、引き続き、血液製剤の需要

［ 参考資料３ ］
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予測を継続して行いながら、必要に応じて献血の中期目標を見直すことについ

ても検討していく。 

  

＜参考１＞ 

○令和６年 11月 25 日 薬事審議会 令和６年度第１回血液事業部会 資料３ 

「献血推進 2025 の期間延長について」（厚生労働省医薬局血液対策課） 

https://www.mhlw.go.jp/content/11127000/001336649.pdf 

 

＜参考２＞ 

〇令和６年７月１日 薬事審議会血液事業部会 令和６年度第１回献血推進調査会 

資料２－１ 

「『献血推進 2025』の献血率目標値の妥当性と 2028 年の献血率目標値の案につい

て」（田中参考人提出資料） 

https://www.mhlw.go.jp/content/11127000/001269146.pdf 

 

＜参考３＞ 

○令和３年２月 26 日 薬事・食品衛生審議会薬事分科会令和２年度第２回血液事業部

会 資料４－１ 

「献血推進に係る新たな中期目標『献血推進 2025』について」（厚生労働省医薬・生

活衛生局血液対策課） 

https://www.mhlw.go.jp/content/11127000/000744361.pdf 
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事 務 連 絡 

令和３年２月 26 日 

 

各都道府県薬務主管課 御中 

 

厚生労働省医薬・生活衛生局血液対策課 

 

 

献血推進に係る新たな中期目標「献血推進 2025」について 

 

 

 血液事業の推進につきましては、日頃より格別の御配慮を賜り、厚く御礼申し

上げます。 

 標記について、薬事・食品衛生審議会薬事分科会血液事業部会献血推進調査会

において審議し、令和３年度から令和７年度までの５年間の献血推進に係る中

期目標「献血推進 2025」を別添のとおり決定いたしましたので、お知らせいた

します。 

 各都道府県におかれましては、貴管内市区町村及び都道府県赤十字血液セン

ターと十分に連携を取り、献血事業の更なる推進に特段の御配慮を御願い申し

上げます。 

 

 

【照会先】 

厚生労働省 医薬・生活衛生局 

血液対策課 献血推進係 高橋 未来 

電話： 03-5253-1111（内線2908） 

        03-3595-2395（直通） 

E-mail：takahashi-miki.gm9@mhlw.go.jp 
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献血推進に係る新たな中期目標「献血推進２０２５」 
 

 

１．背景及び目的 

病気やけがの治療等に必要な血液は、国民の善意による献血によって支えられて

いる。献血者は昭和 60 年度に延べ約 876 万人を数えたが、その後減少を続け、平

成 30年度には約 474 万人まで低下した。 

国は、平成 17 年度から「献血構造改革」、平成 22年度から「献血推進 2014」、平

成 27 年から「献血推進 2020」といった中期的な献血推進目標を策定して献血者確

保のための取り組みを行ってきた。 

令和元年度の献血者数は、約 493 万人と増加に転じたが、20 代、30 代の献血率

の減少が続いている。令和元年 10 月に行った日本赤十字社の血液需給将来推計シ

ミュレーションでは、都道府県ごとに地域特性を踏まえ、医療法に基づく医療計画

（地域医療構想）による医療ニーズの変化、人口推移を考慮した需要推計を実施し

たところ、令和４年度には約 514 万人、令和９年度には約 507 万人の献血者が必要

になると試算された。 

こうした状況を踏まえ、将来の血液の安定供給体制を確保するため、新たに令和

３年度から令和７年度までの５年間の取組の達成目標を設定し、献血の推進を図っ

ていくこととする。  

なお、達成目標は、日本赤十字社において令和元年 10 月の血液需給将来推計シ

ミュレーションを基に行った新たなシミュレーションや、厚生労働科学研究「新た

なアプローチ方法による献血推進方策と血液製剤の需要予測に資する研究（主任研

究者：田中純子広島大学大学院教授）」の研究結果、及び献血推進調査会の意見を踏

まえ、設定したものである。 

 

２．達成目標について 

項 目 目標の定義 
令和 7 年度 

目標値 

令和元年度 

実績値 

若年層の献血者数の

増加 

若年層（16 才～39 才）の

人口に対する献血者数の割

合（献血率） 

6.7％ 

（参考） 

10 代 

：6.6% 

20 代 

：6.8% 

30 代 

：6.6% 

5.7％ 

（参考） 

10 代 

：5.5% 

20 代 

：5.7% 

30 代 

：5.5% 

安定的な献血の確保 
 献血推進活動に協力いた

だける企業・団体の数 
70,000 社 59,280 社 

複数回献血の推進 
 年に２回以上献血された

方（複数回献血者）の人数 
1,200,000 人 983,351 人 

献血 Web サービスの

利用の推進 

 献血 Web 会員サービス

「ラブラット」の登録者の

人数 

5,000,000 人 2,035,145 人 
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３．重点的な取組みについて 

上記の目標を達成するため、以下の事項について重点的に取り組んでいくこととす

る。  

（１）献血の普及啓発 

広く国民に献血の意義を理解し、献血を行ってもらうため、効果的な普及啓発を

促進する。 

 

（２）若年層対策の強化 

① 10 代への働きかけ 

献血への理解を深めてもらうことにより、初めての献血を安心して行ってい

ただくため、ＳＮＳを含むインターネット等を主体とした情報発信を行うとと

もに、日本赤十字社が実施する献血セミナーなどの献血普及の取り組みを推進

する。 

② 20 代・30 代への働きかけ 

献血率の減少傾向が続いている 20 代・30 代の方が献血に協力しやすいよう、

献血 Web 会員サービス「ラブラッド」の活用を促すなど、献血を体験した方が、

長期にわたり複数回献血に協力してもらえるような普及啓発、環境整備に取り組

む。 

また、企業などへの働きかけを一層強化することにより、安定的な献血者の確

保を図るとともに、予約献血の活用など献血者の利便性に配慮した新たな仕組み

を検討する。 

 

（３）安心･安全で心の充足感が得られる環境の整備 

献血は相互扶助と博愛精神による自発的な行為であり、献血者一人一人の心の充

足感が活動の大きな柱となっている。献血に協力いただく方々が、より安心・安全

に献血できるとともに、心の充足感を得られ継続して献血いただける環境整備を図

る。 

併せて、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の状況下においても、安心・安全

な献血環境の保持と献血者への感染防止対策を講ずるとともに、様々な広報手段を

用いて、感染防止対策を周知する。 

 

また、以下の事項については、採血及び供給の動向及び原料血漿の確保並びに献

血推進活動の普及効果をモニタリングする観点から、今後、継続的に注視する。 

 

○献血実績及び供給実績の状況 

○成分献血（特に血漿成分献血）の献血者数の年次推移 

○実献血者におけるラブラッド会員の割合 

 

※なお、中間年である令和５年度を目途に達成目標の実績値を確認し、必要に応じ

見直すものとする。 
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輸血療法の手引輸血療法の手引
（ 第 4 版）
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ሥ ሥᲴ Ტ Ⴞ Ჰ Ძ Წ Წ Უဃ உ ଐᐯ ᘉ ᘉ ᘉ ᕤ・ ・ ・ ・ž
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 Ϲ Ƴ ܇ Ʋ Ʒ Ў◌ႉ ឋᖨ ・
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ƴ Ǔ Ϊᘉ ᙀ・ Ǒ

Ʒ ƑᎋᲫ ◌ၲ ඥ ૾ᘉ・
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Ƣଢᛟ ・ǔ Ⴘ・

Ʒ Ŵ Ŵ Ǜ Ƣ ŵᢠ ဇ ဇ෩ ৸ ඥ ౨ᘉ ᙌ ᚛・Ū д ǔ
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Ў Ǜ Ƣ ŵᘉ  ܱ◌・ ・ ・Ū ǔ
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ᎋඞ ॾᐮ ᐯ ᘉ ᘉ ᘍ・ ・ ǔ

Ʊ ӷ Ǥ ȳ ȕ ǩ ȸ Ƞ ȉ ȷ ǳ ȳ ǻ ȳ ȈᲢ Უଢ ◌ॖᛟ  
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ȷ Ʒ ̓ ዅ෩ᘉ ᙌ д
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ᲬᲬ ・ Ʒ Ѧ ϋᧉ ಅᘉ ᢿ  ܾ◌・

Ū ˟ ư ƷՃ Ⴘ౨ ᚛ ・
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İ ˺ Ʒ ◌ྸሥဇᘉ・ и

ı ʙ ƴ Ƣ Ɯ Ʊ᧙ഥ᧸ᘉ・ ・ ǔ
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抗原検査
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⑤アルブミ ン 、
P E G（ ポリ
エチレ ン グ
リ コ ー ル ）
などの反応
増強試薬を
添加する

Ĳĵ
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アルブミ ン、P EG（ ポリ エチ
レングリ コ ール)などの反応
増強試薬を 添加し 、適切な
温度・ 時間で反応さ せた後、
生 理 食 塩 液で 十 分 洗 浄す
る 。

⑧抗グ ロ ブリ
ン 試薬を 添
加する

ĲĶ
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ȷ ư Ƴࢨ Ʋ Ҿ ࣱ� Ʒ Ǜ Ǌ Ɯ Ʊ ƕ Ƌ ŵዴ ෙ◌් ൦Ꮯ ᢿ � Ꮝ Ꮝ ᏽ ᙸ ᛐ・ ・ ǔ ǔ

�ո ◌ᢅ᧙Ჭ Ტ Უᘉ ᒵ・ ・ ・ 6#%1
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ȷ �ࢸ � ư Ŵ Ʒ Ƹ Ŵ֤ ◌ᢅ᧓ ᎍᲲज़ ௨ ज़ ௨ᢿɟ ɟ

 
ࣱ
◌ Ʒ ϔ ƕ Ǖ Ɯ Ʊ ǋ Ƌ ƕ Ŵ Ƙ Ƹཞ ◌ྵၐज़ ಮ ǔ ǔ  

ƴ Ơ Ư Ŵ � ࢸ ˷ ƴ ƨ Ǔ Ŵཞ ◌ᢅኺၐ ၐ ・ ・ˌ ǘ

 
ࣱ
◌ ƴ ◌ᢅኺ

 
ࣖ
ݣ

䞉Ҕ  �Ƹ Ȫ ǯ Ǜ Ơ Ŵ ƕᎋ ◌ွज़ ௨ ॾ ज़ ௨ǹ

Ǖ ӳ Ƹሁǘ ǔ Ŵ �ࢸ � ȶᲭ உᘉ・ ˌ

ƴ ˳ Ǜሁ৴ ౨ ௹ᨀ  ܱ◌ ・

 ◌࣭ ƴ Ȓ Ȉ Ȫ ȳ ȑ Ӽ ࣱ Ǧ Ǥ ȫ◌ྶᘉ・ ・Ǒǔ ǹí Ƴ Ʋ Ʒ ƴ ƭ ƍ Ư Ŵ Ǎ � ƴ ࣖ ơ ƨሁ բज़ ௨ ౨ ௹ᙲᚮ
ư Ƣ Ɯ Ʊ ƕ Ǉ Ơ ƍ҅ ஓ◌ួ ǔ ŵ

Ȓ Ȉ Ȫ ȳ ȑ Ӽ ࣱ Ǧ Ǥ ȫ◌ྶ
Ხ Ტ Უ・ ǹ

˺ ȷ ӳ ́ Ǜ ǊƨᲭ ဇ ၐ ᛐи  ӳ

Ƴ Ƙ Ŵ Ƌ ƍ Ƹ ˟ ƴ ԓ Ơ Ǜ ̬ᧉ Ճ◌ၲ ඥ  ๛ ᘉ ᢿ ᘉ ・܍ ・ ・ ・ ・Ū ǔ  

Ҿ Ǜ Ɣ ƴ Ƣ Ə ƴ ѐ ǊŴ Ʒ ʙ Ʒ ϐ Ǜ ʖ Ƣ ݣ Ǜ ◌ ơ� ŵሊ◌ႆଢ ७ ᧸・Ū  ǒ ǔǑ ˩ ǔ ǔ

ƴ Ŵʴ Ʒ ӕ Ǔ ƍ Ŵ ȟ Ŵ ȟ Ŵ ˳ ӕ ȟ ƴ ӳ Ƹ Ŵཎ ◌ᢅ ᢌ ᠃ᎍ ሁᲢ Უႎ ध ౨ ௹ ౨ໝ ᛚ ・ ・ą ǹ ǹ ǹ Ǒǔ 

˺ ȷ ӳ ́ Ʊ ݣ ƴ ƭ ƍ Ư Ƹ Ŵ ƴ Ʈ Ƙ ʙ �  
ࣖ
ݣ Ǭ Ǥ ȉ ȩ Ǥ ȳ ſሊ ᅹဇ ၐ ႎ ఌ ਗ ஊᘉܖ  ܹ◌・Ū и ž  

ǋ Ӌ Ʊ Ƣ Ɯ Ʊ ŵᎋ ǔ

Ʀ Ʒ Ҿ ӏ Ƽ ◌ ơ� Ǖ ƨ ʖ ݣ Ǜ ƴ Ơ Ư Ƙ ŵሊ◌ဃႆ സ᧸ ・ ・ ǒ Ɠ

˺ ʖ ሊᲮݣ ဇ ᧸и

ݧ ༀዴ◌્Ūݧ ࢸ ɼݣ Ʒ ʖ Ʒ ƨ ǊŴ � ϵ Ǜ Ƙ◌༾
ኽᲢ Უᆆ ၏ ဇౡ ૼ ෩᧸ ᨊᘉ ᘉ ᘉ ᘉ ܿ◌・ ・ ・

ƴ Ҿ Ʊ Ơ Ư ݧ Ǜ Ơݧ Ư ̅ Ƣ ŵ ϋ Ʒ ӳ ǋ ӷ ư Ƌ ŵༀ
ዴ ဇ◌્ ಮᨈ ᘉ・Щ ǔ  ǔ

ݧࢸ Ʒ Ǜ ԃ ǉ ŵ Ƹ Ŵ ɶ Ʒ ǫ Ȫ Ǧ Ƞ  �ƕༀ ◌ྶ
Ტ Უ ଞហ ฌ ຜᘉ ᘉ ᙌμ д ɥ ɥ

ȷ ȷ ȷ ʩ Ӎ Ƹ ˳ � Ǜ Ӗ ƚ ݱ ӏ Ƽ ԡ Ƴ ࣯༌ ᡮᎍ ዬ �ဃச ૼ ੭ धᏒ ᘉ・ ・ ・δ δ δ  ǔ δ ɥ

ƕ � Ƴ ƴ ƭ ƍ Ư Ƹ Ŵ ǫ Ȫ Ǧ Ƞ Ԉ ȕ ǣ ȫ ǿ ȸ Ʒ ̅ Ǜᎍ ᎋბ ဇध ॾᘉ ᙲ・

 ◌࣭ ࢸ Ɣ Ɣ ƴࢸ ◌ၐႆૠ ଐ ૠ உᘉ・ ǒ

Წ ◌ႆ・  и˺ ဇи

ȷ �ࢸ � ◌ၐႆଐᘉ・

ȷ Ŵ Ŵ Ŵ � Ŵ ༏ݲ ◌ྶ
ኗ◌ႆ ၚ ၐ૮ ೞ ൮ ถᏁ Ꮱ ᘉ ܹ◌ɦ

ࢸ ɼݣ ◌� ��◌༾
Ძ Ტ Ჾ Უᆆ ၏ౡᘉ  ܿ◌・

ȷ ƚ Ǖ ƹ Ŵ �ࢸ � ȶ ư ࣯ ࣱ ǛᲭ ◌ၐႆଔ உ ໒ᘉ Ꮑ・

ȷ Ʒ Ŵ Ʒ �ཞၐ ◌ီೞ໒Ꮑ ᐮ Ꮑ Ꮱ・

ȷ ƨ Ʃ Ơ Ŵ  � ƕ Ƴ Ƙ Ư ǋ Ʒ Ʀ Ǖ Ƌ Ǔ◌ီ ज़ ௨ᙸ・ Ɠ

̓� ƕ Ǧ Ǥ ȳ ȉ Ǧ ƴ Ƌ Ɯ Ʊ ƴ ǋ ԃ Ǌ ǊƯ Ǉ Ǖᎍ Უज़ ௨ ಊᘉ ・ ǔ Ǒǔ

ӏ Ƽ Ǧ Ǥ ȫᲬ Ჽ ज़ ௨໒Ꮑ・   ǹ

̓� ƕ Ǧ Ǥ ȳ ȉ Ǧ ƴ Ƌ Ɯ Ʊ ƴ ǋ ԃ Ǌ ǊƯ Ǉ Ǖᎍ Უज़ ௨ ಊᘉ ・ ǔ Ǒǔ

Ȓ Ȉ Ǧ Ǥ ȫ ◌�� �Ჭ Ტ Უ၃β ɧμ ǹ

䞉 ݧ ݧ ƴ Ǔ Ŵ �ༀዴ ဇ◌્ ᘉ � Ǒ

ԓᨀˌ  Ƴ Ơ
 
ࣖ
ݣ

 
ࣖ
ݣ

䞉Ҕ  �Ƹ Ȫ ǯ Ǜ Ơ Ŵ ƕᎋज़ ௨ ॾ ज़ ௨ǹ

Ǖ ӳ Ƹ Ŵሁ◌ွ ǘ ǔ Ꮑ Ǧ Ǥ ȫ ո᧙໒Ꮑ ǹ

Ȟ ȸ ǫ ȸ Ǜሁ౨ ௹  ܱ◌ ・
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ᲫᲫ ႸႸ ႎ
ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ӷ ƴ ˤ Ə ˺ᆔ ဇᘉ ᘉ・ и  Ǜ Ʊ Ơ Ư ŴЈ Ʒᢤ Ⴘ ႎ ᘉ ・  ӓ �  � Ŵ Ƴ Ʒᆇ ෩  ᐯ ᘉ ᘉ ᘉ・ Ʒ ᎍधࢳ

Ƴ ᅹႎೞ  Ʒ � �  � Ƴ Ʋ ƴ ࣖ ơ Ư  � Ǜ Ə Ɯ Ʊ Ǜ Ƣ ŵཞ
ᎋඞ ॾᘐ ᘉ ᐯ ᘉ ᘉ ᐮ ᐯ ᘉ ᘉ ᘍ・ ・ ・ ・ ǔ

ᲬᲬ ૾૾ ඥ

Ĭ � � ƴ  �Ʒ Ǜ Ƌ Ɣ ơ Ǌ Ŵ ̬ Ơ Ư Ƙ෩ ૾ ඥᘉ ᘐ ᐯ ᘉ ᘉ ・܍ ・Э ǒ Ɠ

ĭ  �� ᘐ・ ・ ・  ƴ Ơ Ŵ ʴ Ǜ ƢႺ ෩ ද ૾ ඥឋᘉ ᐑ・ ・ ・Э ǔ

Į ӓ � ɶ ȷ ƴࢸ Ј Ơ ƨ Ǜ ӓ෩ᘐ ᘐ ᘉ ᘉ  Ƣ ૾ ඥǔ

Ჭ ᢘᲭ ᢘ   แ

Ĭ  � � ƴ Ƒ Ǖ ư Ŵ Ǜ Ơ Ƴ ƍ ࢳ Ʒཞ
᎑ ዬ � ႎ७ ೞ៲ᐯ ᘉ ᘉ ᙲ ᘐ・ǒ ǔμ  ӳ

Ҿ Ʊ Ơ Ư ŴᲤ ・Щ  ˟ ƴ  �ӏ Ƽཞ
ᎍ Ტ Უध ७ᣓ ᘐܖ ᚸ �・ Ǒǔ Э í î

 �Ʒ ᎍ Ძ૰・ ・ă ɦ

� � Ǜ Ƣ၌ ध ஊ ǔ ӳ Ƹ Ŵ ȋ ȥ ȸ Ȩ ȸ ǯ � ң ˟ Ў  �ӏ Ƽ  �Ʒ ᎍᲢ Უᐥ ・ í î

Წ૰・ ・ă ɦ

ĭ ɶ Ј ƕ � Ʒ Ʊ ʖ ƞ Ǖ Ŵ ƕ � Ʊ Ƒ Ǖ ӳᎋᲫ Ჯ Ჟ෩ ยᘐ ᘉ ᘉ ᘉ ᙲ・ ・ ・ ・ˌɥ ǒ ǔ 

Į ᆇ

į ƕ  � Ʒ Ǜ Ơ Ŵ ң ư Ɩ◌ྸ
ᎍ ፯ध ◌ॖᐯ ᘉ ᘉ ᚐ・ щ ǔ ӳ

Ƴ ෩  ᘉ ƴ ˳ Ǜ ƭ ӳᲢ Უ၃ଏ ৴ ਤᙹǍ β ɧ Щ  

İ ˳ Ŵภ ᘉ  Ŵ Ƴ Ʋ ƴ Ǔ ƴ Ǜ� ӏ ǅƢ Ɯ Ʊ ƕ Ƴ ƍဒਊ ૠ ◌ૅᏦ ᘉ ᚘ・Ǒ  ӳ

˳ ƷᲤ Ჯ Ც・ MI ˌɦ  ӳ Ƹ Ŵ ˳ Ɣ � Ǜ Ơ Ưም Ძ෩ᘉ ᚘ・ ・ ・ ・ǒ  Ǜ ƢᲢ Უถᘉ ᚨ ・ܭ ・

Ƴ Ʋ Ŵ ƴ ϼݣ Ƣ ŵ॰ ・ǔ ǔ

Ʒ ݱ ƴ ƭ ƍ Ư Ƹ ŴᲤ Ჰ Ძബ ச ・ ・δ  Ǜ ˳ ƨ Ǔ Ŵ � � Ʊ Ƣ ŵኖ Ძ Ცᘉ ・ ・ ・ ǔ

Ʒ ƴ Ơ Ư Ƹ Ŵ � ǁ Ʒ ࢨ Ŵ� ƴ ˺ Ƴ Ʋ Ʒ ү Ǜ ʙཎ᧙ᎍ ሥ ኒᲤ ၐႆബ ध फ ᨖ ᘉ ・ ・ˌɥ Э

ƴ Ơ Ŵ ƴ ϼݣ Ƣ ŵ॰ᚸ � ・ ǔ

 �Ჳ ᐯ ᘉ ᘉ・

� �ƕᘉ

ǋ Მႎஇ ᑍɟ

UVCVWUᲫ૰・ ・  ˟ ƴ ཞᎍध ७ᣓ ᘐܖ ᚸ �・ Ǒǔ Э

 � ǯ ȩ ݣ Ʊ Ƴ� Ƹ Ტޅ  Ძ ᲣᲴ ၌ ႎधᘐ・í ǹ ǔ  ư Ƌ Ǔ Ŵ Ƴ � Ǜ ǊƳ ƍ ŵႎ៲  ܹ◌ ᛐμ

 � ǯ ȩ  �Ƴ ƍ Ơ Ŵ ɶ  �Ʒ � ƕ Ƌ ŵ᠉ ሁᲢ Წ ᲣᲴ ႎ៲  ܹ◌î ǹ μ ǔ

̊ ȷ ȷ Ŵ  � � Ŵ ބ᠉ ᠉ኄၐ ၏ ஜ ७ � ᘉ  � Ŵ ӏ Ƽ ŴᲲ Ცဃૼ ബᘉ δ ˌɥ

Ʒ� � Ŵ ሥॸ� ◌ ൢ ◌ૅ ໒Ꮔ ・

 � ǯ ȩ ɶ ȷ Ʒ� � Ǜ Ơ Ŵ  � ƕ ƞ Ǖ Ư ƍ ᎍᲢ Ჭ ᲣᲴ ၌ ဃध ஊ ଐ ध៲ ᨂ・ï ǹ μ С ǔ

̊ ȷ ȷ Ŵ ɶ ȷ � � � Ŵ ǳ ȳ Ȉ ȭ ȸ ȫ ƞ Ǖ ƨ ބኄၐ ၏ ၌ धᏍ ᖎ ᘉ � � ܹ◌・

 � ǯ ȩ ԡ Ǜ Ɣ Ƣ ǄƲ Ʒ ƕ Ƌ ŵᲢ Ხ ᲣᲴ ဃ ၌ ध៲Ꮳð ǹ μ ǔ

̊ ȷ ȷ ᐥ  ɧμ

 � ǯ ȩ Ʒ ƴ Ɣ Ɣ ƣ Ŵ ϋ ƴ ʧ Ƣ Ʊ ࣬ Ǖ Ʒ᧓ ᎍᲢ Ჯ ᲣᲴ ஊ ര ര ध◌ືᘐ ᘍ・ ・ ・ ・ñ ǹ ǘǒ ˌ ǔ ǘ ǔ

̊ ȷ ȷ � ሂ య  Ǒǔ  ƴ Ƿ ȧ ȃ ǯ Ŵ ѣ Ŵᄊ◌ၭ ၐᏦ ᘷ Ꮝ・  ◌ఀ

UVCVWU

 �  � ƴ ƚ ˳ ѣ ư Ƹ Ŵ Ǖ Ŵ ѣ Ŵ Џ Ǖ Ŵ Ƹ Ɯ Ƴ ƍཞᲴ ဃ ၅ ၐଐ ऱ ऒ៲ ឪ・ ・ ・ ・í Ɠ ǔ ǒ

 �  � ƴ ƚ ˳ ѣ ư ǋ Ŵ Ǖ Ŵ ѣ Ŵ Џ Ǖ Ŵ Ʒ Ɯ ǋ ƷཞᲴ ဃ ၅ ၐଐ ऱ ऒ៲ ឪ・ ・ ・ ・î Ɠ ǔ ǔ

 � ƍ  � ƴ ƚ ˳ ѣ ư ǋ Ŵ Ǖ Ŵ ѣ Ŵ Џ Ǖ Ŵ Ʒ Ɯ ǋ Ʒཞ᠉Ჴ ဃ ၅ ၐଐ ऱ ऒ៲ ឪ・ ・ ・ ・ï Ɠ ǔ ǔ

 � ˳ ѣ Ǜ Ơ Ư ◌ Ŵ ǋ Ư ƍ Ư Ơ ƴ� � ƕ Ɯ Ǔ Ŵ ƣ Ɣ Ƴ ѣ ˺ ưཞ ཞᲴ ၐ ၐ៲ ᨂ ឪܤ・ ・ ・ð С ɧμ Ǎ ǘ

Ƒ ƕᚫ  �Ƣ ǋ Ʒǔ

ȋ ȥ ȸ Ȩ ȸ ǯ � ң ˟ ƴ ǔ � ЎᲬ Ტ૰ ೞᐥ Ꮱ・ ・Ǒ 0 Ў Უ・0; * #
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ᲮᲮ ᅠ ・ᅠ

ȷ Ʒ ӧ ƕ Ƌ Ƴ ኬ ᎍၐ ႎ ज़ ௨ ध៲ᓏ ᘉ Ꮱ � ᓏǔμ

ȷ ϋ ƴ Ƴ Ʋ Ʒ ϋ ƕ Ǖ ƕ Ƌ Ƭ ƨཞ֤ ᎍၚ ၐ ◌ွ ၐ൦ ಮ� ज़ ௨ धᐂˌ ɦ ǘ ǔ

ȷ � ၌・  Ŵ Ʒ� �ᎍ Ტ ၐधध থঅ ・ ・ɧ  ѣ � Ƴ Ʋ Ʒ ǋ ƴ Ƣ ŵᢘ Უᆵ ၐ ॰ ૺᏦ ・ ・ Й ǔ

Ჯ �Ჯ � �Ʒᘉ  ܱ◌ ・ ・ ・

ȷ  � Ʒ ᢘ  แᐯ ᘉ ᘉ・ ƴ ӳ Ƣ Ɣ ŵᐲ ǔ

ȷ Ǩ Ȫ ȭ ȝ Ǩ ȁ ȳ Ʒᢘ ஊ ・ǹ

ȷ ƴ  � Ʒ Ǜ җ Ў ƴ Ơ Ŵ ư ӷ Ǜ Ʊ ŵᎍध ଢ ૨ ◌ॖᐯ ᘉ ᘉ ᛟ・ ・ ǔ

ȷ Ŵ ŴምᲢ෩ ౨ ௹ ෩  ᘉ ᘉ ᘉ ɧ ˳ Ŵ Ǧ Ǥ ȫ ȷ Ȟ ȸ ǫ ȸ Ƴ Ʋ Უ৴ᙹ Щ ǹ

ȷ � ʙ Ǜ Ơ ƨ Ǜ ˺ Ƣ ŵ◌ ᡂဎᙲ ・ ・ ・ ・ ǔ

ȷ Ǳ ȥ ȸ ȫ Ʒ ൿᘉ ・ܭ ǹ Ǹ

ȷ இ  ͳ ƴᲢ Უ෩ แᘐ ᘉ・ ・ / 5$15  Ʈ Ɩ Ŵ � Ǜ Ƣ ŵൿᘉ ・ܭ ǔ

◌� Ƹ Ŵ  �ᡫŬ д И Ʒ Ʒ Ɣ Ƣ ŵ֤ ᧓Ძ ৲ᘉ・ Э ǒ ɨ ǔ

ȷ ᘉ・ Э * DI F.

ȷ  � ȩ ș ȫ Ʒ Ӹ Ƹ Ŵ ʴ Ӎ Ƹ ̬ � ƴ Ơ Ư ǋ Ə ŵᎍ ᎍ ፙध ൞ ഇ ஜᐯ ᘉ ᐯ ǒ

ȷ Ძ  Ʒ Ƹ � Ʒ ϋ Ӎ Ƹ Ǜ ƱᲫ Ც Ჟ Ხ Ც Ც෩ ᨂᘉ ᘉ・ ・ ・ ・ ˌ O. ɥ

・ǔŵ

ȷ Ʒ ˺ ݣ Ŵ ƴ Ŵ ◌� � Ŵ Ƴ Ʋ Ʒ ƕ � Ƴཎ ཞ ཎ
ሊဇ ◌ႉ ၐ ႎ൱ᘉ ᔘ Ϭ・ ・ и

Ӓ ݧ ƴ җ Ў Ƣ ŵᡕሥ ኺ Ტ Უᅕ သ ◌ॖឥᘉ ・88 ǔ

ȷ � Ʊ � Ǜ Ơ Ư ̬ Ǜ Ƣ ŵᢠ᧓ ᎋ ॾ ෩ ৸ᘉ ᘉ ・܍ ・ ǔ

ȷ Ƹ� ƴ Ǜ Ҿ֤᧓ ᧓Ძ Ძᘉ・  Ʊ Ơ Ŵ ʖ Ʒ ϋ ƷᲭଐ ଐᘐ ・ܭ ・Щ ˌ

Ƹ Ƴ ƍ ŵᘉ ᘍ ǘ

ȷ ƕ Ƌ Ǖ ƹ Ǩ Ȫ ȭ ȝ Ǩ ȁ ȳ Ǜ Ƣ ŵᢘ ৲ǹ ɨ ǔ

ȷ ƀ Ɓ Ʒ  � ݦ  �ư Ɲ Ʊ ƴ ̬ Ƣ ŵᧉ ᎍ ሥဇ धᘉ ᢿ ᐯ ᘉ Ϭ・ ǔ

ư Ƹ ̬ Ơ Ƴ ƍ ŵሥ၏ ・Ŭ

ȷ Ȑ ȃ ǰ Ʒ ӕ Ǔ ƍ ƕ Ƴ ƍ Ə ƴ Ŵᢌ෩ ෩  ᘉ ᘉ・ ・ ・Ǒ Ҿ ƷᲾ ৴4J

ӏ Ƽ ʩ � ӳ ◌ Ǜ� Ƣ ŵᢘᄩ ᛐ ᚾ  ܱ◌ ・ ǔ

ȷ  � Ŵ Ȑ ȃ ǰ Ʒ ƴ Ƣ ŵ◌ྸ
ሥ ሁᄊ ද ◌ॖภ ・ ǔ

ȷ Ӹ ư  � Ȑ ȃ ǰ Ʒ ȩ ș ȫ ƴ Ǔ Ӹ Ŵ � ӭ Ǜᎍ ሁᲬ Ჾ ᄩဪधᐯ ᘉˌɥ Ǒ

Ƣ ŵᛐ ǔ

ȷ  � Ʒ ј ࣱ ӏ Ƽ ˺ Ŵ ӳ ́ Ʒ Ǜ Ƣ ƨ ǊŴဇ ၐஊ ஊ ৭ ੮ᐯ ᘉ ᘉ・ ・и ǔ

Ǜݑ Ƣ Ɯ Ʊ ƕ Ǉ Ơ ƍ ŵ◌ᢅኺ ஓᚇ ǔ

ȷ  � Ʒ Ŵ ̬ Ŵ Ј  �Ŵ Ŵ � ϼ Ʒ ӏ Ƽ◌ྸ
ሥ ◌ూ ஊᐯ ᘉ ᘉ ᘉ・ ・ ・ ・ ・ ・λ

Ǜ Ƴݲ Ƙ Ʊ ǋ  � ƴ ̬ Ƣ ŵ᧓ ᧉሁ Წ ᘉ ᢿ ・܍ ǔ

Ӌ ȷ  � ȷ ԗ ˟ � � � Ŵ  ��ᎋ Ტ Უଐ ஜ ਦ แᐯ ᘉ ᘉ ᘐ ᘉ ᘉܖ  ܱ◌  ܱ◌・ ・ ・ ・ ・ ・  ŴᲢ Უ

ӓ � แ ܱ◌ ・  Ŵ ƷᲢ Წ Უ င ・ᅹ  � �ᘉ  ܱ◌ ・  Ტ Უแ

Ʊ ǋ Ŵ � ƴ ʖ Ʊ Ʒ Ƌ Ǔ༿◌Ხ ◌ો ऴ  ໜ ܭ èܭ

ȷ  � ӏ Ƽ ̬ Ȟ ȋ ȥ Ǣ ȫ ſ  � ҽ Ѧ ྸ◌ޅ 
ሥ ሥᲴ Ტ Ჰ Ძ Წ Წ Ⴞ Უဃஉ ଐᐯ ᘉ ᘉ ᘉ ᕤ・ ・ ・ ・ž

Ʒᢘ Ძ ൿ ܭ

ǁ ƷᎍᲬ ध
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ĳ ĸ

-114-



Ӌ Ʒᎋ Ჴ ෩ ౨ ௹ᘉ ᙌ ᚇд  
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・ȷ ܤ Ƴ Ʒ Ʒ ƴ Ƣ ᧙ዅࢷ ሁ Ტ Უ෩ ඥ ෩ඥᘉ ᙌ ᘉܤ ̓থঅ ̬ᄩμ д ǔ

  
◌ྸ◌ Ტ Ჭ Უᇹஜ வ

Ʒ  ࣱ μ Ʒ Ӽ ϋᲫ Წ෩ᘉ ᙌ ᐯܤд ɥ  Ʒ Ҿዅ Щ

Ʒ Ʒᢘ ֨ዅᲭ Ხ ဇദ� ਖ਼̓থঅ ̬ᄩ

ŪŪ ҔҔ Ʒ � Ѧ᧙ � ᎍ◌ၲ ᲢᲢ Უᇹ෩ඥ வᘉ ο ᴾ

Ū
◌ྂ

Ū Ʒ◌ྂ ᎍ ถᘉ ͼถݲ ͼ Ӽ ƴ Ǔ ŴᘉǑ Ʒ � ƕ ƴ Ƴ Ǖཞዅ෩ ඞ ◌ऀᘉ থঅɧ ǔ

ᲫᲫ ᘉ Ʒ෩ᘉ ᙌ дƷ ᢘ Ʒ �ᢘ ဇദ� ᙲ �

Ҕ  �Ʀ Ʒ ˂ Ʒ Ҕ Ƹ Ŵ ƴ Ʒ Ƭ Ʊ Ǔ Ŵ◌ྸ◌ ᧙ � ᎍ◌ၲ ஜ Ʒ Ƴ ̅ ƴ ѐ Ǌᢘ ဇ෩ ദᘉ ᙌ д

Ʊ Ʊ ǋ ƴ Ŵ Ʒ  ࣱ μ ƴ Ƣ Ʒ ӓ � ӏ Ƽ ƴ ѐ ǊƳ ƚ Ǖ ƹ Ƴ Ƴ᧙෩ ऴ  ੩ �ᘉ ᙌ ǔܤ д ǔ ǒ

ƍ ŵ

Ūȇ ȸ ǿ

ʙ  � � ſ෩ ಅᘉž  

 � Ў ̓ ſᡮ  ዅᲭ உ ஜ ૠ・ ・ž

җ ʙᲢ Უᅈଐ ஜ ෩ ಅ ஜហ ᘉ ᢿ܌
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Ʒ Ƴ ƍ Ŵ Џ Ƴ Ǜ Ə Ɯ Ʊ ƴ Ǔ Ŵ Ʒᢘ፼ ᎍఌ ਗ ॹ धᘉ ᘍ・Ū Ǎ ɧ Ǒ

Ǧ Ǥ ȫ ˺ Ʒ ү Ǜ၃ ဇज़ ௨ ᨖ ǹ Ǎβ и  ьƞ Ƥ Ư Ơ Ǉ Ə ŵ

Ʒ Ƴ ƍ ፼ఌ ਗ ॹă

Ʒ ƍ Ǐ ƀ ȫ ȸ ȫ Ɓ Ƹ Ƴ Ơ৲ ఌ ਗᘐ Э ɨ ǘ ǔ

ȫ ȸ ȫ ȷ ȷ ͌Ŵ ͌ ƴ Ƣ Ɯ Ʊ ŵᲢ Უˌɥ ǔ

Џ Ƴ ̅ᢘ ဇ ăɧ

◌ྶ
෩ហ ᘉŪ

Ĭ ǁ Ʒ Ʒ Ǜ ݭ Ơ Ƴ ƍ Ƹ Ƒ ŵኳ ᎍ ᎍᲢ Უध ৲ ध ◌ॖ� ৲・ ・ ・ ・ɨ ɨ ǔ

ெ◌ᘉŪݱ

ҽ ෩ຜ
Ĭ ǁ Ʒ Ʒ Ǜ ݭ Ơ Ƴ ƍ Ƹ Ƒ ŵኳ ᎍ ᎍᲢ Უध ৲ ध ◌ॖ� ৲・ ・ ・ ・ɨ ɨ ǔ

� ϵ Ĭ � Ʒݲ Ʊ Ϊኽ ծૼ ◌ોถᘉ ᘉ ᙀ・ ・ ・ ・Ū

ĭ ǿ ȳ ȑ ǯ Ʊ Ơ Ư Ʒ ዅឋ เ ᙀ・ ・

Į ͻ Ʒ ̟ ֨ၷ・о

į ǁ Ʒ Ʒ Ǜ ݭ Ơ Ƴ ƍ Ƹ Ƒ ŵኳ ᎍ ᎍᲢ Უध ৲ ध ◌ॖ� ৲・ ・ ・ ・ɨ ɨ ǔ

İ ʖ ႎ ৲᧸ ɨ

ı Ʒၐ ၐ ◌ၲज़ ௨・ ・

Ĳ ʴ Ʒ Ј ʖဇ ᧸Ꮝ � ᘉ・ ・ ・

Ǣ ȫ Ȗ ȟ ȳ Ĭ ǿ ȳ ȑ ǯ Ʊ Ơ Ư Ʒ ዅឋ เᙌ ᙀ・ ・Ū д

ĭ � � ͻᏯ ᖎ ᘉ ᢿ  Უ

Į ၐ ၌ ध໒ ᐂ

į ԗ Ʒ � ѣ Ʒ Ơ ƨ ˯ Ǣ ȫ Ȗ ȟ ȳ ၐ७ᘐ ᘉথঅ・ ・

İ ҥ Ƴ Ǣ ȫ Ȗ ȟ ȳ  �Ʒ ዜ ਤฌ ຜᘉǔ

ı ǁ Ʒ Ʒ Ǜ ݭ Ơ Ƴ ƍ Ƹ Ƒ ŵኳ ᎍ ᎍᲢ Უध ৲ ध ◌ॖ� ৲・ ・ ・ ・ɨ ɨ ǔ

Ʒ Ʊ Ƹ Ƴ Ƴ ̅ Ƹ ŴᢘႸ ႎ ◌ီ ဇஜஹ ദŪ ǔɧ

ƀ  �Ɓ Ʒ ƴ Ƴ Ƴ ƍ ŵཋ ᢘሁԼဃ ဌ ဇஹ ज़ ௨ ฎᙌ ᘮ  ܹ◌ ・ С ǒ

Ʒ Ⴘ ႎஜஹ ˌ Ʒ Ƴ ̅ ư ƕ Ǧ Ǥ ȫ ƴ Ơ ƨᢘ ᎍ ሁဇദ ध ज़ ௨ɧ ǹ  ӳ ˄ Ʒ ݣ ƴ Ƴ� ƣ Ŵዅ ᎍᘮ  ܹ◌ǒ

ƕ ƞ Ǖ Ƴ ƍ ŵ Ӌ ༀ
ᎍᲢ Უ Ტ Წ Ჰ Უध ฎ・

ほ襾 ฎⓗ ⨨ ・ 䜢
◌ྵ

䜑䛶䚸� 㩭・ ⤖ 襾 ₢ 䛾

ண 㜵 ᢞⓗ ・ 䛾 � 䛿� 䜙䛛䛷䛿䛺䛔䚹

Ʒਖ਼  �ƞ Ƹ Ŵ ſ �ƘᲴ ਖ਼  ž Ƣ Ŵ ſ ƢᲴ ਖ਼  ǔ ž Ʒ Ǔ ư Ơ Ŵ Ǣ Ǧ Ȉ ǫ Ƞᡫ ᅆ੩ ᑍǔ μ

Ʒ Ǩ ȓ ȇ ȳ Ʒ �ƞ ƴ ƭ ƍ Ư Ƹ Ŵ Ʒ Ŵ Ŵ Ŵ Ǜ ́ Ơ Ư ƍ ŵ・ǹ ˌɦ ǔ

� ј Ʒ ƴ �Ƙ ƕ Ƌ ŵᲴ ௐ ਖ਼ �ܭ ̮ᄩ ǔ

ɶ ј Ʒ ƴ ɶ  �Ʒ ƕ Ƌ ŵᲴ ᆉௐ ਖ਼ �ܭ ̮ᄩ ǔ

� ј Ʒ ƴ Ƣݣ Ƹ ư Ƌ ŵᲴ ႎௐ ਖ਼ ᨂܭ� ᄩǔ̮ܭ ǔ

Ʊ Ư ǋ �ƍ ј Ʒ ƕ ǄƱ Ʋ ư Ɩ Ƴ ƍ ŵᲴ ௐ ਖ਼ �ܭ ̮ᄩǜ
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Ძ ̅� ̅ Ⴘဇ ႎ
 ◌࣯ 
ࣱ
◌◌࣯ Ӎ・・Ƹ Ʒ Ј ƴ Ƣݣ ӏ Ƽ � Ʒ ࣯ Ƴᡮ◌ၲॸ� ദᘉ ᘉ ᙀ・ǔ

ኵኵ ጢ ᐥǍ  ǁ Ʒ җ Ў Ƴ Ʒ ̓ Ʊ � Ʒእ ዅ ዜ෩ ਤᣠ ᘉ・ ・

Წ ̅ ဇ   แ

Ʒ� � � Ʒ ӳᘉè  Ŵ ư᧓ჺ ・  Ǜ Ə Ʊ Ŵ � ȷ Ǜ Ƣ Ɯ Ʊ ƕ Ƌ Ʒ ư Ŵ ƕ �൦ ஹ ද ◌ॖᘉ ᘍ Ꮝ ᏽ ᙲ・ ・ ɧμ ǔ

è � Ʒ ƴᘉ・ Ǔ ◌� Ǜ Ƣ Ʒ ư Ŵ ɧ � Ƴ Ƹ ƣ Ŵ ư Ɩ Ǔ Ǜ� Ƙ Ƣ ŵཞ◌ᢅ ᧓ ᧈ७ ஹ ৲ᨂᙲ ᘉ ᘍ・Ǒ й ǘ ǔ ɨ ǔ

Ʒ◌ྶᲬ ෩ហ ᘉ Ʒ ᢘ ဇദ�

ƴ ˤ Ə �ᡯ ᘉ ᘉɧμ

ϐ � Ŵ �� ፭ဃ ◌ ီ ၐ ᑣ � ᘉ ・ɧ

・Ƴ Ʋ ƴ �ॸ� ᘉǑǔ

Ҿ Ǜ Ɣ ƴ Ƣଢ ǒ ǔ Ʒ ◌ၲ ඥᘉ・ ・ˌ 

� ƕ Ј Ƴ ƍ  �Ʒ D ͌ Ǜཞ
ዜᆉၐ ਤᘉ *

ƕ �Ƣ Ǉ ư Ʒᡯ ᧓ᘉ  ǔ

Ȉ Ȫ Ǭ ȸ ͌ D ͌ � Ǜ ਖ਼  =%?* I F.

˂ Ʒ ◌ၲ ඥ・

Ȉ Ȫ Ǭ ȸ ͌ D ͌ �* I F.

Ʀ Ʒ ͌ Ƹ ƴ Ǔ Ƴ Ǔ Ŵ◌ီ・è ɦ Ǒ

Ȉ Ȫ Ǭ ȸ ͌ ư ǋ ƕ � Ƴ ӳ Ŵᘉ ᙲ・ˌɥ  

ư ǋ ɧ � Ƴ ӳ ƕ Ƌ ŵச ᙲ・  ǔ

ȷ � Ʒ �֨ᘉ ᘍ

ȷ ᧓፝ ध ・

ȷ Ʒ ѣ ཞဃ ඞ・ ・

ȷ ӳ ́ Ʒၐ ஊ ・

・・・・・ ・ ・・Ǖ ӳ

D͌* ͌ Ģ ƴI F. ƴ Ƣ ǔ � Ƹ Ƴ ƍ ŵᙲ

�Ǉ ư ƴ Ƣ Ƹ ϼ Ʒ � � ƴ Ƭ Ư Ƴ ŵ᧓ ፗ ◌ီᙲ ・è ǔ Э Ǒ ǔ

Ǜ ƴ ˯� � ƞ Ƥ ϼ Ǜ ƍ ӳ Ŵᡯ ፗ ဇೞᘉ Ꮱ ɦ ǔЭ ǔ  �Ŵ �Ǉ ư ƴᡫ  

�ࢸ Ǜ Ƣ ŵ֤ ᧓ᆆ ౡ ᙲ ǔ

ȷ ◌�д

・ ・・ $ǿȷ
ȷ ᓶ ᣠ

ȷ Ჿ ᙌ・ ・ д

Ʒ ƴ ƍ Ư Ƹ Ŵ ƴ ̔ Ƣ Ə ƴ Ƴ Ʒ ƴ၌ ध ଔᢿ ᘉ ・܍ ・èɟ Ɠ ǔǑ ǔЭ

Ǜ Ƣ Ǖ ƹ Ŵ Ǜ ƞݲ Ƥ ӧ ƕ Ƌ ŵᎋ৲ ॾ ถᙌ ᘉ Ꮱ �・ ・' 5# д ɨ ǔ ǔ

 Ƌ Ǔᢘ 

ᡯ ᘉ  ƴ Ƣݣ ǔ ҄◌ၨ ◌ၲ ඥᏽ ܖ
 � Ƴ Ʋ ƴ �ᡯ ኬ ᆆ ◌ၲౡᘉ Ꮨ ᘉ・ Ǒǔ

Ὠ � ƴ Ƣݣ Ὠᢘ ॸ� ᘉ ǔ

Ƴ Ơ

Ƌ Ǔ
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Yes

・・・・・・↙・・

҄ Ј ƴ ƚ ǔ ࣯ ࣱ � Ʒ ӳሥෙ◌ෟ ᘉ ᘉè Ɠ  

͌ Ʊ Ƣ Ɯ Ʊ Ǜ �Ƙ ਖ਼  ǔȈ Ȫ Ǭ ȸ ͌ Ǜ

͌ Ģ ư Ƹ Ŵ Ơ Ƴ ƍ Ɯ Ʊ Ǜ �Ƙ ਖ਼  ᘉ・

Ƣ Ј ƕ ǳ ȳ Ȉ ȭ ȸ ȫ ư Ɩ Ƴ ƍ Ŵዓਤ ᘉǔ

Ӎ Ƹ Ʀ Ʒ Ʀ Ǖ ƕ Ƌ ӳ Ʒ ǈ � ᙲƓ ǔ 

ᐯ  � �၃ ◌๋ᐯ ᘉ � ᘉβ

ȷ ৲ᙌ' 5# д ɨ

ȷ ◌� ◌ၲ・д

Ȉ Ȫ Ǭ ȸ ͌ D ͌ �* I F.

ԡ Ʒ ƴ Ǜ� Ƣ Ʀ Ǖ ƕ Ƌዜဃ ਤ ◌ૅ ஹ Ɠ ǔ ӳ Ŵ

Ǜ Ƣ Ɯ Ʊ Ǜ Ƣ ŵ◌ྶ
ਖ਼  ហ ᘉ ᘉ  ܱ◌・ ・ ǔ ǔ =%?

Ҿ Ƹ Ƴ ƍ ŵᘉ ᘍ・Щ ǘ  

Ӓ ࣖ Ƴ Ơ
D ͌ Ჶ* I F.

ƴ �Ᏼ ᘉɧμ Ǒǔ

è � ݱ Ʒ Ʊ Ƣஇ ᨂᙲ ᘉ・ ǔ

Ɯ Ʊ Ǜ ਖ਼  =%?

ԡ Ʒ ƴ Ǜ� Ƣ Ʀ Ǖ ƕ Ƌ ӳዜဃ ਤ ◌ૅ ஹ Ɠ ǔ ˌ 

Ҿ Ǜ Ƴ ƍ ŵ◌ྶ
ហ ᘉ ᘉ ᘍ・Щ ǘ =%?

 Ƌ Ǔᢘ 

 � ҄ Ƴ Ʋ ƴ �ၶ ◌ၲ ඥ ᘉܖ Ǒǔ

◌� ʅ ࣱ Ŵ ȓ ǿ ȟ ȳഎ $$ എ ʅ ࣱ Ƴ Ʋ ƴ �എ ᘉǑǔ

No

D ͌ ġ* I F.  Ƌ Ǔᢘ Ǆǅ� �Მ

৲ᘐ Э ɨ

ȫȫ ȸ ȫ
Ტ * D ͌ Ŵ* I F. * V ͌ Უ* ˌɥ

�ƣ Ơ ǋ

� Ƴ ƍᙲ

Ὠ ࣯ ࣱ Ј ƴ Ƣݣ Ὠᢘ ᘉ ǔ

╚ԗԗ Ʒᘐ ・ ・ ᘉ・ ╚

è ・・ Ŵ ݱ ƴ Ƣ ӳᘉ ᘉ・δ ǔ 

Ƹ Ŵ ǫ Ȫ Ǧ Ƞ� ƴၐ သ ◌ॖᘉ
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ᲭᲭ ৲৲ ・ɨ

Ʒ ƴ Ƭ Ư ƞ Ǖ D ͌ Ƹ Ŵ Ʒ �Ɣ Ǌ Ɯ Ʊ ƕ ư Ɩ ŵ◌ྶ
ምծ෩ ৲ ◌ો ൭ហ ᘉ ᚘɨ Ǒ ǔ * ˌɦ ǒ ǔ ǔ

ᲮᲮ ɧ Џ Ƴ ̅ᢘ ဇɧ

ǁ Ʒ Ʒ Ǜ ݭ Ơ Ƴ ƍ Ƹ Ƒ ŵኳ ᎍ ᎍᲢ Უध ৲ ध ◌ॖ� ৲・ ・ ・ ・ɨ ɨ ǔ

ʖ Ტ Უଞ�ย ɥ

�Ჷ Ტ Უ Ჩ Ტ Უ৲ ෩ᘉ・ ・ ・ɨ

� Ტ Უ෩ᘉ・ ・

˳ ƨ Ǔ Ʒ � ˳Ჷ Ტ Უ Ტ Უ Ჩ෩ᘉ・ ・ ・ ・ ・g

� Ǜ Ƣ Ʒ ◌��ᎍ Ტ Უ၌ ध ஊ ध ᘐ ᐥ ᘐ・ ・ǔ

ƴ ˤ Ə � ᘉ ƴཎᲢ Უ၌ धᖎ ᘉ � �
Ȉ Ȫ Ǭ ȸ ͌ D ͌ � Ǜ ਖ਼  =%?* I F.

ɶ ৲ᘐ ɨ

ϛ ѣ Ƴ Ʋ Ʒ � Ƌ ƍ Ƹ � � � Ʒ Ƌ ᎍ၌ ၌ध ध ೞ धᏦ Ꮝ Ꮱ Ꮿ ܹ◌  ܹ◌・è ǔ Ǎ ǔ

D ͌ Ǜ  �ƴ Ƣ Ɯ Ʊ ƕዜᆉ ਤ ਖ਼  ă* I F. ǔ ǔƞ Ǖ ŵ

ʴ ƴ �ဇᏍ � ᘐ ᘉ・ ・ ・ Ǒǔ

� ϛ ѣፗᲢ ੭ ᘐ ᏦǍ  ѣ Ȑ ǤᏦ

ȑ  
ࣱ
ࢸ࣯◌ Ʒ � Უᘐ ᘐ ᘉ・ǹ

Ȉ Ȫ Ǭ ȸ ͌ D ͌ � Ǜ �Ƙ ਖ਼  =* I F. $?

ᘐ৲ࢸ ɨ

Ȉ Ȫ Ǭ ȸ ͌ D ͌ Ǜ �Ƙ ਖ਼  =#?* I F.

Ὠ Ʒ � Ὠᎍၐ धᘉ ᘉ・

Ȉ Ȫ Ǭ ȸ ͌ D ͌ � Ǜ �Ƙ ਖ਼  =#?* I F.

Ȑ Ǥ ǿ ȫ ǵ Ǥ ȳ ƕ Ơ Ư ƍ ӳথঅ ǔ 

 ◌࣯ ƴ � ƕ Ƣ Јࢸ Ʒ ӳ֨ນ ᘉ ᘍ ᘐ ᘉǔ  

Ҿ Ʊ Ơ Ư Ϊ Ʒ ǈኬ ෩ ෩Ꮨ ᙀЩ  

Ʊ Ʊ ǋ ƴ Ŵ ƴ Ǜ Ə ŵᅹ ႎ ഥ ଔ�ᘉ ᘉ ᘍ・ 

Ƴ ӷ Ƹ Ŵ ƚ Ɯ Ʊ ƕ Ǉ Ơ ƍ ŵ◌ᢅ ᢤᆔ ஓᘉ ᘉ・è й ǔ
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Ტ ̅� � � ̅ ဇ ૾ ඥ

ȷ Ǜ ̅ Ƣ ӳ ƴ Ƹ Ŵ ǻ ȃ Ȉ Ǜ ̅ Ƣ ŵ◌ྶ ဇ ဇ෩ហ ᘉ ᘉ・ǔ ǔ

ȷ ș ȃ ȉ ǵ Ǥ ȉ ư Ʒ ӊ ȕ ǣ ȫ ǿ ȸ Ʒ ̅ Ƹ◌ྶ◌ႉ ဇᨊᘉ ᙲɧ

җ  ̓ ǒ Ɣ ƞ Ǖ Ƹ Ư ӊ ư Ƌ ƨ Ǌ◌ྶ ◌ྶ
ዅᲢ Უᅈ ◌ႉଐ ஜ ෩ហ ហ ᨊᘉ ᘉ ᙌ܌ ǔ μ д ǔ

ȷ  �Ʒ ư Ƹ Ʒ � Ƹ Ƴ ƍ ƕ Ŵ ࣯ Ŵ ʩ Ʒ ƴ Ƹ� ᡫݦ ᡮ  ሁဃ ဇૼ ੭ภ ภ  ᘉ ᙲ ᘉ ᘉ・ ・ ・ ・ь δ ь

ư Ƣ ŵᲢ Უ ภé ь ǔ

Ტ Ʒ ˡᲢ Წ Უ ၐज़ ௨ છ

ȷ ƴ Ƴ ӳ ́ ƴ Ơ Ŵ ƴ Ȑ ȃ ǰ ϋ Ʒ ӏ Ƽ ƴ Ʒኬ ႎ ၐ သര ◌ॖ ෩ฆᓏ ᐲ ᘉ ᘉ ܱ◌ ᚇ・ ・ ・λ Ǒǔ Э  ɦ

 �ƕ Ƴ ƍ Ɯ Ʊ Ǜ ư Ƣ ŵა ᄩ◌ီ Ꮉ ᛐ ǔ

Ĭ Ʒ  ҄ᑥ ᛦ
ĭ ҄ Ϲ ƷᲢ Უ ஊ◌๋ ᘉ ᑥ ᘉ・ ・Ǎ  

Į Ȑ ȃ ǰ Ʒ ƴݥ Ʒ Ʒ �ᦋ ኒ ዧ ሁᄊ ᄊ ◌ီ・ ・ ・Ǎ Ǒǔ

Ტ ◌ Ʒ� ◌ᢅᲢ Ჭ Უ ᒵ・й

Ტ ࢸ ɼ◌༾Ტݣ Ხ Უ Ტᆆ ၏ౡᘉ  ◌ܿ・ 226 ) Უ) 8* & Ʒ ʖ ሊᲣݣ ᧸

ЩҾ Ʊ Ơ Ư Ŵ ݧ ݧࢸ Ʒ Ǜ ̅ Ƣ ŵༀ ◌ྶ
ዴ ဇ◌્ ෩ហ ᘉ ǔ

ᲢᲢ Ჯ Უ ・ �ո ◌ᢅ᧙ Ტᘉ ᒵ・ ・ ・ 6 Უ6#%1Უ

Ʒ ƴ Ŵ ࣯ ƴ  � Ƴ Ʋ ƕ Ҿ ư Ŵ◌ᢅ ᡮ ᡮ৲ᘉ ᒵ ᒵ・ ・ ・ ・ ・Ǒǔ ɨ Ǒǔ  ɶ Ӎ Ƹ ࢸ ᧓ኳᘉ ᘉ・ ・ ・ʕ

ϋ ƴ Ŵ � Ŵ ȁ Ǣ Ȏ ȸ Ǽ Ŵ Ԡ Ԉ Ŵ� Ʒ ӳ ́ ƕ Ǖ Ɯ Ʊ ƕ Ƌ ŵ◌ྵ
ሁ ၐ൦Ꮝ ᏽˌ ɧμ  ǔ ǔ

ʖ Ʒ ƨ Ǌƴ Ƹ Ŵ Ʒ Ʒ � Ƴ Ʋ Ǜ Ʒ Ŵ  �Ǜᡮᎍ ᎋ◌ၐႆ ध ೞ ೞ ॾ ൿ᧸ ᘉ Ꮱ Ᏼ Ꮱ ᘉ ᘉ ・ܭ ・ ・ ・Э Ǎ ɥ Ǎ

・ǔŵ

Ტ ǫ Ȫ Ǧ Ƞ�Ტ Ჰ Უ ၐᘉ
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Ƣ ŵද ◌ॖ ǔ

Ტ ˺Ტ Ჱ Უ ဇ◌๋ ᘉ � и

ƴ Ƹ Ŵ Ӹ ӷ ӷ Ӹ ư Ƹᎍ ᎍႺ Ტ৲ ध ൞ धɨ Э  ӭ  � Ƴ Ʋ Ŵ Ŵ Ʀ Ʒ ˂ Ʒ ʙ ƴᲣဪ ဃ உ ଐ ෩  ᘉ ・+& Ǎ

ƭ ƍ Ư Ʒ ӳ Ǜ ƣ Ȑ ȃ ǰ Ɲ Ʊ ƴ� Ʒ Ǜ Ƭ ƨ ư Ƣ ŵༀ
ኬ � ද ◌ॖ  ܱ◌・ ・ɥ ǔ

Ტ ◌� ˺Ტ Ჲ Უ ဇ◌๋ ᘉ � и

Ӓ ࣖ Ŵ Ǣ Ȭ ȫ Ǯ ȸ Ӎ Ƹ Ǣ Ȋ ȕ ǣ ȩ ǭ Ƿ ȸ Ӓ ࣖ Ǜ Ǔ Ơ Ɯ Ƣ ӳ Ƹ Ŵ ƕ༏ ◌ྶᡉ ᢘጮ◌ႆ ඹ ෩ឪ ហ ᘉ・ ࣖ

・・ǔ ・・ǔӳ ŵ

ᲢᲢ Ჳ Უ # ᘉ#$1 ෩  ᘉ &ȷ Ტ&Ტ 4 Უ4JQᲣ  Ʊ ʩ � ӳ ◌�ᢘ ᚾ
ȷ Ҿ Ʒ ӷ Ʒ Ǜ ̅ Ƣ ŵ◌ྶ ဇ෩  ෩ហᘉ ᘉЩ #$1  ǔ

ȷ Ʒ ӳዬ �  ӳ Ʒ ̅ ǋ Ƣ ŵᢘ ᎋ◌ီ ဇ ॾᘉ ǔ

ȷ ƴ Ʒ Ǜ ̅ Ơ Ư ǋ Ҿ ˳ Ӓ ࣖ Ǜ Ɯ ƞ Ƴ ƍ Ʒ ư Ŵ◌ྶ
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Ƣ Ɯ Ʊ ƴ Ҕ Ƴ բ Ƹ Ƴ ƍ ŵ�ႎ৲ ɨܖ ǔ
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 � � �Ŵ  �� Ŵ ӓᲢᐯ ᘉ ᘉ ᘉ・ ・  � Ƹ ŴᲣ

ӷ Ʒᆔ ᘉ ᘉ・  ƴ јᢤ ஊ

 � � �ŴᲢᐯ ᘉ ᘉ ᘉ・  ӓ �Ŵ  �� Ǜ ԃ・

ǉ ŵ ǛᲣ ਖ਼  = %?

 � ƴ ƭ ƍ ƯᲭ ᐯ ᘉ ᘉ・

Ʒ  � � Ƹ Ŵᘐ ᐯ ᘉ ᘉЭ Ŵ

ஊ ј ࣱ Ǜ Ƣ Ǩ ȓ ȇ ȳ ƕ ʅ Ơ ƍ Მᅆஊ ǹ

 � ƨ Ǔ Ʒ  � � Ƹ Ŵ ˳ Ǜ Ơ Ƴ ƕᎋ ॾᐯ ᘉ ᘉ ・ ・

ǒ � Ʊ Ƣ Ɯ Ʊ Ǜ �Ƙ ਖ਼  O. ǔ Ძ= $?

 ʴ ᅹ ᘐ・

Ŵ Ʒ Ƴ Ʋሂ ၶᏽ ᘐܷ܇ ܇ܷ ・

Ὠ ၌ Ʒ၌ ध ᐯК  � Ʒ ᢘᐯ ᘉ ᘉ・ Ὠᢘ ・

ᅹင ᘐ・

� ሥᐥ ᘉ ᘐ・

Ƴ Ʋᘐ・ ・

 � Ǜ �Ƙ ਖ਼  =ᐯ ᘉ ᘉ・ #?

ӓ �Ӎ Ƹ ӓ �Ʊ � �  �� Ʊ Ʒ ́Ტ Უဇᘉ ・  Ǎ

◌ૢ�  ᅹ ᘐ・

ʴ Ŵ ʴ᧙ ራ ፗ ੭ᐐ ᘐ・ ・ ᧓ ራ ፗᏂ・ Ŵፗ ੭ ᘐ

� Ƴ Ʋၐ◌ౢ�Ꮸ ᘐ・
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Ძ ̅� ̅ Ⴘဇ ႎ
ᘉ ݱ Ʒ Ӎݲ Ƹெ◌ ૠ ถᘉ Ƹ Ʒ  �ƴ Ǔ Ƴ Ј Ӎሶ◌ီೞ Ꮱ ᘉ・Ǒ ・・Ƹ Ј Ʒ ʖ ƞ Ǖ ƴ Ơ၏ݣ ७ยᘉ ǔ

ƯƯ Ŵ ഥ Ǜഥ ᘉ  Ǜ ǔƜƜ Ʊ Ტ ӍᲢ Უ◌ႎၲ ৲・ ɨ ・・Ƹ Ј Ǜ Ƣ Ɯഥ᧸ᘉ ǔƜ Ʊ Ტ ʖ ŵᲢ Უႎ ৲᧸ ɨ

̅� ̅ ဇ  แ
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ƴ Ƣ ݱ Ʒ Ƹ Ŵ Ƌ Ƙ Ǉ ư ǋ ư Ŵ Ư Ʒ ƴ ӳ Ƣ ǋ Ʒ ư Ƹ Ƴ ƍ ŵႸᅆ ၐ ெ◌ ૠᘉ ᐲᚨ ܭ Ūˌɦܤ μ ǔ

䘡䘡㻌

ݳݳ

ͻ ࣱ � ϋ Јᔟ ᘉ ・ 

Ƴ Ј Ǜ Ǌ ӳሶ ᘉ ᛐ・ ǔ 

ᲮᲮ ᘉ ݱ ҽ Ʒ ᢘ ဇெ◌ ෩ ദ�ຜᘉ

Ģ  Ǜ� ዜ ਤ2NV

Ģ  2NV .
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ŦŦ ᘉ ᘉݱ ◌ெݱ ถ ถݲ

ƴƴ Ј ᘉ ・Ǒǔ
ƴ Ŵ Ŵ ɶ Ŵཎ ዡ ኺ ኒᲢ ᅕᐏ ・

Ŵ ҄ Ƴ Ʋ Ʒ Јሥ Უෙ◌ෟᏍ ᘉ

Ŧ  Ŧ  Ʒ Ŵཞᅹ ७ᘐ ᘐ・ Э Ŵ ̛̛ ϼ Ʒፗႎ᙭ ᘍ・ Э

ࢳࢳ Ƴ Ʋᎍႎೞ धᘐ・

ਖ਼ਖ਼  Ƣ Ტ Წǔ &Უ&Უ

Ƴ Ơᢘ 

৷৷ ഫഫ Ģ  2NV .
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No
Ƌ Ǔᢘ 

䘡㻌Ƴ Ơᢘ 

Ģ  Ǜ� ዜ ਤ2NVਖ਼  ƢƢ Ტ Წǔ &Უ&

 Ŧ Ј ᘉ・ ・
Ϲ �  ܹ◌ ・

ʖ Ӎ Ƹ ◌ၲ᧸ ・
ਖ਼  Ƣ Ტ Ძǔ %Უ%

Ģ  2NV .
� ϋ Ƴ Ʋᔟ ᘐ・

Ŧ ƕ ޅ � ഥ ᘉ・  

Ƌ Ǔᢘ 

Ƴ Ơᢘ 

Yes

Ģ  Ǜ Ơ ƯႸ ਦ  ܱ◌ ・2NV .
ɶ ◌� � ǫ Ȇ ȸ Ȇ ȫᏦ

・λ・
ਖ਼  Ƣ Ტ Წǔ &Უ&

Ģ  Ʊ Ƣ ŵ2NV . ǔᆲ◌ౢ・ Х ਖ਼  Ƣ Ტ Წǔ &Უ&

ਖ਼  Ƣ Ტ Წǔ &Უ&

No

ҥ ˮ Ʒ Ƹ Ŵ � ϵ ኽݱ Ჴ৲ ൔ ૼ ெ◌ᘉ ᘉ・è ɨ

ҽ ƕ Ǉ Ơ ƍ ŵ◌ྶᲴ Ჷ Ძ Ჴ Ძ Ჴ Ძ෩ ෩ ஓຜ ហ ᘉ

ӧ ư Ƌ Ǖ ƹ Ŵ Ɣ ƴᡮᏡ Ǎ

� ϵ ӏ Ƽ ኽૼݱ ெ◌ᘉ ᘉ・

ҽ Ǜ෩ ৲ຜ ɨ
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ᡯ ᘉ  ◌ၨᏽ
ʖ ႎ᧸

�� ƕ �Ƣ Ǉ ư Ʒ Ŵ Ơ ƨ ưཞ᧓ೞ ७Ꮱ থঅ ǔ

Ŧ ϋ Ϲሥછ ᘉࣱᆔ  

�Ტ Ჾ Ჽ Უ Ƣᎋ ॾ ǔ
ȷ ࣯ ƴ  ƴᡮ Ჶ

Ơݲ ŴЈ ƕ Ƌ ӳཞၐถ ᘉ ǔ 

Ј Ʒ Ƴ ƍ �ཞ Ჾ Ჽၐ ॸ�ᘉ 䘡 Ƴ Ơᢘ 

� ƴ ࣖ ơ Ư Ŵᙲ

Ϲ ǋ ́ ◌ၲ ဇ৴ ඥ

Ŧ ၌෩ धᘉ

ਖ਼  Ƣ Ტ Წ Უǔ

 ƴ Ჶݲ ถ

Ј ͼ Ӽ ƕ Ǌ Ǖ Ʊ Ɩᘉ ᛐ ǒ ǔ

 � ƴ◌ၨᏽ

Ƣݣ ǔ ҄ ◌ၲ ඥܖ
ਖ਼  Ƣ Ტ Წ Უǔ

・  Ǜ� ዜ ਤ

҄ Ǜ ɶ Ŵࢸ Ǜ Ơ Ƴ Ƙ Ư ǋ◌ၲ ඥ ഥ ᘉܖ ・

Ģ  ƴ� Ơ ƨ �・ ь ǒ 

Ʀ Ǖ Ʒ Ƹᨀ ᘉ ᙲ・ă ˌ ɧ

 �ᡯ ኬ ᆆ ౡᘉ Ꮨ ਖ਼  Ƣ Ტ Წ Უǔ

ݱ  
ࣱ
ݲ �ཎ ከ Ტ Უ◌ ႆ ၏ெ◌ ૮ถᘉ ・ ・

ݱ  
ࣱ
ݲ ከ Ტ Უ၏◌ఀ� ெ◌ ૮ถᘉ ᘉ ・ ・ ・

Ƴ ƍ Ɯ Ʊ Ǜ ਖ਼  ᘍ ǘ Ტ Წ Უʖ ႎ᧸

䘡Ƴ Ј Ƴ ƍ Ơཞ
ሶ ၐᘉ・

Ƴ� ӳഥ ᘉ   
Ƌ Ǔᢘ Yes

No 
Ƴ Ơᢘ 

ϐ �ဃ ᑣ � ᘉɧ

�� ፭◌ ီ ၐ ・
ġ  �

ਖ਼  Ƣ Ტ Წ Უǔ

Ƴ Ơᢘ ᢘ䘡
Yes

No

Ɣ Ƴ Ј ƕ Ƴ ƍ ӳཞၐଢ ᘉǒ  
Ș ȑ Ȫ ȳ ឪ   

ࣱ
◌ ݱ ݲ ��Ტ Უၐெ◌ ถᘉ ・ ƚ Ɯ Ʊ Ǜᢤ ਖ਼  ǔ Ტ Წ Უ

㸺  ƴ ˯� Ơ ƨ ӳɦ  

 
ࣱ

◌◌࣯ ◌ႉ ၏ᘉ

࣯ ࣱ� �� Ǜ Ƙ◌ྶ◌ Უ◌ႉ ၏ ᨊᘉЭ
 ƴᲶ Ძ

˯ Ơ ƨ ӳɦ  

ਖ਼  Ƣ Ტ Წ Უǔ

 
ࣱ

◌◌࣯ �� ◌ྶ◌ ◌ႉ ၏ᘉЭ Ȉ Ȫ Ǭ ȸ ͌  � �

Ơ ƨ ưཞ ७থঅ

ƨ Ʃ Ơ Ŵ Ҕ ƴ Ǔ Ŵཞᎍ ◌ၲध ඞ ・Ǎ  Ǒ

Ȉ Ȫ Ǭ ȸ ͌ Ǜ Ģ  � �

ƴ Ơ Ŵ Џ ƴ  
ࣖ
ᢘݣ ᢘ・
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ᲭᲭ ৲৲ ・ɨ
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Ხ јᲮ ј Ʒௐ ᚸ �
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Ơ Ə ŵም ᘍ

・ ݱ ዮெ◌ ૠᘉ ᘉ・

�� ෩ᘉ・ ・ O. gg

ᲬᲬ
ᲭᲭ

ggᲭᲭ

  Ơ Ƴ ƍ ◌ྸ
ь ĭ◌ྸ ဌ ĭ
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Ძ

Წ

Ჭ

Ხ
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ኺ ƴ ƕ �ኺ ႎ ౨ ௹ ᙲ・
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ƴ ݱ ƕ Ơ Ƴ ƍ ŵ፻ ଐ ெ◌ ૠᘉ  ь
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Ʒ ſ Ǜ Ӌ ༀ
Უௐ ᚸ �
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ȷ ݱ ӷ ˳ᆔ৴ ெ◌ ৴ᘉ Ƴ Ʋ

 Ơ Ƴ ƍ ◌ྸ
ь Ĭ◌ྸ ဌ

Ƃ ݱ Ҿ ƃཎ ◌ီெ◌ ৴ᢿ ᘉŬɟ

ƴ Ƣݣ ӷ ˳ ƕ ᧙ᆔ ৴ǔ ɨ

◌�  �ƴ ǋ Ʒ၃ ႎ ೞܖβ Ǒǔ

ȷ ༏◌ႆ

ȷ ၐज़ ௨
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ȷ Ᏹ ᏽ  Ƴ Ʋ

ЩҾ Ʊ Ơ Ư

�� ӳ ᢘݱ ெ◌ᘉ・

ҽ Ǜ ̅ Ơ Ƴ ƍဇ෩ຜ

䘡㻌
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�� ӳ ݱ ҽ ƕᢘ ெ◌ ෩ຜᘉ・ ・λ  Ŵ� ј Ʒ・  ӳ
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Ƣ ŵᲢ Წ Უǔ
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Ʒ ˡ Ӌ ༀ
Ტ Წ Უ Ტ Შ Უၐज़ ௨ છ 2

ƴ Ȑ ȃ ǰ ϋ Ʒ Ȑ ȃ ǰ Ʒ ƴ ƭ෩ᘉ ᘉ ܱ◌ ᚇ・ ・ Э Ǎ  ƍ Ư Ŵ  �ƕ Ƴ ƍ Ɯ Ʊ Ǜ ư Ƣ ŵა ᄩ◌ီ Ꮉ ᛐ ǔ

ࢸ ɼݣ Ʒ ʖ ༾◌ݣ
ሊᲢ Ჭ Უ Ტ Ყ Უᆆ ၏ౡ ᧸ᘉ  ܿ◌・ 26 ) 8* &

Ҿ Ʊ Ơ Ư Ŵ ݧ ݧࢸ Ʒ ݱ ҽ Ǜ ̅ Ƣ ŵༀዴ ဇ◌્ ெ◌ ෩ຜᘉЩ ǔ

� Ӌ ༀո ◌ᢅ᧙Ტ Ხ Უ Ტ ᲣᲢ Ჭ Ჯ Უᘉ ᒵ・ ・ ・ 6#%1 2

ǵ Ǥ Ȉ ȡ Ǭ ȭ Ǧ Ǥ ȫ ◌� � ˳ ݱ ҽ Ӌ ༀ
Ტ Ჯ Უ Ტ Ჽ Უ Ტ Ჭ Ჯ Უ৴ ெ◌ ෩ᨏ ຜᘉǹ 2

ӳ ݱ ҽᢘᲢ Ჰ Უ ெ◌ ෩ຜᘉ* . #

ݱ ɧ ࣖ ƴ Ơݣ Ư ј Ƴ ӳཞெ◌ ७ ஊᘉ ᘉ・  ・ ・ #$Ŵ ӷ Ʒ ᘉ1 ݱ  ҽ Ǜ ̅ Ƣ Ɯ Ʊ ƕဇெ◌ ෩ ஓຜ ǔ

Ǉ Ơ ƍ ŵ Ƴ Ŵ ݱ ɧ ࣖ ƴ Ƹ Ŵ ݱ Ҿ ƴ Ƣݣ ӷ ˳ ƴ ǋ Ʒ ǋ Ƌ ŵཞ ཎ
ᆔ◌ီெ◌ ७ ெ◌ ৴ ৴ᘉ ᘉ ᘉ・Ɠ ǔ Ǒǔ ǔ

ȷ 4 �Ტ Ჱ Უ ෩  ᘉ#$1 & Q Ʊ ʩ � ӳ ◌�ᢘ ᚾ 

Ҿ Ŵ ӷ Ǜ ̅Щ #$1  Ƣ ŵ ʩ � ӳ ◌ Ǜ� Ơ Ư ǋ ƍ Ʒ ྵ◌ݱ  ᢘ Ⴞ Ტဇ ဦ ᘉᚾǔ Ǒ ҽ Ƹ ◌ྶெ◌ ෩ຜ ហ ᘉ

Ǜ Ǆǅԃ Ǉ Ƴ ƍ ƨ Ǌ ŵ 4 � Ʒ ӳ ŴᲣ ᨏ & Q  & 4 � ݱ ҽ Ʒ ̅ ƕ Ǉ Ơ ƍ ŵဇெ◌ ෩ ஓᨏ ຜᘉQ

Ơ Ɣ Ơ Ŵ Ƹ Ŵ 4 � ݱ ҽ Ǜ ̅ Ơ Ư ǋ ƍ ŵዬ � ဇெ◌ ෩◌ᨗ◌ ຜᘉ・ & Q Ǒ

Ǉƨ Ŵ 4 � ƴ 4 � ݱ ҽ Ǜ ̅ Ơ Ư ǋ Ŵ Ҕ Ƴ բ Ƹ Ƴ ƍ ŵ�ᎍ ဇ ႎध ெ◌ ෩◌ᨗ◌ ᨏ ຜᘉ &ܖ Q & Q

ƕ ƷᲢ Ჲ Უ ෩  ᘉ ᐲ ᘉ・#$1 ɧɟ

ǉ Ǜ ƣࢽ ӳ Ʒ ݱ ҽ Ǜ Ƣ ӳᢘ ெ◌ ෩ຜᘉ ᘉ・Ǎ ɧ ǔ Ŵ Ơ Ə Ʊ Ƣ Ʒ ˳ ̖ƕ ̿৴ᘉ ᙌ・ Ǒ ǔ д

ˌɥ・ ӳ Ŵ Ӎ Ƹ ƕ ˯ � ݱ Ʒᎍध ᱫ δ  ӳ Ŵ ӧ Ƴ Ǔ ݱ Ǜ Ƣ Ɯ Ʊ ƕ Ǉ Ơ ƍ ŵᎋඹ ெ◌ ॾ ஓᨂᏡ ᘉ・ ǔ

ȷ ݱ Ʒ ӏ Ƽ Ʀ Ʒᢘ ፗᲢ Ჳ Უ ඹ ੭ ெ◌ᘉ ᙌᛦ・

� � Ʒ ƴ Ƌ ƴ Ơݣ Ŵ ˺ Ʒ ư Ŵ ݱ Ʒࢸ ƕ Ǉ Ơ ƍ ŵཞ ᎍᲭ Ⴘဇ ႎ७ ध ഥ ெ◌ ඹ ৲ ஓ᧸ ᘉ ・ˌɦ ǔ и ɨ

Ǣ Ȋ ȕ ǣ ȩ ǭ Ƿ ȸ Ƿ ȧ ȃ ǯ Ʒ Ƴ ˺ ƕ  �ư ǋ ƞݑ Ǖ ƨ ӳሁ ሶᲫ Ძဇ ᚇ・ и  

ŷ Ʒ Ʒ Ʒ ϼ ư ʖ ư Ɩ Ƴ ƍ Ŵ Ŵ Ŵ Ԡ Ԉ �༏ፗ ሁᲬ ᆔ ၉ ◌ႆ৲ ᧸ᕤ ᔽ ・д Э ɨ  Ŵ ˯ ሁᘉ  ɦ Ʒ ˺ ဇи

・  ˌɥ ƞ Ǖ ƨยᚇ  ӳ

Ʀ Ʒ ˂ Ʒ ӳᲭ Ტ Ჲ Უ・ɥ  

̅ Ʒဇ ද ◌ॖ ໜɥ
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̅� Ⴘဇ ႎ
ʅ Ơ Ư ƍ Ʒ Ϲഎ ૠᙐǔ   Ʒ ӷ Ϊ ƴ ƕ ɼ Ⴘ◌ႎၲ ႎ৲ᙀ܇ ・ ・Ǒǔ ɨ

̅ ဇ  แ

˂ ƴ ư ј Ƴ Ў Ӎ Ƹ ˊ Ҕ Ȫ ǳ ȳ ȓ Ȋ ȳ Ȉ Ƴ Ʋ ƕ Ƴ ƍ ӳ ƴ Ʒ ǈ ᢘ Լ Ტ Უႎ ဒௐ ஆᘉ ᙌ ᕤ ᙌܤ ・Ū μ д д  

ƴ ȗ ȭ Ȉ ȭ ȳ ȓ ȳ Ŵ ҄ Ў Ȉ ȭ ȳ Ȝ ȗ ȩ ȁ ȳ Ǜ Ơ Ŵ᧓ ᧓Ტ Უ Ტ Უ৲ ยᢿ ・ܭ ࣱ・ ・Ū ɨЭ 26 ǹ #266

Ŵ Ŵ Јᘐ・ ・&+%   ȷ Ʒᘉ ᘉ・  ӳ ư Ƹ ȕ ǣ Ȗ Ȫ Ȏ ǲȳ ͌ ǋ Ƣ ŵย ܭ ǔ

Yes

ϋ Ϲሥછ ᘉࣱᆔ  

Ტ Უ&+%

. ǹǢ ȑ ȩ Ǯ Ȋ ȸ Ǽ

ո᧙৲ ɨ

Ј ᘉ・ ・

ĢᲤ Ტ Უ÷

Ӎ Ƹ ġᲢ Უø

ĢᲤ Ტ Უ ᨂ÷ ɥ g

Ӎ Ƹ ġᲢ Უ Ჟø

ȕ ǣ Ȗ Ȫ Ȏ ǲȳ ͌Ფ

ġ

ų Ӎ Ƹ Ɯ Ǖ ƴ Ƣ ֨ޒˌɦ ǔ

ү ƕ Ƌ ӳᨖ ǔ 

Ƌ Ǔᢘ 

Ƴ Ơᢘ 

� ϵ Ʒ ᢘኽᲯ ဇૼ ദ�ᘉ ・

ʖ ႎ ৲᧸ ɨ ј Ƹௐ ଢ Ɣ ư Ƴ ƍଢ ǒ

ӧ Ƴ Ɣ Ƴ Ǜᡮ ৲ ਖ਼  Ꮱè ǒ Ǎ ɨ Ძ= %?

ƞ Ǖ Ư ƍ ј ȷ ј ƴ ƍ Ư Ƹ Ŵ Ɣ Ʒ১ ௐ ଔᏡᛐ ・ǔ Ɠ ǒ

Ȉ ȩ ȍ ǭ ǵ Ƞ Ʒ Ǜዴ Ტ Უ◌ၲ৴ ඥ ৲ ਖ਼◌๋ ᣠ  ・ɨ $ �

No

�Ꮑ  ܹ◌

ᇹ ñ ʅ܇ ၐഎ

ừᇹ ʅ ܇ ǄƔၐഎ
Ფ Ј Ƌ Ǔཞၐᘉ

Ფ ϼ ፗႎᘉᚇ ・

Yes

No

Ƌ Ǔᢘ 

Ƴ Ơᢘ 

・Ϲ  Ϲ  Ʒ ᙀ܇ Ϊ Ὠᙀ

Ʒ Ϲૠᙐè   ƕ ˯ Ơ Ŵ Ј ͼ Ӽ Ʒ Ƌ ӳᘉ܇ ࣱ・ ɦ ǔ 

ƴ ਖ਼  ・ % ŵ� Ƴ Ϲሶ・  � Ǜ ԑ Ơ Ư ƍ ӳ ܹ◌ ǔ Ǜ ᨊ

 ƍ Ư Ŵ Ʒ Ǜ Ơ Ƴ ƍ ͻᘉ ᙲ・ ・  ƴᎍ ᎍध धᘐ・Ǎ Ɠ

ƍ Ư Ŵ � ϵ Ʒ ʖ Ƹ Ơኽ ႎૼ ৲ ਖ਼  ᧸ᘉ ・ ɨ Ƴ ƍ ŵ $� �

ƪ ƴ ̅ ư Ɩ Ƴ ƍႺ ဇ  ӳ

ȓ ǿ ȟ ȳ Ʒ� ዅᙀ

ј Ʒ ј ࣱ Ƹௐ ஊè

ƞ Ǖ Ư ƍ Ƴ ƍᅆ

ȗ ȭ Ȉ ȭ ȳ ȓ ȳ ӳ ˳ᙐ ᙌ д

Ʒ ̅ Ǜ Ტဇ ਖ਼  Ძ Უ$ Ƌ Ǔᢘ 

�ᡫ

ዬ � ・

ӳᙐ   Ϲ �  ܹ◌

Ʒ Ƴ ƍຜ ᙌ・ д

 Ϲ  ʅ ၐഎ܇

ǯ Ȟ Ȫ ȳ ኒ ᕤ д
Ტ ȯ ȫ ȕ ǡ Ȫ ȳ Ƴ ƲᲢ Უ

ј Ʒௐ Ʒ ዬ � ദᙀ
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ᲭᲭ ৲৲ ・ɨ

Ƴ ј Ǜ Ƣࢳ ƨ Ǌƴ � Ƴ Ʒݱ Ϲ◌ྸဃ ႎ ഥ ௐ இᘉ ᙲ・ ǔ   Ǜ Ŵ Ʒ͌� �  �Ʊ Ƣ ŵᆉദ܇ ࣱ・ ・ ǔ

Ǒ・・   Ŵ Ϲ Ǜ  Ƥ ƞ ƴǊ ƨ� Ƴ Ƹ Ŵ ˳  I� ƨ Ǔኖ � Ჟ Ძଞ ৲ᙲ܇ ࣱ・ ・ ・ ・ɥ ǔ ɨ  M ä

� g �� �Ტ Უᘉ・ ・ ・ ኖ
˳ Ʒ ӳ・Ŭ  Ŵ Ⴛ �ኖ �

ᲮᲮ ɧ Џ Ƴ ̅ᢘ ဇɧ

� Ʒݲ Ʊ ΪᲢ Ძ Უ ծ◌ોถᘉ ᙀ・ ・ ・

ǿ ȳ ȑ ǯ Ʊ Ơ Ư Ʒ ዅᲢ Წ Უ ឋ เ ᙀ・ ・

ͻ Ʒ ̟ ֨Ტ Ჭ Უ ၷ・о

ǁ Ʒ Ʒ Ǜ ݭ Ơ Ƴ ƍ Ƹ Ƒ ŵኳ ᎍ ᎍᲢ Ხ Უ Ტ Უध ৲ ध ◌ॖ� ৲・ ・ ・ ・ɨ ɨ ǔ

ʖᲢ Ჯ Უ ႎ ৲᧸ ɨ

ƷᲢ Ჰ Უ ၐ ၐ ◌ၲज़ ௨・ ・

ʴ Ʒ Ј ʖᲢ Ჱ Უ ဇ ᧸Ꮝ � ᘉ・ ・ ・

ᘉ ݱ  
ࣱ
ݲ ከ ၏◌ఀ� ெ◌ ૮ถᘉ ᘉ

ᲢᲢ 6 Უ662Უ

έ ࣱ 

ࢸ ࣱ

� ϵ Ǜ Ʊ Ơ ƨ ʩኽ ፗ ◌ၲૼ ੭ ෩ ੭ ඥᘉ ᘉ・ ・

� Ʒ �̿Ტ Ჩ Უᘉ・ ・ ・  Ǜ Ə Ɯ Ʊᘍ

Ǜ �Ƙ Ƣਖ਼  ǔ ŵ ᲼

� ϵ Ǜ ƍ ƨ ʩ Ƹ Ŵ ƣ�ኽ ဇ ◌ၲૼ ੭ ඥᘉ ᘉ・ ・

Ơ ǋ ј ư Ƹ Ƴ ƍ ŵஊࣱ ࢸ

ҥ ư җ Ў Ƴ ј৲ ௐ・ ɨ

Ϊ Ϲᙀ Ŭ܇   Ʒ ɶ ӓᘉ  ƕ Ʒ◌ྙ
 ӳ

Ὠ ᘉ ・  Ʒ Ϊ Ὠᙀ܇

Ὠ

̅� � � ဇ ඥ
� ϵ Ǜ Ƣ ӳኽૼ ᘉ ᘉ・ ・ ǔ ƴ Ƹ Ŵ ǻ ȃ Ȉ Ǜ ̅ Ƣ ŵဇᘉ・ ǔ

� Ʒ ɶ ư Ơ Ŵ ࢸ ƪ ƴ � Ǜ Ƣ ŵႺ◌ँ ภ ᗡ ᗡ ᙲ ᘉᚐ ᚐ・ ・ ・é ǔ

ƪ ƴ ̅ ư Ɩ Ƴ ƍ ӳႺ ဇ  Ƹ Ŵ � � ư ̬ Ơ Ŵ ࢸ ϋ  ̅ ƴ Ƣ Ɯ Ʊ ŵ᧓Ჰ ဇᗡ܍ ᚐ ・é ˌ ǔ

Ʒ ˡᲢ Წ Უ ၐज़ ௨ છ
ƴ Ȑ ȃ ǰ ϋ Ʒ ƴ ƭ ƍ Ư Ʒ  ҄෩ᘉ ᘉ ᑥ ܱ◌ ᛦ・ ・ Э Ŵ Ϲ ᘉ  Ʒ Ŵ Ȑ ȃ ǰ Ʒ ƴᄊஊݥ ・ ・ ・Ǎ Ǒǔ

Ʒ  �ƕ Ƴ ƍ Ɯ Ʊ Ǜ ư Ƣ ŵᦋ ኒ ა ᄩ◌ီ Ꮉ ᛐ・ ǔ

Ტ Ჭ Უ

Ტ Უ
Ტ Უ

Ტ Უ
Ტ Უ

ǯ Ǩ ȳ ɶ ˯ ǫ ȫ Ƿ Ǧ ȠᲢ Უၐᣠ ᘉ・

 ƴ Ʒ Ơ Ƽ Ǖ ŴᲛ৲ ද ◌ॖ ਦ・ ・ɨ  Ƴ Ʋ Ʒ Ǜ Ǌ Ɯ Ʊ ƕ Ƌ Ǔ Ŵ� Ƴ ӳཞၐ◌ ൢ ᙲᛐ ǔ  ƴ Ƹ ǰ ȫ ǳ
ȳ ǫ ȫ Ƿ Ǧ Ƞ ǫ ȫ Ƿ Ǧ Ƞ ԃ Ǜ Ŵ ◌� Ʊ Ƹ Ƴ ◌� Ɣ Ǐ Ƭ Ƙ Ǔ ◌� Ƣ ŵሁ ◌ီஊ දᣠ ᙌ ᘉ Ꮶ Ꮶ ܱ◌・ ・д ǔ ǒ ǔ

� Ӌ ༀո ◌ᢅ᧙ Ტ Უ Ტ Უᘉ ᒵ・ ・ ・

Ȋ Ȉ Ȫ Ǧ Ƞ Ʒ ᒵ・

ư ƞ Ǖ Ȋ Ȉ Ȫ Ǧ Ƞ  ኖ � ኖᲢ Უ Ტ Უဌ ஹᘉ ᘉ ᙌ ᒵ ܾ◌・ ・ ・ ・μ д ǔ

Ў ư ƞ Ǖ Ȋ Ȉ Ȫ Ǧ Ƞ ኖᲢ Უ Ტ Უဌ ஹᘉ ᙌ ᒵ ܾ◌・ ・ ・ ・ ・ ・д ǔ

◌� ˺ ဇ◌๋ ᘉ � и

෩  ᘉ ȷ Ტ Უ  ӳᢘ ᘉ・ɧ

ӷ ƕ Ƴ� ӳ ŴᲪ ・ λ   Ҿ Ʊ Ơ Ư Ǜ ̅ Ƣ ŵ ǉ Ǜ ƣࢽ ӳ Ʒ � ϵᢘ ኽဇ ૼ ᘉ ・Щ  ǔ Ǎ ɧ

Ǜ ̅ Ơ ƨ ӳဇ  Ŵ � ϵ Ʒ ɶ Ʒ Ŵ ˳ ƴ Ǔ ƕ Ɯ ӧ ƕ Ƌ ŵኽૼ ৴ ৴৴ ◌๋ ឪᘉ ᘉ Ꮱ �・ Ǒ ǔ ǔ

Ƴ Ŵ ƴ Ў Ǜ ̅ Ơ Ư ǋ Ҿ ˳ Ӓ ࣖ Ǜ Ɯ ƞ ƳᎍᲢ Უ Ტ Უ ဇध ৴ ৴◌ᨗ◌ ᨏ ឪᘉ ᙌ・ ・Ɠ д

ƍ Ʒ ư Ŵ Ƣ Ɯ Ʊ ƴ Ҕ Ƴ բ Ƹ Ƴ ƍ ŵ�ႎ৲ ɨܖ ǔ

̅ Ʒဇ ද ◌ॖɥ

ބ  ፭ Ტၐၐ ◌๋ ᘉ � ・ * Უ* 75
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Ძ ̅� ̅ Ⴘဇ ႎ
 ◌࣯ 
ࣱ
◌◌࣯ Ʒ ˯ ǿ ȳ ȑ ǯ ƴၐᘉ  Ʈ Ƙ ၏ ७

˂˂ Ʒ ư Ƹ ƕ◌ྸሥ◌ၲ ඥ・  Ƴ� ˯ ǿ ȳ ȑ ǯ ၐॸ� ᘉ

Წ ̅� ̅ ဇ   แ

ǿǿ ȳ ȑ ǯ Ʊ Ơ Ư Ʒ ዅឋ เ ᙀ・ ・

Ƴ Ȉ Ȫ Ǭ ȸ ͌ Ǜ Ơ ƨ Ǩ ȓ ȇ ȳ Ƹ ʅ Ơ ƍ ŵᄩ ᅆଢè ǹ

Ჰ ǢᲰ Ǣ ȫ Ȗ ȟ ȳ Ʒ ᢘ ဇദ�ᙌ д

ƴƴ Ơݣ Ư Ŵ Ǣ ȫ Ȗ ȟ ȳ Ϊ ƴ Ǔᙀ Ǒ

ɟ Ƴ Ʒ Ǜծႎ ၏ ७ ◌ો・ɟ  ǔŵ

 
ࣱ
◌◌࣯

ॸ�

Ǣ ȫ Ȗ ȟ ȳ ͌ ų Ჭฌᘉ

ų ᲬǢ ȫ Ȗ ȟ ȳ ͌ Ǜ Ȉ Ȫ Ǭ ȸ ͌ Ʊ Ƣ ŵᲯ Ჩฌᘉ ǔ

Ǜ Ȉ Ȫ Ǭ ȸ ͌ Ʊ Ƣ ŵᲪ ᲩI F. ǔ

Ʒ ӳ Ŵ �Ǣ ȫ Ȗ ȟ ȳ Ʒ ́ Ǜሁ ᎋဇ ॾᙌèˌɦ  д

ȷ � Ʒ Ʒ Ʒ Ј ƕ Ǖ ӳᲟ ◌ွ෩ᘉ ᘉ・ ・ ・ˌɥ  ǘ ǔ 

ȷ Ǣ ȫ Ȗ ȟ ȳ  �ƕ Ʒ ӳசฌ ຜᘉ ・I F.  

Ҿ Ʊ Ơ Ư Ƹ � Ʊ Ơ Ƴ ƍ ŵ৲ ᙲЩ ɨ

Ǜᢠ ኬᇹ ৸ ᕤ Ꮨɟ  Ϊ Ʊ Ƣ Ɯ Ʊ Ǜ �Ƙ෩ ෩ ਖ਼  =ᙀ ǔ $?

ኬ Ꮨ  Ϊ Ʊ Ơ Ư෩ ෩ᙀ

Ǣ ȫ Ȗ ȟ ȳ Ʒ Ǜ Ơ Ư ǋ ƍ ŵᎋ৲ ॾᙌ д ɨ Ǒ

ƞ Ǖ ƨ Ǣ ȫ Ȗ ȟ ȳ Ƹ ˳ ϋ ư ˊ ◌ ƞ Ǖ Ŵ�৲ ɨ  Ƙ Ƹ Ʊ Ƴ Ǔ Ŵ ǿ ȳ ȑ ǯ ӳ ƴ Ƹ༏ เ ឋ ・

ǄƱ Ʋ ƴࢫ ƨ Ƴ ƍᇌǜ

˯ ǿ ȳ ȑ ǯ ၐᘉ

Ј Ƿ ȧ ȃ ǯᘉ �

ၐᘉ・

 ・・ Ǜ � Ʊ Ƣ ӳ෩ឋ ᙲ・ ǔ 

◌ၲ・ ・И

Ŧ ɼɼ Ƴ ၏ ७
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ȷ ƴ Ƣݣ Ŵ ʖࢸ ፭ࢸ ծ ծ Ძᆆၐ ೞ ◌ો ౡ ◌ોᏁ Ᏼ Ᏼ Ꮱ Ꮑǔ

� �Ǣ ȫ Ȗ ȟ ȳ ᙌ д

Ʒ ̅ Ǜ �Ƙဇ ਖ਼  

 

ȷ ƴ ބ ൦ ෙ◌ෟ  ᕤ ᐃМ Ǒǔ ֨ =Ძ̟ $?

 ・ȷ Ʒ ƴ � ʖᲢ Უ Ძᆲ൦ ᧸ =ᐃ ・. ˌɥ Х Ǒǔ ɧμ #?

ȷ ӳ ́ Ʒ �ཎ
ኬ ᎍ ծ◌ ႆ ध ◌ો໒ᓏ ᐃ ᐏ� ・ ɧμ =#?

◌ ˊ Ν ࣱ� ᄒᏁ  ƴ ˤ Ə � ƴ Ƣݣ ◌ၲ൦ᐃࣱ・ ・ǔ

 Ƌ Ǔᢘ 

Ǣ ȫ Ȗ ȟ ȳ ƴ Ǜ Ơദ ਖ਼  ᙌ ᙀд Ǒǔ =&?Ƴ ƍ ŵ

ƨ Ʃ Ơ

ƴ ˯ Ǣ ȫ Ȗ ȟ ȳ ƕၐᘐ ᘉ Э܍  Ƣ ǔ � ᎍधᐥ ᘐ・

ȷ Ǔ Ǣ ȫ Ȗ ȟ ȳ �ฌ ຜᘐ ᘉЭǑ

Ӎ Ƹ һ  ෙ◌්ឋᐑ Ʒ Ƴ ˯� � ƕ Ƌ ӳɦ ǔ 

ȷ ˳ Ʒ ݱ Ʒ ӳச・ ・M I δ  

ƕ Ʒࢸ � Ʒ Ǜ ˯ ƞ Ƥ ŵ◌ဃႆ৲ ೞᘐ Ᏼ Ꮱ  ܹ◌ɨ ɦ ǔ  

�Ǣ ȫ Ȗ ȟ ȳ ƕ ƍ Ǖ Ɯ Ʊ ƕ Ƌ ŵሁ ဇᙌ д ǒ ǔ ǔ  

 
ࣱ
◌◌࣯ Ɣ ƭ Ʒ Ӎ Ƹ ƴ Ơݣ Ưၐ ఴ� ◌ූ ൦ᏽ Ꮝ ᏽ・ ・

Ƹ Ŵ ƴ Ƒ Ư Ŵ � ƴ � �Ǣ ȫ Ȗ ȟ ބ ᢤዬ � ႎᕤМ ь

ȳ Ǜ ̅ Ƣ Ɯ Ʊ Ǜဇ ਖ਼  ᙌ д ǔ

Ǜ Ϊᢠ ኬᇹ ৸ ෩ᕤ Ꮨ ᙀɟ  Ʊ Ƣ Ɯ Ʊ Ǜ෩ ਖ਼  ǔ = %?

  Ϲ Ʒ Ϊ  Ǜ� Ʊ Ơ Ƴ ƍ ၐ ᙀ ᙲ܇
ȷ Ǯ ȩ ȳ ȷ Ȑ Ȭ ȸ ፭ၐ 

ȷ �ࣱ ኺᲢ Უ ᅕၐ  ◌ႆॸ� ఌ໒ ໒Ꮾ

ȷ ࣯ ࣱ ሂၐ ၐ・ ・ щ

Ʊ Ơ Ư �Ǣ ȫ Ȗ ȟ ȳ Ǜፗ ሁ੭ ෩ ᙌ д

̅ Ƣ Ɯ Ʊ Ǜ �Ƙဇ ਖ਼  =ǔ #?

ʴ ƨ Ƹ Ŵ Ҿ Щ ̅ Ơ Ƴ ƍ ŵ༏ ◌ႉ ဇᘉ ・èь ǜ

ǉ Ǜ ƣࢽ ̅ ƢဇǍ ǔ ӳ Ƹ Ʒᘉ   ѣ ƴ သ ◌ॖ

Ǜ Ʊ ƢႸ ႎˌɦ ǔ ӳ

ȷ Ʒ ዮݲ ෩ ถ・ ・

ȷ Ƴ Ʒһ  ዜႎ ෙ◌් ਤឋᐑ・ɟ

ȷ ϋ Ʒ ଞᐃ ᏸ  ɥ ৮ С �Ǣ ȫ Ȗ ȟ ȳ Ʒ Ǜሁ ৲ ਖ਼  =ᙌ д ɨ $?

ʴ Ǜ ̅ Ƣ ǔ �ဇᏍ ᐥ ᘐ・ ・ ・

 Ƌ Ǔᢘ 

 

� ѣ ƕ Ƴ ˳७ থঅ・ ɧ ˳  � ܱ◌ ・ ・ ・・

Ƌ Ǔᢘ 

� Ʒ Ŵ Ǜ ˤ Ə ȍ ȕ ȭ ȸ Ǽ ፭ၐ ◌ූ ൦ᏽ Ꮝ ᏽࣱ・ Ƌ Ǔᢘ 

 Ϲ  Ʒ Ϊ  Ǜ� Ʊ Ơ Ƴ ƍ ʩ◌ႎၲ ◌ၲ੭ ඥᙀ ᙲ ᘉ܇ ・ ・

 Ƌ Ǔᢘ 

ͻ༏ၐ・

 Ƌ Ǔᢘ 
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˯ ǿ ȳ ȑ ǯ ƴၐ ឪ  ᘉ Ƣ Ӎ Ƹ Ƴ ƕ Ǌ Ǖ ӳ൦ ଢ ◌ූᏍ ᏽ ᓸ ᏽ ᛐǔ ǒ ǔ 

ȷถ  Ў Ŵ൦ ᨂС

ȫ ȸ ȗ ư ބ ◌ၲᕤ ・М

ƴ � �Ǣ ȫ Ȗ ȟ ȳ Ʒႎᨂ ᙌܭ д

Ǜ৲ ਖ਼  =ɨ $?

Ʒ ʖ ࢸ ƴ Ƣݣ Ǣ ȫ Ȗ ȟ ȳᎍ ծၐ ध ◌ો・è ǔ

Ʒ ј ࣱ Ƹ ƞ Ǖ Ư ƍ Ƴ ƍ ŵᅆஊᙌ д

˯ ǿ ȳ ȑ ǯ ƕ Ơ Ŵၐᘉ  ܍

Ʒ◌ၲ ৽৴� ൦Ꮝ ᏽ・

Ӎ Ƹ Ƴ ƕ Ǌ Ǖ ӳଢ ◌ූᓸ ᏽ ᛐ ǒ ǔ 

�Ǣ ȫ Ȗ ȟ ȳ Ʒ Ǜሁ ৲ ਖ਼  ᙌ д ɨ = &? 

ᨀ  дƳ Ʋ Ǜ Ơ Ŵ ƕ Ơݲ Ŵ ބ৲ ถɨ М

ʅ Ʊ Ƴ Ə Ƴ ބ ၐ ǔǑ

�Ǣ ȫ Ȗ ȟ ȳ Ʒ Ǜሁ ৲ ਖ਼  =ᙌ д ɨ &?  

Ƹ Ʒ ҄ Ǜ Ƣ Ʒ ư Ƣ ŵ◌ᢅ ၏ သ৲ ७ फ ஹ ◌ॖè й ɨ ǔ

৲・ ƕ � Ƴ ၐ ᙲɨ

ȷ Ə Ƭ ᘉ � � ɧμ

ȷ ʅ Ǜ ˤ Ə ሁބ � Ᏼ  ܹ◌
ȷ Ǣ Ȋ ȕ ǣ ȩ ǭ Ƿ ȸ Ƴ Ʋ ƴ Ƣᙌݣ д ǔ

Ǣ Ȭ ȫ Ǯ ȸ ƕ ǈ Ǖ ӳཞၐ ǒ ǔ 

Ǣ ȫ Ȗ ȟ ȳ ᙌ дˌ Ʒ ˊ Ʒဇ ᘉ ・ д

̅ ƕ �ဇ  Ƴ ၐ 

Ǣ ȫ Ȗ ȟ ȳ Ʒ ̅ Ǜ Ƣ ŵဇ ౨ᙌ ᚛д ǔ

Ǣ ȫ Ȗ ȟ ȳ Ǜ Ƣ ŵ৲ᙌ д ɨ ǔ

Ǣ ȫ Ȗ ȟ ȳ Ʒ ̅ Ǜ �Ƙဇ ਖ਼  =$?ᙌ д

 Ƌ Ǔᢘ 

� Ʒ Ƴ Ǜݲ ˤ Ə Ƿ ȧ ȃ ǯଢ ถᘉ ᓸ・ ・ ・ ・

࣯ ࣱ� ໒ᐘ ᐂ ・Ǎ  Ƴ Ʋ Უ  Ƌ Ǔᢘ 

  � ᘉ  ፭ၐ 

 Ƌ Ǔᢘ 

˂ Ʒ ᘉ ・  ƕ Ʊ Ƴ Ƴ ƍᢘ ၏ ७・ д ǒ

 Ƌ Ǔᢘ 

 Ƌ Ǔᢘ 

 Ƌ Ǔᢘ 

ĵ ķ

-133-



ᲭᲭ ৲৲ ・ɨ

Ʒ �Ǜ ƍ Ư Ј Ơ Ŵ Ʒ ƴ ࣖ ơ Ư Ŵ  �� � ư Ў Ƣ ŵཞ ᡫም ᎍ Ჭဇ ၏ഏ ध ଐ ৲л ɨ ǔ

ᲮᲮ ɧ Џ Ƴ ̅ᢘ ဇɧ

ǿ ȳ ȑ ǯ Ʊ Ơ Ư Ʒ ዅᲢ Ძ Უ ឋ เ ᙀ・ ・

Ტ Წ Უ ၐ ᢿ・  ͻ ӏ Ƽ ࣯ ࣱᎍध య  Ꮿ Ʒ ◌ၲ・ ・И

ƴ ǈ Ǖ ˯ Ǣ ȫ Ȗ ȟ ȳ ƴ Ơݣ Ư ƷᎍᲢ Ჭ Უ ၐ ၌ ၐधध ৲໒ ᐂ ᘉǒ ǔ ɨ

ԗ Ʒ � ѣ Ʒ Ơ ƨ ˯ Ǣ ȫ Ȗ ȟ ȳ ƴ Ơݣ Ư ƷᲢ Ხ Უ ၐ७ ৲ᘐ ᘉথঅ・ ・ ɨ

ҥ Ƴ Ǣ ȫ Ȗ ȟ ȳ  �Ʒ ዜᲢ Ჯ Უ ਤฌ ຜᘉǔ

ǁ Ʒ Ʒ Ǜ ݭ Ơ Ƴ ƍ Ƹ Ƒ ŵኳ ᎍ ᎍᲢ Ჰ Უ Ტ Უध ৲ ध ◌ॖ� ৲・ ・ ・ ・ɨ ɨ ǔ

Ȋ Ȉ Ȫ Ǧ Ƞ ԃ ஊ ・

�Ǣ ȫ Ȗ ȟ ȳ Ʒ Ƹ Ŵ Ȋ Ȉ Ȫ Ǧ Ƞ Ʒ Ƴ Ǜ Ƙ Ɯ Ʊ ƕ Ƌ ŵ◌ᢅ ሁ ဇ ਔᙌ ᒵ̅・ ・д  ǔ

Ŵ �൦Ꮝ ᏽ ɧμ

� �Ǣ ȫ Ȗ ȟ ȳ Ʒ ̅ ƴ Ƹ ࣯ ƴ � ƕ Ƣ Ʒ ư Ŵ  �Ǜ Ơ Ŵᡮ ራဇ දນᙌ ᘉ ᛦ・ ・ ・ ・ ・д  ь ǔ

Ŵ � Ƴ Ʋ Ʒ ƴ Ƣ ŵ◌ဃႆ൦ ද ◌ॖᏍ ᏽ ɧμ ǔ

Ტ Ჭ Უ

Ტ Უ

Ტ Უ

ᘉ  ˯ ɦ

ʴ ƨ Ʒ ࣯ Ў ƴ Ǔ Ŵ༏ ᡮ Ტ Უ◌ႉ දᘉ ᘉ・ ・ь ǜ ˌɥ Ǒ  Ʒ ࣯ Ƴ ˯ Ǜ Ƙ Ɯ Ʊ ƕ Ƌ ŵਔນ ɦ ǔ

Ტބ Ხ Უ М

Ǜ Ʊ Ƣ Ʊ Ɩ Ƹ Ŵ � �Ǣ ȫ Ȗ ȟ ȳ Ʊ ƴ ́ Ǜ Ƣ ŵ ބ Ⴘބ  ႎ ဇᙌ ᕤМ ǔ д σ М ǔ

Ǣ ȫ Ȗ ȟ ȳ ӳ Ʒ ˯Ტ Ჯ Უ Ꮱ・ ɦ

Ʒ ǈ Ƴ ƣ ࣯ ࣱ Ʒ ƴ Ƣݣ ǔ ̅ ư ǋ Ŵ Ǣ ȫ Ȗ ȟ ȳ ӳ Ʒ ˯ Ǜ Ƙ Ɯ Ʊ ƕ Ƌ ŵ၏ ဇॸ� ७ ਔᏡ・ǒ ɦ ǔ

ƴ Ǣ ȫ Ȗ ȟ ȳ  �ƕ ư Ƹ ӳ ƕ ƞ Ǖ ŵཎ
৮ฌ ຜᘉ Ꮱ・ˌɥ С ǔ

ࢳ  � Ʒ Ǣ ȫ Ȗ ȟ ȳ  � Ʒ◌ྵ  Ფ Ⴘଞ ຜ ฌ ຜᘉ ᘉ・ ・ɥ I F . ą Ü Ǣ ȫ Ȗ ȟ ȳ �ฌ ຜ

� ˳ ɘ ƨ Ǔ Ʒ� �Ფ Ტ Ძᘉ ᘉ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・F . ą F. MI è
˳Უ ・g ɘ

˳ ɘ ƨ Ǔ Ʒ� � Ǜ � Ŵ V ͌ Ʊ ˎᲫ Ჟ෩ᘉ ・ܭ ・ ・è . ɘ *

Ǣ ȫ Ȗ ȟ ȳ Ʒ ϋ ӓ ◌ྙሥᲤ ৲ ᘉɨ  ą

ј৲ ɨј Ʒ Ƹௐ ᚸ � Ƹ Ǜ ƴ ƍ Ŵ Ʊ Ơ ƚ Ƴ ƍᡦ᧓ ዓᲭ Ⴘ Მଐ ৲ᘍ ・ ・ ɨ

� ࢳ  � �Ჷ৲ ଞ ຜᙲ ᘉ・ ・ ・ ・ ・ɨ I ɥ I F. g F. g

Ჷ ࢳ  �Ჷ ଞ ຜ・ ɥ I F. gg �� . ɘg ˳ ・g ɘ g

Ჷ ࢳ  �Ჷ ଞ ຜ・ ɥ I F. g ˳ ・g ɘ

̅ Ʒဇ ද ◌ॖɥ
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ȷ ݱ Ƹ Ƴ Ǜ Ƣ ƨ ǊŴ ̾ ŷ Ʒ ƴ ࣖ ơ ƨ ƕ � ư Ƌ ŵᅆဃ ၏ ၐ ૼ ಮ ७ ॾᣐ ᙲŪ δ δ  ǔ

˳ Ʒ ǵ Ǥ Ȉ ȡ Ǭ ȭ Ǧ Ǥ ȫ ˳ Ʒ ƕ ƞ Ǖ Ư ƍ Ƴ ƍ ӳ Ŵ ǁ ƸᲢ Უ ᄩ ဃ৴ ஊ ૼᏒᛐ・ ・Ū ǹ %/ 8  δǍ δ Ŵ

ӧ ư Ƌ Ǖ ƹ ˳ Ʒ Ʒ Ǜ Ƣ ŵ৴ ෩ ৲ ਖ਼  ᨏ Ꮱ ᘉ ᙌ%/ 8 д ɨ ǔ =%?

Ū৲ ૾ ඥɨ

Ŧ ࢸ Ʒ Ǜ ̅ Ƣ Ɯ Ʊ ƕ Ǉ Ǖ ŵ◌ྶ֤ ᧓Წ ဇச ෩ ஓហᘉ ᘉ・ ・ ǔ ǔ

ȷ ݱ ƴ Ƣဃݣ ◌ၲૼ ඥᘉ・δ δ ǔ
ȷ ݱ ҽ ȷ � ϵ◌ྶ ኽᲢ Უ෩ ெ◌ ෩ ૼហ ຜᘉ ᘉ ᘉ ・

Ə Ƭ ᘉ � � ɧμ

Ƴ Ơ
ƷᲫ ᘉ・ ・Ū   � �

 �� �ᡮ ᧓Წᘉ・ ・Ū

・Ǔ

� Ʒ  �ƴ ࣖ ơ Ư ᡦ ᎋᆉ ॾɧμ К

Ŭ ˌ Ɯ Ǖ Ʒ  �ưᡮᘉ・

Ʒ Ƹ Ŵҗ Ў ƴ Ǖ Ư౨ ᘍ᚛ ǘ

ƍ Ƴ ƍ ŵ

Ŧ ȷ ݱ ƴ Ƣݣ Ʒ Ŧ◌ྶ ᢘဃ ဇૼ ෩ ദ�ហ ᘉδ δ ǔ

Ј ࢸ Ɣ Ǉưᢘ Ჴ Ხဇ ဃ உ

ƷᲢ Ძ Უ ഥ◌๋ ᧸ᘉ

Ʒ ư Ƣ Ʊ Ŵ Ʒ ү Ƌ Ǔ Მவ ◌๋ ᨖ ᘉ ᘉ・Ź ˌɦ ˑ ǔ

ȷ Ǔ ƍ ݧ Ǜ ̅�ኬᲬ Ხ ဇදǑ

ȷ ȝ ȳ ȗ ư Ơ Ưද ᘉ・ ・ь 

Ǜ Ƣᧈ ᧓Ტ Წ Უ ᙲ ᘉ・ ・ǔ

Ȑ ȃ ǰ ݥࢸ Ŵ ϋ ƴ Ǜ Ơ Ŵ ˷ Ў Ƹ Ƣ ŵ᧓Ჰ ᄊ෩ സ ◌ూᘉ ᘉ ・ܦ ・ ・ˌ ʕ ǔ

Ʒ ƴ Ǜ Ɯ Ƒ ӳ᧓Ძ Ჰᘉ・ ・ ・ ǔ ą ̅ Ǜ ƴ Ў Ŵ Ʒ Ў Ўဇ ႎ ဇ෩ ச�ᘉ ᓏ・ л л

Ƹ Ŵ ̅ Ǉ ư � � ƴ ̬ Ƣ ŵᲰဇ ・܍ é ǔ

̅ Ʒဇ ද ◌ॖɥ

ݣ  �Ǜ Ƙ Ƣᡮሊ Ჴ ᘉ・ ・ ǔ

ȷ ƕ Ơ Ư ƍཞ
७៲ থঅμ ǔδĬ ġ Ʒ Ʊ Ɩ ᎋᲱ ৲ ॾɨ

ĭ ġ Ʒ Ʊ Ɩ ᎋ৲ ॾɨȷ Ƴ Ʒእ ̔ႎ ၐॸ� ᣠ ܍ δ

ȷ ࢸ Ʒ᧓ဃ ဃச ૼ・ ・ δ

ȷ ɶ� Ǜ Ӗ ƚ Ư ƍ◌ၲ ဃૼ・ ǔ δĮ ġ Ʒ Ʊ Ɩ ᎋ৲ ॾɨ
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ƴ Ƣݣ Ў ʩဃ ၐૼ ੭ᘉ ᢿ ᘉ・Ū δ ǔ

ă・・ǜ・・ ӳ Ŵ

ȷ ƕ Ơ Ư Ǔ ŴЈ ƕ Ƴ ƍ ӳཞ ཞၐ७៲ ᘉথঅμ Ɠ  Ĭ

ȷ ӷ ݱ ݲ �Ტ Უᆔဃ ၃ ၐૼ ெ◌ ถᘉ ・ ・ ・δ βĭ

Į

į

㻼㼘㼠䠘䠘㻞㻜㻘㻜㻜㻜䡚䡚㻟㻜㻘㻜㻜㻜㻛㻛䃛㻸㻸䛾䛸䛝㻌㻌

ᢞ ・ ⪃ ៖ 㻌㻌

ư Ŵ Ј ϋ ƷᲢ င ဃଔ ૠ ଐδ ˌ δ

Ƹ Ŵ Ǔ ƍ� ݱ Ǜ Ƣዜெ◌ ૠ ਤᘉǑ ǔ

Ɯ Ʊ Ǜ Წ Უਖ਼  = %?

ȷ Ϲ Ʒ Ϊᙀ܇  

ȓ ǿ ȟ ȳ Ʒ ƴ ǋ Ɣ Ɣ ƣ Ŵ ӏ Ƽ Ӎ Ƹ৲- ɨ ǘǒ 26

Ʒ Ƴ ƕ Ƌ Ǔ ŴЈ Ǜ Ǌ Ɣ Ŵ̛ཞᧈ ၐଢᓸ ᘉ� ᛐ#266 ǔ

ϼ Ǜ Ə ӳፗႎ᙭ ᘍ  

Ĭ

ȷ � Ʒ Ǜ Ƒ ◌ྶ
Ძ Წ෩ ෩ឬ ហᘉ ᘉ ᘉ・ ・ ・ ・ǔĭ

ȷ ፭ၐ 7RUJCY 5EJWNOCP

έ ݱ ࣱ  
ࣱ
ݲ ከᲢ Უ၏◌ఀ� ெ◌ ૮ถᘉ ᘉ  

Į

◌ྸဃ ・  ư෩ ư ˊ ӧ Მဇ Ꮱ

Ŧ ȷ ݱ ǁ Ʒ ݱ ҽ Ʒ Ŧᢘဃ ဇૼ ெ◌ ෩ ദ�ຜᘉδ δ

Ŧ ૼ ȷ ݱ ǁဃૼ δ δ ǁ Ʒ � ϵ Ʒ Ŧᢘኽ ဇૼ ദ�ᘉ ・

・Ŧ Ʀ Ʒ ˂ Ŧ

㻝㻜䡚䡚㻞㻜䡉䡉㻸㻛䡇䡇䡃௨ ◌ୖ 䜢ᚲ せ䛻ᛂ 䛨䛶

㻝㻞䡚䡚㻞㻠㻠・ 㛫䛤䛤䛸䛻⧞ 䜚㏉䛧䛧ᢞ ・  

㻝㻜䡉䡉㻸㻛䡇䡇䡃௨ ◌ୖ 䜢䠎䡚䠏㐌㛫䛤䛤䛸䛻㻌㻌

⧞ 䜚㏉䛧ᢞ ・  

㻼㼘㼠䠘䠘㻟㻜㻘㻜㻜㻜㻛䃛䃛㻸䛾䛾䛸䛝ᢞ ・ ⪃ ៖  

ȷ ࢸ ϋ Ʒ ˯ Ј ˳ Ʒ ӳ֤ ᧓Ძဃ ဃಊ ・ˌ δ  

ȷ Ј Ǜ Ǌ Ʒ ӳཞၐᘉ ᛐ ǔδ  

ȷ ̛ ϼ Ǜ Ə ӳፗႎ᙭ ᘍ  

㻼㼘㼠䍻䍻㻡㻜㻘㻜㻜㻜㻛䃛䃛㻸䛻䛻⥔ ᣢ  

ȷ ϋ Ϲ Ʒ ӳሥછ ᘉࣱᆔ   

ȷ Ǜ Ӗ ƚ ӳᘐ・ ǔ 

㻡㻜㻘㻜㻜㻜㻛䃛䃛㻸㻌䍺䍺㻼㼘㼠䍺䍺㻝㻜㻜㻜㻘㻜㻜㻜㻛䃛㻸㻸㻌

䛻䛻⥔ ᣢ  
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ᲫᲫ   Ƒᎋႎஜ ૾

Ҕ Ɣ Ʒ᧙◌ၲ ೞ ऴ  ǒ  ƴ Ʈ Ƙ ӏ Ʒ Ǜ ƴ Ƣ Ʊ Ʊ ǋ ƴ Ŵ җ ŴҔ Ŵᢓ ᧙ሁ ᄩ ᅈ ◌ၲ௹ ૾ ඥ ଢ ଐ ஜ ೞហᛦ  ܱ◌ ・܌ ǔ

ӏ Ƽ Ў Ʒ �ᡯဃ ဒ౨ ௹ ಅᘓ ᘉ ᙌ ᙌ・ ・ д  ư Ʒ ӏ ƴ ̞  
ࣖ
ݣ Ǜ Ɣ ƴ Ƣ ŵᢓᎍ ሁ ௹ ଢᛦ ǔ ǒ ǔ

Წ ᢓᲬ ӏ Ʒᢓ ፯௹ᛦ ܭ

ᲭᲭ ᛦ �ݣ ር௹ᛦ ር  

Ŧ Ҿ ˳ Ŵ ӏ Ƽ၏ * $8 * %8 * +8

Ŧ ӏ Ƽ Ҿ Ƽ ƴ Ў ˡ Ƒ Ǜ ԃ ǉ ŵᢡሁ ኵᲢ Უဇ ဒ෩ ෩ ૰ ੭ᘉ ᙌ ᘉ ᘉ ᙌ ᘉ ᘉ ᙌ ᙌ܇・ ・ ・д д ɳ д д

ϋ Ƹ Ƙ ŵᨈ ᨊᘉ・

Ხ ҔᲮ Ҕ Ʒ  
ࣖ
ၲ◌᧙ݣ ೞ

Ҕ ư ƴ ƕ Ǖ ƨ ӳ᧙Ტ Ძ Უ ◌ၲ ◌ွೞ ෩ ज़ ௨ᘉ ᙌ д Ǒǔ ǘ  

Ǣ ȷ �ᡯ ಅᙌ  җ ƴ �Ơ ݣ  ̞ ƴ Ǜᎍ ሁ ሁ ᎍ ኽ ሁᲢ Უᅈଐ ஜ ध ౨ ௹ ௐ ੩ �ហ ܌ ᛆ ǔ
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１ 
 

はじめに 
平成 2７年９月に、東京都では、在宅輸血の普及を見据えて、小規模医療機関での輸血マニュアルを公

表した。その後、平成 29 年 3 月に一部改訂を行ったが、ほぼ同時期に、日本輸血・細胞治療学会より、在宅
赤血球輸血ガイドが示され、東京都内の小規模医療機関での輸血件数が増加している中、その整合性が求
められていた。この度、わが国の輸血関連の指針改訂も踏まえて、東京都で作成した小規模医療機関での輸
血マニュアルを改訂するに至った。 

本書は、小規模医療機関で輸血を実施する医療関係者向けに、その医療環境下で、いかに安全に輸血を
行うことができるかを示すものである。 

東京都献血推進協議会血液製剤適正使用部会及び東京都輸血療法研究会世話人会において執筆を
行った。 
 

Ⅰ 小規模医療機関での輸血実施について 
小規模医療機関での輸血実施に関する注意点は、以下に示すとおり 

（１） 在宅、小規模医療機関での輸血実施のリスクを理解し、患者または家族等に説明する。 
（２） 血液型検査、不規則抗体検査、交差適合試験などの輸血検査は衛生検査所（検査センター、い 

わゆる委託会社）にて外部委託する。 
委託先には、患者検体の返却について確認する。 

（３） 輸血前の患者検体（返却された血清・血漿、約２ｍL）は₋20℃以下で２年間保管する。 
（４） 輸血用血液製剤の保管管理を適切に行う。赤血球製剤は 2〜6℃、新鮮凍結血漿は-20℃以下、

血小板製剤は 20〜24℃で振盪保存する。 
（５） 在宅輸血実施時は医療機関から患者宅への血液製剤移送時における製剤の品質管理を適切に

行う。 
（６） 輸血前、輸血中、輸血後の患者観察は適切に行う。 
（７） 輸血実施記録は２０年保存する。 
 

Ⅱ 輸血の決定 
 小規模医療機関であっても輸血の適応は変わらない。「輸血療法の実施に関する指針」（厚生労働省医
薬・生活衛生局血液対策課 平成 17 年 9 月＜令和 2 年 3 月一部改正＞、「血液製剤の使用指針」（厚
生労働省医薬・生活衛生局 平成 31 年 3 月）に従う。また、東京都保健医療局作成「輸血療法の手引
（第 4 版）」などを参考にする。 
 対象血液製剤は、原則として赤血球製剤とし、新鮮凍結血漿、血小板製剤については必要に応じて考慮す
る。 
 輸血を受ける患者は、骨髄異形成症候群のように血行動態が安定して、かつ輸血副作用歴のない、あるい
は少ないことが望ましい。活動性出血などの不安定な例では、高次医療機関への転院を検討する。 
 産科出血の場合は、「産科危機的出血への対応ガイドライン」に則り、対応する。 
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２ 
 

Ⅲ 輸血前準備 
１ 輸血同意書 
１－１ 説明内容 
「輸血療法の実施に関する指針」に従い、輸血同意書における必須８項目について説明を行う。 
① 輸血療法の必要性 
② 使用する血液製剤の種類と使用量 
③ 輸血に伴うリスク 
④ 医薬品副作用被害救済制度・生物由来製品感染等被害救済制度と給付の条件 
⑤ 自己血輸血の選択肢 
⑥ 感染症検査と検体保管 
⑦ 投与記録の保管と遡及調査時の使用 
⑧ その他、輸血療法の注意点 

 
また、在宅、小規模医療機関での輸血を行う上で、中規模〜大規模病院との違いについて、そのメリット、デ

メリットを説明する。 
 
１－２ 同意書作成（同意書例は別表１） 
① 患者またはその家族が理解できる言葉で、輸血療法にかかわる項目を十分に説明し、同意を得る。 
② 同意書は 2 部作成し、１部は患者に渡し、１部は診療録に保管する。 

同意書は一連の輸血に 1 回取得するが、血液疾患などの輸血反復症例では、その限りでなく、必要に応
じて意思確認していく。 

③ 在宅輸血の場合は、別表１とともに別表２の同意書を取得する。 
 
 
２ 輸血前検査（委託検査） 

輸血前に実施する検査項目は、血液型（ABO、RhD）、不規則抗体スクリーニングである。 
 

２－１ 血液型検査 
① 「輸血療法の実施に関する指針」に基づき、同一患者について異なる時点での２検体で２回実施し、血

液型を確定する。 
② 血液型検査結果は、患者、家族に説明する。 
③ 血液型検査結果報告書は、診療録に保管する。 
④ 紹介元の医療機関での検査結果を確認する。同種造血幹細胞移植後の患者の場合は特に注意が必

要で、紹介元医療機関との情報共有が重要である。 
 
２－２ 不規則抗体スクリーニング 
① 不規則抗体スクリーニング陽性の場合、不規則抗体の同定検査を行う。 

-150-



３ 
 

② 日本輸血・細胞治療学会の「赤血球型検査（赤血球系検査）ガイドライン」に従い、臨床的に意義のあ
る不規則抗体を有する場合、抗原陰性血を選択する。供給に時間がかかる場合があるので、余裕をもって
発注する。 

③ 輸血を実施する場合は、不規則抗体スクリーニング検査を月１回実施する。頻回に輸血を行う場合は、
１週間に 1 回程度不規則抗体スクリーニングを行うことが望ましい。 
 

赤血球型検査（赤血球系検査）ガイドライン（改訂 4 版）  日本輸血・細胞治療学会 

○不規則抗体の血液型特異性と輸血用血液製剤の選択 
臨床的意義のある不規則抗体を有する患者、過去に臨床的意義のある不規則抗体の保有歴がある患者

には、抗原陰性血を選択し輸血する。 
 

抗体の特異性   臨床的意義 輸血用血液製剤（赤血球製剤）の選択 
Rh  あり 抗原陰性 
Duffy  あり 抗原陰性 
Kidd   あり 抗原陰性 
Diego  あり  抗原陰性 
S，s   あり 抗原陰性 
Kell  あり 抗原陰性 
M（間接抗グロブリン試験＊陽性）  
M（間接抗グロブリン試験＊陰性） 

あり 
なし 

抗原陰性 
選択の必要なし 

Lea（間接抗グロブリン試験＊陽性） 
Lea（間接抗グロブリン試験＊陰性） 

あり 
なし 

抗原陰性 
選択の必要なし 

P1，N，Leb   なし 選択の必要なし 
Xga  なし 選択の必要なし 
高頻度抗原に対する抗体 
JMH ， Knops ， Cost ，
Chido/Rodgers   
Jra   

 
なし 
あり 

 
選択の必要なし 
抗原陰性が望ましい 

その他高頻度または低頻度抗原に 
対する抗体 
 

特異性、症例
により異なる  

輸血認定医、輸血認定技師または 
専門機関に相談 
 

＊反応増強剤無添加-間接抗グロブリン試験（37℃，60 分） 
 
２－３ 抗 CD38 の間接抗グロブリン試験への干渉について 

CD38 は赤血球にもわずかに発現しており、抗 CD38 を投与した患者の被検血漿は間接抗グロブリン試験
（以下 IAT）ですべて陽性になる。すなわち、不規則抗体スクリーニング、交差適合試験において、すべて
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４ 
 

陽性反応を呈してしまう。 
干渉を回避するには赤血球を DTT 処理する必要があり、処理方法は日本輸血・細胞治療学会 HP に掲
載されている。衛生検査所（検査センター、いわゆる委託会社）での委託検査が可能か確認する。 

多発性骨髄腫治療薬（抗 CD38）による偽陽性反応への対処法（一部改定版）(日本輸血・細胞治療学会 HP) 

http://yuketsu.jstmct.or.jp/medical/medicine_and_medical_information/reference/ 
 
抗 CD38 は投与が中断されても、最大 6 か月まで検出されることがあるため、患者の臨床情報や使用薬剤
について情報収集する必要がある。どうしても自施設で判断ができない場合は、迷わず、紹介元病院や専門
機関に相談することが重要である。 
 

２－４ 輸血前検体保管 
血清、あるいは血漿を約２mL 程度、-20℃、２年間保管する。委託検査で提出した残余検体を保管用 
に使用してもよい。 

 
 

Ⅳ 輸血の依頼から交差適合試験 

１ 血液製剤依頼伝票と発注 

① 輸血用血液製剤の依頼 
別表３ 血液製剤依頼伝票（以下、「依頼伝票」）を用いる。また、依頼伝票は輸血実施記録とし、２
０年保存する（医薬品・医療機器等法第 68 条の 22）。廃院する際は、所轄保健所に相談する。 
 

② 患者情報や輸血計画（依頼伝票の上部枠部分）の記載 
使用する輸血用血液製剤に応じた臨床検査値（例えば赤血球製剤ならば輸血前Ｈｂ値）を記載する。 
 

依頼伝票の記載事項 

依頼医師名、患者情報（ID 番号、姓名、性別、生年月日、年齢、住所）、輸血実施予定日並びに輸血用血液の製剤

名、単位数または容量及び血液型（ABO 式、Rh 式）、不規則抗体の有無 

 

③ 依頼伝票記載事項の確認 
依頼伝票に記載されている事項を、診療録、血液型検査結果報告書と複数名で照合し、依頼伝票に署
名する（確認①）。 

 
④ 輸血用血液製剤の発注 

輸血用血液製剤の発注は「輸血用血液製剤発注の手引き」に従う。院内に輸血セットがあるか確認し、
無い場合には購入する。 
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赤血球製剤、血小板製剤は、輸血後ＧＶＨＤ防止のため、放射線照射血を発注する。照射装置がな
い施設では、未照射血を発注しない。 

 
⑤ 輸血用血液製剤の受け取り 

輸血用血液製剤は、必ず直接受け取る。その際、納品伝票と製剤名・単位数または容量、製造番号を、
献血供給事業団の搬送者と読み合わせて確認する。 
 

⑥ 輸血用血液製剤の割り付け 
依頼伝票と使用予定の製剤名、血液型、単位数または容量を複数名で読み合わせて確認する。依頼伝
票の裏面にある輸血実施記録に、製剤番号シールを貼付し、製剤名、有効期限などを記録する。また、
輸血用血液製剤の有効期限が輸血実施日まであることを確認する。各実施者は依頼伝票に署名する
（確認②）。 
 

⑦ 交差適合試験 
赤血球製剤では、交差適合試験を委託する。 
血小板製剤及び新鮮凍結血漿は、交差適合試験は省略してよい。ただし、原則としてＡＢＯ同型血を
使用する。 

 

２ 輸血用血液製剤の保管 

① 赤血球製剤 
受け取りから輸血実施までの間、2〜6℃に保つことができる保冷庫で保管する。 
家庭用冷蔵庫は、温度管理が不確実であり、輸血用血液製剤の品質を保証できない。 
血液専用保冷庫を有さない小規模医療機関では，一時保管のため（交差適合試験の結果がでるまで）
の運用の選択肢は下記のとおりである。 

（1）血液搬送装置（いわゆる、ATR active transport refrigerator; 可搬型血液冷蔵庫や
温度管理された、市販の搬送バッグ）を使用する。 

（2）やむを得ず、医薬品保管用の保冷庫を利用する場合は、扉の開閉回数をできるだけ少なくする
よう心掛け、温度記録する（別表４）。温度逸脱時間が積算で 60 分を超える場合は、輸 
血に使用しない。 

 
② 新鮮凍結血漿 

-20℃以下に保管する。使用時には 30〜37℃の恒温槽中で融解し、融解後ただちに必要量を輸血す
る。直ちに使用できない場合は、2〜6℃で保存し、融解後 24 時間以内に使用する。 
 

③ 血小板製剤 
できるだけ速やかに輸血を実施する。保管する場合は、室温（20〜24℃）で水平静置し 30 分ごとに軽
く振とうする。 
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④ 保冷庫の日常点検 
毎日１回、自記温度計の温度と記録紙への記録ができていることを確認し、別表４「血液保冷庫 点検
記録」に記入する。 
 

⑤ 保冷庫の保守点検 
自記温度計と庫内温度との一致を確認する。庫内温度の測定には、水を入れた容器を庫内に設置し、そ
の水温を測定する。警報装置の確認は、自記温度計のセンサー部分を暖め、警報が発報することを確認
する。異常の有無は、別表４の点検記録に記入する。 
 

３ 交差適合試験（委託検査） 

① 交差適合試験の委託 
事前に衛生検査所（検査センター、いわゆる委託会社）に、間接抗グロブリン試験を含む交差適合試験
の実施が可能か確認する。また、検査に要する日数などを考慮して、委託日を設定する。 

 
② 患者検体の採血 

輸血実施日に先立つ３日以内に採血する。採血管は衛生検査所（検査センター、いわゆる委託会社）
が指定するものを用い、採血管ラベルには患者氏名、採血日を記入する。 
 

③ 患者検体の提出と検査項目 
衛生検査所（検査センター、いわゆる委託会社）には、患者検体と製造番号シールを付けた輸血用血
液製剤のセグメントチューブを提出し、間接抗グロブリン試験を含む交差適合試験を依頼する。 

 
④ 検査結果の受領 

衛生検査所（検査センター、いわゆる委託会社）から交差適合試験結果報告書を受け取り、依頼伝票
に貼付する。 
 

 

４ 患者との照合 

① 交差適合試験の間接抗グロブリン試験主試験陰性のものを原則適合とし、患者への輸血用血液製剤の
割り付けを行う。間接抗グロブリン試験主試験の結果が陽性の場合は、輸血用血液製剤と患者の血液
型を再度確認する。患者に不規則抗体がない場合や検査結果の判断が難しい場合は、東京都赤十字
血液センター学術部門に相談する。 

 
② 依頼伝票と輸血用血液製剤の照合 

依頼伝票と輸血用血液製剤の血液型、患者名、交差適合試験検査結果を複数名で読み合わせ、そ
れぞれが依頼伝票に署名する（確認③）。 
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③ 輸血用血液製剤の保管 

出庫まで適切に保管する。 
 

Ⅴ 輸血実施手順 

１ 輸血用血液製剤の出庫 

① 血液バッグ本体、交差適合試験結果及び依頼伝票を用いて複数名で以下の項目を照合する。 
患者氏名、血液型、製剤名、製造番号、有効期限、交差適合試験の検査結果など 
 

② 輸血用血液製剤の外観検査 
血液バッグを軽く押し、液漏れがないこと、また、凝集物の有無や色調を確認する。赤血球製剤は、血液バ
ッグとセグメントチューブに色調の違いがないことを確認する。血小板製剤は、蛍光灯にかざして、スワリング
（もやもやした渦巻）があることを確認する。新鮮凍結血漿は、融解前にバッグの破損がないか確認し、
融解後は凝集物が析出していないか確認する。外観検査、新鮮凍結血漿の融解方法については、日本
赤十字社が作製した「輸血用血液製剤 取り扱いマニュアル」を参照する。不明な点があれば、東京赤十
字血液センター学術部門に相談する。 

 
③ 出庫の記録 

輸血実施記録に出庫日時を記入し、署名する（確認④）。 
 

２ 輸血用血液製剤の搬送 

① 搬送方法 
依頼伝票と輸血用血液製剤を搬送用バッグに入れ、輸血実施場所へ搬送する。輸血用血液製剤は定
められた保管温度で搬送する。血小板製剤は保冷してはならない。また、温度上昇は、血液の質低下や
感染症リスクを増加するため、適正な温度下で搬送する。なお、車両搬送では、搬送に伴う振動の影響に
配慮し、外気温とともに車内温度の影響を避けるように注意を払う。 
血液搬送の運用の例を下記に挙げる。 

（1）血液搬送装置（いわゆる、ATR active transport refrigerator; 可搬型血液冷蔵庫や
温度管理された、市販の搬送バッグ）を使用する。 
（2）蓄冷剤などを使用し、温度管理された発泡スチロール（断熱性がある）などを使用する。 
搬送方法で不明な点があれば、東京都赤十字血液センター学術部門に相談する。 
 

② 必要物品 
輸血セット、静脈確保に必要なもの（サーフロ針あるいは翼状針、駆血帯、アルコール綿）、血圧計、体
温計、診療録、依頼伝票を輸血実施場所へ運ぶ。 
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   輸血副作用時に使用される、アドレナリン（アナフィラキシーショック）、抗ヒスタミン剤・ステロイド（アレルギ
ー性副作用）など緊急時に使用することが予想される医薬品は持参することを推奨する。 

 

３ 輸血実施 

３－１ 血液バッグと患者の確認 

① 血液バッグの確認 
血液バッグ本体、交差適合試験結果及び依頼伝票を用いて複数名で以下の項目を照合する。 
患者氏名、血液型、製剤名、製造番号、有効期限、交差適合試験の検査結果など 
 

② 外観検査 
輸血前に血液バッグの外観に異常がないか確認する。 
 

③ 患者確認 
患者に氏名を名乗ってもらう。依頼伝票、血液バッグ本体、診療録を用いて複数名で本人確認を行う。 
患者に輸血の意思を確認し、同意書で別途確認する。予定輸血時間を説明し、事前にトイレを済ませて
おく。 
 

④ 確認者は輸血実施記録に署名する(確認⑤)。 
 

⑤ 輸血セットを接続する。 
18〜22Ｇ程度の静脈針で、静脈確保する。単独投与が原則で、他製剤との混注は避ける。やむを得ず
同一ラインで輸血を行う場合には、輸血前後に生理食塩液を用いてラインをフラッシュ（リンス）する（混
合注射の禁止）。 
 

 

３－２ 輸血実施 

① 輸血前バイタルサインのチェック 
血圧、脈拍、体温を測定する。酸素飽和度を測定することが望ましい。測定結果を輸血実施記録に記録
する。 
 

② 輸血開始 
輸血実施記録に、輸血開始時刻を記録する。 
輸血開始から最初の 10〜15 分間は 1 分間に 1ｍL 程度で輸血する。急性反応確認のためベッドサイド 
で患者を観察し、輸血実施記録に記録する。その後は患者の状況に応じて、1 分間に 5ｍL 程度まで速 
度を上げることができる。ただし、過量の輸血による量負荷や、急速投与による速度負荷などが原因で、輸
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血中または輸血終了後６時間以内に、心不全、チアノーゼ、呼吸困難、肺水腫等の合併症が現れること
がある（輸血関連循環過負荷（TACO））。発症予防のためには、輸血前の患者の心機能や腎機能
などを考慮の上、輸血量や輸血速度を決定する。 
患者の観察については、医療従事者に加え、患者付添人（患者家族など医療従事者以外の成人）が
同席することが望ましい。 
あらかじめ輸血手帳など（血圧手帳を代用するなどでも可）を準備しておき、輸血中及び輸血後の観察
内容を記録する。輸血終了後や、次回の診察時に確認する。 
 

③ 輸血終了 
患者名、終了時間、血液型、製造番号を確認し、観察した内容を輸血実施記録に記録し、署名する。 
 

④ 使用済みバッグの冷蔵保存 
輸血に使用したすべての使用済みバッグに残存している製剤をバッグごと、清潔に冷蔵保存しておくことが望
まれる（冷凍は不可）。なお、使用後数日経過しても患者に感染症発症のない場合は廃棄しても差し
支えない。廃棄については、医療機関において感染性医療廃棄物として処分する。在宅輸血の際は、一
般ごみとして家庭で廃棄してはならない。 
 

３－３ 副作用の対応 

① 観察項目 
発熱（38℃以上、輸血前より 1℃上昇）、悪寒・戦りつ、熱感・ほてり、掻痒感・かゆみ、発赤・顔面紅
潮、発疹・蕁麻疹、呼吸困難、嘔気・嘔吐、胸痛・腹痛・腰背部痛、頭痛・頭重感、血圧低下（収縮
期血圧≧30mmHg 低下）、血圧上昇（収縮期血圧≧30mmHg 上昇）、動悸・頻脈、血管痛、意
識障害、赤褐色尿 
 

② 発生時の対応 
副作用発生時は輸血を中止し、医師の指示により適切な対応を行う。血圧低下、呼吸困難、意識障害
などの重篤な症状があった場合には、患者を高次医療機関に転院させることを検討する。その後、東京都
赤十字血液センター学術部門に副作用報告を行う。 
 

③ ABO 不適合輸血時 
ABO 不適合輸血に気付いた場合、輸血を中止し、症状に応じて患者を高次医療機関に転院させること
を検討する。 
 
 

３－４ 輸血終了後 

① 依頼伝票、輸血実施記録の保管 
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患者氏名、住所、血液製剤の種類、製造番号シール、輸血日を記録し 20 年保管する。 
 

② 患者観察 
輸血終了後も輸血関連急性肺障害（TRALI）や細菌感染症などの副作用が起こることがあるので、患
者付添人等による継続的な患者観察を行う。 
 

③ 輸血後感染症検査 
感染リスクを考慮し、感染が疑われる場合等には、関係学会のガイドライン等を参考として、肝炎ウイルス
関連マーカーの検査等を行う。 
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別表１ 輸血に関する説明と同意書 

 

  私は、患者（                         様 ）の治療に伴う輸血の実施について、 

次の通り説明します。 

     年   月   日  

 

施設名                           医師氏名                  印 

 

□ 輸血を必要とする理由： □出血 □造血障害 □凝固因子の補充 

              □その他（                                  ） 

 

□ 輸血の種類と予定使用量 

 赤血球製剤 新鮮凍結血漿 血小板製剤 

単位数・本数    

 

□ 輸血を行わない場合の危険性 

・出血および強い貧血の場合、血圧が低下して生命に危険を及ぼすことがあります。また、強

い貧血の場合は各臓器に酸素が行きわたらないために臓器障害を起こします。 

・血小板が減少したり、血液凝固因子が不足した場合は、重篤な出血を生じることがあります。 

 

□ 輸血を受けた場合の副作用および危険性 

・輸血の安全性は以前より高まっておりますが、輸血による感染症（細菌、梅毒、肝炎ウイルス、

ＨＩＶウイルス、未知の微生物など）に回避できないものがあります。 

頻 度 ： 輸 血 後 肝 炎 （ HBV ： 1/160 万 、 HCV: 推 定 困 難 ） 、 HIV 感 染 （ 推 定 困 難 ） 、           

細菌感染症（1/10 万以下） 

・免疫副作用（溶血反応、発疹、発熱、じんましん、悪寒）などの過敏症状を引き起こすことがあ

ります。 

頻度：溶血反応（軽症 1/1000、重症 1/10 万） 

アレルギー・じんましん・発熱（軽症 1/10～1/100、重症 1/1 万） 

輸血関連急性肺障害（1/5000～1/1 万、正確な頻度は不明） 

・副作用による死亡：詳細な頻度は不明 

・輸血の詳細は、日本赤十字社のホームページをご覧いただくか、担当医にご質問ください。 

http://www.jrc.or.jp/mr/transfusion/index.html 

・移植片対宿主病を防止するために、赤血球製剤や血小板製剤は照射血を使用します。 

 

□ その他の治療法 

輸血療法には一定の危険性があるので、それ以外のより安全な治療法があるときは、その治 

療法を行います。また輸血等が必要な場合でも最小限の使用にとどめるように努めています。 
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□ 特殊な輸血 

・自己血輸血：輸血には、献血による他人血輸血（日赤血）と自分の血液を用いる自己血輸血

があります。自己血は、輸血するまでの期間（日数）が十分ある場合に適応となり、事前に貯血

しておく必要があります。また、自己血でも不足する場合には、他人血も使用します。 

・緊急時の輸血：生命の危険を回避するために輸血を行うことがあります。この場合には、事後

に説明し、同意を得る場合があります。 

 

□ その他 

・輸血により重篤な副作用が出現した場合には高次医療機関に救急搬送する場合があり

ます。 

・輸血後の健康管理と副作用の有無を調べるために、必要に応じて感染症検査（肝炎ウイルス、

ＨＩＶウイルスなど）を行うことがあります。また、輸血前に採血した検体の一部を保管し、副作用

発生時等には検査することがあります。 

・医薬品医療機器等法の規定に基づき、輸血実施などの記録は 20 年間保管されます。肝炎、

ＨＩＶ感染などに関する遡及調査時や副作用発生時には、厚生労働省、日本赤十字社にその情

報を提供することがあります。その際には、個人が特定されないようにします。 

・輸血による感染症などの副作用で健康被害が生じた場合、『生物由来製品感染等被害救済

制度』という制度があります。要件を満たしている場合、医療費などが給付される場合がありま

す。 

 

□ 同意撤回の自由 

あなたはいつでも自由に輸血同意を撤回することができます。撤回後も最善の治療を行います。 

 

 

 施設名                   殿 

 

□ 私は、輸血の必要性、副作用の可能性、自己血輸血の可能性について説明を受け、十分理解

し、輸血することに同意します。 

 

□ 緊急時の輸血に関して、事後に十分の説明を受け理解しましたので、そのことに同意します。 

 

    年   月   日 患者氏名（署名） 

                   代理人（署名） 

                           （続柄） 
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別表２ 在宅輸血に関する説明と同意書 

 

  私は、患者（                様 ）の在宅輸血の実施について、次の通り説明します。 

 

     年   月    日 

施設名                                医師氏名                   印 

 

 

□ 在宅輸血の対象 

診療所、病院に通院することが身体的または社会的に困難で、かつ輸血により生活の質を保

てる方、慢性的な貧血などが対象となります。輸血副作用はないか、少ない方が望ましく、以下

の条件を満たす必要があります。 

一般的な輸血の説明を受け、十分に理解している 

在宅での家族あるいは介護者のサポートがある 

（訪問看護と連携していることが望ましい） 

例：脳梗塞で在宅療養中の骨髄異形成症候群（造血障害）による強い貧血 

 

□ 在宅輸血の欠点 

・診療所、病院での輸血に比較して、輸血中、輸血後の観察が不十分になる可能性があります。 

・副作用発生時などの緊急事態には、迅速な対応ができません。 

・活動的な出血に対する緊急輸血には対応できません。 

 

□ 在宅でない場合 

・診療所、病院に通院にて外来輸血あるいは入院輸血を受ける選択肢があります。また、在宅

輸血の同意撤回は自由です。 

    

 

 

施設名                    殿 

 

□ 私は、十分理解し、在宅で輸血することに同意します。 

 

    年   月   日  患者氏名（署名） 

                     代理人（署名） 

                         （続柄） 
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別表３

申込日　　　　　 年　　　　　月　　　　　日

申込医師

ABO型 Rｈ0（D)型

（男・女）

歳 無・有（抗　　抗体）

輸血歴

妊娠歴

輸血使用場所： 照射赤血球液 新鮮凍結血漿 照射濃厚血小板

輸血実施日（予定日）
※ 　　　　　　　　単位 　　　　　　　　単位 　　　　　　　　単位

　　　　　年　　　　月　　　　日 Hb　　　g/dL PT　 PLT　　×10
4
/μL

／

／

／

※輸血実施記録として必要項目

交差適合試験結果貼付

　血液製剤依頼伝票

血液型

不規則抗体

輸血副作用歴

同意書

患者番号

患者氏名
※

生年月日/年齢

住所
※

診断名

①診療録との確認

②製剤との確認

③患者への割り付け

輸血理由

無・有

無・有

患者注意事項

照合確認 確認内容 確認者

□患者情報      □血液型

□製剤種類      □血液型

□適合  □不適合　□血液型

無・有

無・有
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輸血実施記録（１）

開始　　　　： /    (    ) ℃　（　　　　％）

5分後 /    (    ) ℃　（　　　　％）

15分後 /    (    ) ℃　（　　　　％）

/    (    ) ℃　（　　　　％）

/    (    ) ℃　（　　　　％）

/    (    ) ℃　（　　　　％）

終了　　　： /    (    ) ℃　（　　　　％）

輸血実施記録（２）

開始　　　　： /    (    ) ℃　（　　　　％）

5分後 /    (    ) ℃　（　　　　％）

15分後 /    (    ) ℃　（　　　　％）

/    (    ) ℃　（　　　　％）

/    (    ) ℃　（　　　　％）

/    (    ) ℃　（　　　　％）

終了　　　： /    (    ) ℃　（　　　　％）

確認者照合確認 確認内容

製剤名
※

製造番号
※ 単位数 有効期限

時間 血圧（脈拍） 実施者サイン

　　　　　　　　／

日時：

／

副作用

④出庫時の確認
□血液バッグと伝票の照合

□外観検査

⑤輸血時の確認
□血液バッグと伝票の照合　□外観検査

□患者の照合

製剤名
※

製造番号
※ 単位数 有効期限

体温（酸素飽和度）

無・有

無・有

無・有

無・有

無・有

無・有

無・有

時間 血圧（脈拍） 体温（酸素飽和度）

④出庫時の確認

⑤輸血時の確認

□血液バッグと伝票の照合

□外観検査

□血液バッグと伝票の照合　□外観検査

□患者の照合

確認者照合確認 確認内容

無・有

無・有

無・有

無・有

無・有

無・有

無・有

実施者サイン 副作用

　　　　　　　　／

日時：

／

-163-



別表４　　血液保冷庫　点検記録

点検日：　　　月　　　　日　

1 　 　：　

2 　 　：　

3 　 　：　

4 　 　：　

5 　 　：　

6 　 　：　

7 　 　：　

8 　 　：　

9 　 　：　 ※自記温度計のセンサー部分を暖め、

10 　 　：　    警報装置が作動するか確認する。

11 　 　：　

12 　 　：　

13 　 　：　

14 　 　：　

15 　 　：　

16 　 　：　

17 　 　：　

18 　 　：　

19 　 　：　

20 　 　：　

21 　 　：　

22 　 　：　

23 　 　：　

24 　 　：　

25 　 　：　

26 　 　：　

27 　 　：　

28 　 　：　

29 　 　：　

30 　 　：　

31 　 　：　

※温度の記録がされているか確認し、記録紙に〇を付ける。

※温度・記録紙の確認し、異常の有無を付ける。

　　　　　　年　　　　　月

自記温度計
温度（℃）

記録紙確認 異常の有無 確認者

有・無

有・無
警報装置

有・無

確認者

　日時
保守点検

有・無

有・無

自記温度計
温度（℃）

庫内温度
（℃）

有・無

有・無

有・無

異常の有無

有・無

有・無

有・無

有・無

有・無

有・無

有・無

有・無

有・無

有・無

有・無

有・無

有・無

有・無

有・無

有・無

有・無

有・無

有・無

有・無

有・無

有・無

有・無

有・無
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産科危機的出血への対応指針 2 0 2 2 1

産科危機的出血への

対応指針 2 0 2 2
2 0 2 2 年１ 月（ 改訂）

日本産科婦人科学会

日本産婦人科医会

日本周産期・ 新生児医学会

日本麻酔科学会

日本輸血・ 細胞治療学会

日本IVR学会
（ 五十音順）

大量出血のリ スク
あるいは稀な血液型

あり

低い

なし

なし

なし

なし

あり

あり

あり

S I ： 1 以上
(出血量： 経腟１ L、帝切２ L 以上)● 高次施設での分娩推奨

● 自己血貯血の考慮

● 分娩時血管確保

● 血圧・ 心拍数・ SpO2 モニタ リ ング

● 高次施設への搬送考慮

● 輸血の考慮、 輸血準備開始

● 血管確保（ ２ ０ ゲージ以上、 横隔膜より 頭側、 複数）

● 十分な輸液（ 晶質液→人工膠質液）

● 血圧・ 心拍数・ SpO2 モニタ リ ング

● 出血量・ 尿量チェ ッ ク

● Hb 値・ 血小板数チェ ッ ク 、 凝固検査の採血

● 出血原因の検索と 除去

● 酸素投与

● 子宮腔内バルーンタ ンポナーデ

● ト ラ ネキサム酸の投与

妊婦の SI ： １ は約１ .５ L、 SI ： １ .５ は約

２ .５ L の出血量であるこ と が推測さ れる。

＜産科医＞ 

● マンパワーの確保

● 麻酔科・ 救急科・ ICU へ連絡

● 輸血管理部門へ情報提供と 発注

　  輸液・ 輸血の指示・ 発注と 実施

● 出血・ 凝固系検査、 各種採血

● 出血状態の評価

　  出血源の確認と 処置

● 血行動態の安定化

　  輸液・ 輸血・ 昇圧剤の投与など

● 家族への連絡・ 説明

＜助産師・ 看護師＞

● 出血量の測定・ 周知・ 記録

● バイタ ルサインの測定・ 周知・ 記録

● 輸液・ 輸血の介助

＜輸血管理部門＞

● 同型・ 適合血在庫の確認

● 各種血液製剤の供給

● 血液センタ ーへの連絡、 発注

● コ マンダーを決定

● 赤血球製剤、 新鮮凍結血漿、 血小板濃厚液の投与

● クリ オプレシピテート 、 フ ィ ブリ ノ ゲン製剤の投与
● 出血原因の検索と 除去

● 子宮圧迫縫合、 Interventional Radiology、 子宮摘出術など

出血持続

バイ タ ルサイ ン異常持続

危機的出血の宣言

通常の治療に戻る

患者看視は継続

S I
(ショ ックインデックス )

心拍数

収縮期血圧

①直ちに輸血開始　 ②高次施設へ搬送

＝

分娩後異常出血

産科危機的出血を宣言

通常の分娩
（ 出血量評価・ バイ タ ルサイ ン）

出血持続と
バイタ ルサイン異常（ 乏尿、末梢循環不全）

or  S I： 1.５ 以上
or  産科 DICスコ ア８ 点以上

or  フィ ブリノ ゲン 150 ㎎/dL 未満

産科危機的出血への対応フ ローチャ ート
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産科危機的出血への対応指針 2 0 2 22

は じ  め に

　 分娩時ある いは分娩後の大量出血は、 周産期管理の進歩によ っ て、 減少し てき たも のの、 いまだ直接産科的死亡

の主要原因の一つである。

　 産科出血は、 一般手術などの出血と 比較し て急速に全身状態の悪化を招きやすく 、 また、 容易に産科 DIC（ 播種性

血管内凝固症候群） を併発し やすい特徴がある。 そのため、高次施設や他科と 連携をと り ながら の特別な対処を要する。

　 こ のよ う な状況の下、 よ り 安全な母体管理の実現のために、 関連 5 団体と 2017 年に改訂し た「 産科危機的出

血への対応指針」 を 周産期医療の進歩に即し て修正・ 改訂し た。

　 産科危機的出血の発生を 回避すると と も に、 発生時に適切に対処でき るよ う に、 本指針を 参考と し て、 施設状況

を 反映さ せた院内マニュ アルを 整備し 、 シミ ュ レ ーショ ンを し ておく こ と が望まし い。

産科出血の特徴

　 基礎疾患（ 常位胎盤早期剥離、 妊娠高血圧症候群、

子癇、 羊水塞栓、 癒着胎盤など） を持つ産科出血では中

等量の出血でも 容易に DIC を 併発する 。 こ の点を 考慮

し た産科 DIC ス コ アは有用と いえる 。 輸液と 赤血球輸

血のみの対応では希釈性の凝固因子低下を 招き DIC に

伴う 出血傾向を助長する 。 また、 分娩では外出血量が少

量でも 生命の危機と なる 腹腔内出血・ 後腹膜腔出血を来

たす疾患（ 頸管裂傷、 子宮破裂など ） も 存在する ので、

計測さ れた出血量のみにと ら われる こ と なく 、 バイ タ ル

サイ ンの異常（ 頻脈、 低血圧、 乏尿）、 特にショ ッ ク イ

ンデッ ク ス（ SI : shock index） に留意し 管理する 。

産科出血への対応

　 妊娠初期検査で血液型判定、 不規則抗体ス ク リ ーニ

ングを、 妊娠中の感作の可能性も ある ので妊娠後期には

再度不規則抗体ス ク リ ーニングを行う こ と が望まし い。

　 いかなる 分娩でも 大量出血は起こ り 得る が、 特に前

置・ 低置胎盤、 癒着胎盤、 巨大筋腫合併、 多胎の可能

性がある 症例等では高次施設での分娩、 自己血貯血を

考慮する 。 分娩時には必ず血管確保、 バイ タ ルサイ ン

のチェ ッ ク を 行い、 自施設の緊急時の輸血ま での時間

を確認し ておく 。

　 経過中に SI： 1 と なれば一次施設では高次施設への搬

送も 考慮し 、 新鮮凍結血漿の解凍を 含め輸血の準備を

行う 。 晶質液だけでなく 人工膠質液も 投与し 、 血圧の

維持に努める 。 同時に、出血の原因を検索し 、対応する 。

バイ タ ルサイ ンだけではなく 血小板数を評価し 、 後での

診断のためにフ ィ ブリ ノ ゲン を 含めた凝固系検査の採

血をし ておく 。 産科 DIC では線溶が初期よ り 亢進する

こ と が多いのでト ラ ネキサム酸 1g をボーラ ス 投与し 必

要に応じ て追加投与を行う 。 弛緩出血では子宮内バルー

ンタ ンポナーデを考慮し 、 高次施設に搬送の際にも 実施

し ておく こ と が望まし い。

　 各種対応にも 拘わら ず、 SI： 1.5 以上、 産科 DIC ス

コ アが 8 点以上（ 単独でフ ィ ブリ ノ ゲン 150㎎/dL 未満）

と なれば「 産科危機的出血」 を コ マン ダーは宣言し 、

一次施設であれば高次施設へ搬送する 。「 産科危機的出

血」 の対応を 指揮する コ マンダーは産科医、 麻酔科医、

救急医など で適切な人材を 施設で事前に決めておく こ

と が望ま し い。 直ちに輸血を 開始する が、 産科出血の

特徴を考慮し 、赤血球製剤、新鮮凍結血漿（ FFP） を 1：

1 に近い比率で投与し 、 血小板濃厚液は必要に応じ て

追加する 。 ま た、 肺水腫など を 予防する 観点から 院内

作製ク リ オプレ シピ テート 、 フ ィ ブリ ノ ゲン 製剤など

の投与も 考慮する 。 大量輸液・ 輸血の際には、 加温し

低体温に留意する 。 輸血療法以外にも 止血のために子

宮圧迫縫合、 IVR： Interventional Radiology（ 子宮動脈・

内腸骨動脈塞栓、 総腸骨動脈・ 腹部大動脈バルーン な

ど ）、 子宮腟上部摘出術・ 子宮全摘術など を 試みる 。 ま

た、 こ れら の治療を 実施中においても 出血量の把握や

バイ タ ルサイ ン の観察ができ る 体制を 維持する こ と が

重要であ る 。 こ れら の治療によ っ ても 出血が持続し 、

バイ タ ルサイ ンの異常が持続する 場合には、「 危機的出

血への対応ガイ ド ラ イ ン 」 を 参照し て母体救命に努め

る 。

　「 産科危機的出血」 ではク ロ ス マッ チに固執せず、 未

ク ロ ス マッ チの ABO 同型赤血球ま たは O 型赤血球な

ど の異型適合血（ いずれの場合も 後追いでク ロ ス マッ

チが必要） を 輸血し 、 血小板ある いは新鮮凍結血漿は

下記の緊急時の適合血の選択を 参照し 使用する 。 ただ

し 、 赤血球の大量輸血時では高 K 血症、 FFP の大量投

与時では肺水腫を 合併する こ と があり 、 生命の危機を

伴う ので十分に留意する 。
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産科危機的出血への対応指針 2 0 2 2 3

産科 D IC スコ ア

　 以下に該当する項目の点数を加算し 、 ８ 点～ 12点： DICに進展する可能性が高い、 13点以上： DIC

基礎疾患（ １ 項目のみ） 点数 臨床症状 点数 検査 点数

早 　 　 剥（ 児死亡） 5  急 性 腎 不 全（ 無尿） 4  Ｆ Ｄ Ｐ 　 　 ： 10㎍/mL以上 1 

　 　 〃　 　 （ 児生存） 4  　　　〃　　　 （ 乏尿） 3  血 小 板 　 　 ： 10万/㎣以下 1 

羊 水 塞 栓（ 急性肺性心） 4 急性呼吸不全（ 人工換気） 4  フィ ブリノゲン ： 150 ㎎/dL以下 1 

　 　 〃　 　 （ 人工換気） 3 　　　〃　　　 （ 酸素療法） 1  Ｐ Ｔ 　 　 　 　 ： 15秒以上 1  

　 　 〃　 　 （ 補助換気） 2 臓 器 症 状（ 心臓） 4  出 血 時 間 　 ： 5分以上 1  

　 　 〃　 　 （ 酸素療法） 1 　　　〃　　　 （ 肝臓） 4  その他の検査異常 1  

D IC型出血（ 低凝固） 4  　　　〃　　　 （ 脳） 4    

　 　 〃　 　 （ 出血量： 2L以上） 3  　　　〃　　　 （ 消化器） 4  

　 　 〃　 　 （ 出血量： 1 ～ 2L） 1  出 血 傾 向 4  

子　 　 　 癇 4  シ ョ ッ ク （ 頻脈： 100以上） 1  

その他の基礎疾患 1  　　　〃　　　 （ 低血圧： 90以下） 1 

  　　　〃　　　 （ 冷汗） 1  

  　　　〃　　　 （ 蒼白） 1  

緊急時の適合血の選択

輸血製剤

患者血液型

赤血球液

(RBC）

新鮮凍結血漿

(FFP)

血小板濃厚液

(PC)

A A> O A> AB> B A> AB> B

B B> O B> AB> A B> AB> A

AB AB> A=B> O AB> A=B AB> A=B

O Oのみ 全型適合 全型適合

危機的出血発生時の対応

基本的事項

1 ．非常事態宣言を 躊躇し ない ▶  通常の対応では救命でき ない

2 ．コ マンダー中心の指揮命令系統 ▶  多数のスタ ッ フ の組織的対応が不可欠

3 ．救命を 最優先し た輸血 ▶  緊急度に応じ て交差適合試験を 省略

4 ．緊急度コ ード によ る輸血部門管理への連絡 ▶  情報の迅速かつ的確な伝達

5 ．ダブル・ チェ ッ ク ▶  緊急時のヒ ュ ーマン エラ ーを 回避
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主に使用さ れる輸血用血液製剤一覧と 期待さ れる輸血効果

販売名（ 一般名） 略号 貯蔵方法
有効

期間
包装

期待さ れる輸血効果 

（ 体重50㎏）

照射赤血球液-LR「 日赤」

（ 人赤血球液）
Ir-RBC-LR-2 2～6℃

採血後

21日間

血液400mLに由来する

赤血球1袋

（ 約280mL）

左記製剤1袋でHb値は

1.5g/dL上昇

新鮮凍結血漿-LR「 日赤」

（ 新鮮凍結人血漿）
FFP-LR240 -20℃以下

採血後

1年間

血液400mLに由来する

血漿1袋

（ 約240mL）

左記製剤2袋で凝固因子

活性は20～30％上昇
（ 血中回収率を100％と 仮定）

照射濃厚血小板-LR「 日赤」

（ 人血小板濃厚液）
Ir-PC-LR-10

20～24℃

振と う 保存

採血後

4日間

10単位1袋 約200mL

（ 含有血小板数

2.0≦～＜3.0×10 1 1）

左記製剤1袋で血小板数

は約4万/µL上昇

IV R： In te rven tio na l  Ra d io lo g yについて

「 産科危機的出血に対するIVR施行医のためのガイ ド ラ イ ン2 0 1 7 （ 日本IVR学会編） http ://m ind s4 .j cq hc.o r.j p /m ind s/

O ce/2 0 1 7 0 5 1 8 _ G u id e line .p d f」 を参照

産科出血に対する IVRと し て、 動脈塞栓術と バルーン 閉鎖術がある 。 動脈塞栓術の適応疾患には、 弛緩出血、 前置胎盤、

癒着胎盤出血、 癒着胎盤遺残によ る 出血、 子宮内反症、 産道裂傷、 子宮摘出後の出血など がある。 産科危機的出血に 

対する塞栓術は、 塞栓術の技術と 知識を持っ た医師が施行するこ と が肝要である。 主たる出血源は子宮動脈であり 、 原則

と し て両側子宮動脈の塞栓を 行う が、 卵巣動脈や子宮円索靱帯動脈を はじ めと し た側副血行路の考慮、 血管撮影所見に

応じ た塞栓物質の選択など、 技術的要因に留意する。 塞栓物質の第一選択はゼラ チンスポンジである。 病態に応じ て金属 

コ イ ルやN BCAを用いる 事があり 、 特にD ICなど凝固能異常時にはN BCAの使用を 考慮するが、 N BCAによ る塞栓術はカ

テーテル固着など特有の合併症がみら れるため、 十分な経験を有し た医師が行う べきである。

動脈塞栓術は、多職種の連携により 、適応なら びに効果の有無の判断を迅速に行う こ と が肝要であり 、速やかなIVRの実施、

十分な輸血と IVRで効果不十分な場合には直ち に手術に移行可能な体制を 構築し ておく 必要がある 。 動脈塞栓術の合併症

と し て、 稀ではあるが妊孕性の低下や子宮壊死、 次期妊娠の遅延、 次回産科危機的出血のリ スク が報告さ れている。

また子宮摘出など外科的アプロ ーチに際し 、 総腸骨動脈・ 大動脈バルーン 閉鎖術が出血コ ン ト ロ ールに有用である ため 

必要に応じ て実施する。

IVR実施中においても 出血量の把握やバイ タ ルサイ ンの観察ができ る体制を維持するこ と が重要である。

フ ィ ブリ ノ ゲン 製剤使用に際し て

羊水塞栓症、 弛緩出血、 常位胎盤早期剥離等における産科危機的出血に伴う 、 後天性低フ ィ ブリ ノ ゲン血症に対するフ ィ

ブリ ノ ゲンの補充がフ ィ ブリ ノ ゲン製剤の適応と なっ た。 こ の適応拡大は、 フ ィ ブリ ノ ゲン製剤の投与によっ て救える患

者のために本製剤を用いると いう 強い意思が根底にあるも のである 。 こ の適応拡大に際し て、 関連学会は以下のごと く 取

り 組む。

使用施設

総合・ 地域周産期母子医療センタ ーおよび大学病院での使用と する。

なお、 フ ィ ブリ ノ ゲン製剤の投与に先だっ てフ ィ ブリ ノ ゲン値の測定を行い、 また投与後の適切な副作用観察ができ

る施設での使用に限定する。

使用実態の把握

使用例の全数登録制の導入を行う 。

日本産科婦人科学会への届け出を行う 。 使用例に生じ た副作用については日本血液製剤機構に報告する。

使用方法の適切化

適応外の症例に対し ては、 学会が（ 患者背景などを） 解析し 、 注意喚起を促す。

投与基準の明確化

原則と し てフ ィ ブリ ノ ゲン 値が1 5 0 m g/d L未満である こ と を 確認する までは新鮮凍結血漿も し く はク リ オプレ シピ

テート による凝固因子の補充が行われる。 例外的に、 持続する危機的出血で患者の生命に危険を及ぼすと 判断さ れる

場合には検査結果を待たずにフ ィ ブリ ノ ゲン製剤の投与を行う こ と が許容さ れる。
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